









[image: ]







[image: ]





[image: ]







[image: ]










だから僕は、Ｈができない。９
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　～とある薄給死神と室長の報告書～




「室長宛あてで郵便が届いてますよ」

　学園祭が終わった振ふり替かえ休日の月曜日、一級死しに神がみ福ふく宗むねイリアの目の前に素っ気ない茶色の封ふう筒とうが置かれた。

「……イリア宛に封筒？」

　十日連続となるお昼ご飯の素そう麺めんをズズッとすすり上げてから、イリアは封筒を置いたパオイ・マルベックを見上げた。

　相も変わらず、マルベックの胸が不必要にでかい。人間年ねん齢れいで三み十そ路じ手前ということもありやや垂れ気味ながら、見事なプロポーションを誇ほこっている死神だ。

　イリアも、現げん役えき高校生グラビアモデルとして活動していることもあって、可愛かわいらしい相そう貌ぼうと素す晴ばらしいプロポーションを持っている。ただし胸は死神の術式で作り上げた偽にせ胸で、本当はＡカップの貧乳だったりする……。

「どこからよ」

　イリアが聞くと、封筒をひっくり返したマルベックが、差出人を読み上げた。

「幹部連帯からですね」

　幹部連帯──それはメルロー人生保障幹部連帯直属の特務室極東支部主任という、やけに長ったらしい肩かた書がきを持つイリアにとって上司に当たる組織だ。ちなみにマルベックもまた特務室極東支部所属で、イリアの部下に当たる。

「珍めずらしいわね。本部のおっさん達が連れん絡らく寄こすなんて」

　最後の素麺をすすり上げてから、イリアは封筒をようやく手にした。

「ボーナスの通知だったりしませんかね？」

　マルベックが儚はかない夢を口にする。

「イリアのグラビアモデルとしてのお給料も、あんたの講師としての給料も、全部上前をはねるくらいに困こん窮きゆうしてるメルローが、ボーナス？　馬ば鹿かな夢を見ないでよねぇ」

　イリアの言葉に、マルベックが「ですよねぇ」と肩を落とした。それだけでやや垂れ気味の乳ち房ぶさが、だるんと揺ゆれる。その様子にイリアは舌打ちをかましてから、封筒に目を遣やった。

「何にせよ、仕事が増えるだけって気はするけど……仕方ないわね」

　ビリビリと乱暴に封筒を引きちぎる。その雑な開け方を見たマルベックが、呆あきれた様子で口を開いた。

「また乱暴な」

「なによ」

「豪ごう快かいさって積極性に繋つながりますよね！」

　一ひと睨にらみしただけで、あっさりおべっかに変わるマルベックだ。

「ええと何々……げっ！」

　封筒から取り出した書類を読み、イリアは思わず息を呑のんだ。その様子にマルベックが、身を乗り出してくる。

「ど、どうしたんですか？　もしかしてクビ？」

「馬鹿言わないでよぉっ。四級のマルベックと違ちがって、イリアはメルロー人生保障には数少ない一級死神よ？　クビになるわけないじゃない」

　マルベックを軽く睨んでから、イリアは再び書類に目を落とした。

「いい、よぉくその耳をかっぽじって聞きなさいよ」

「あ、はい」

「レストール家跡あと取とり候補一級死神リサラ・レストールの桃もも園ぞの学園潜せん入にゆう活かつ動どうについての中間報告……日付的には明後日あさつてまでにってあるわ」

　読み上げた書類をマルベックに押しつけて、イリアは軽くため息を吐ついた。

「今まで完全放置だったのに、急に報告書を寄こせだなんて……何かあったのかも」

「何かってなんですか？」

「イリアが知るわけないでしょう？」

「それはそうですけど……」

　釈しやく然ぜんとしない様子でマルベックが、押しつけられた書類を手に取る。

「で、コレどうするんです？」

「もちろんまとめて提出するわよぉ。幹部連帯の機き嫌げんを取っておいて、損ないものぉ」

「でも明後日までなんですよね」

「うん」

「大変ですね、今からだなんて……」

「やっだぁ、もぉ。マルベックったら何を言ってるのよぉ」

　胸の前で両手を握にぎり、イリアはニコリと微笑ほほえんだ。

「報告書を作るのは、マルベックに決まってるじゃなぁい♡」

「えええぇぇっ!?」

　マルベックが思いっきりのけぞり、乳房をブルンブルンと揺らす。それをイリアは睨み付けてから、すぐに笑顔を作り直した。
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「めんどくさい仕事を押しつけられるのが、部下の役割じゃない。イリアが満足する報告書が出来上がるまで睡すい眠みん時間は、な・い・ぞっ♡」

「そんな殺せつ生しようなっ。鬼おにっ、悪あく魔まっ、外げ道どう上司！」

　泣きそうな顔でマルベックが非難してくるが、イリアはニコニコと笑い続ける。

「あらぁ、マルベックってばイリアのこと、そんな風に思ってたんだぁ。だったらぁ、イリアも外道上司として、しっかりと酷ひどいことしないといけないかなぁ♡」

「ひぃぃぃぃぃっ、嘘うそです、ごめんなさいっ。これ以上、酷いことされたら私死んじゃいます！」

　その場でマルベックが、ガバッと土下座してくる。

「なんだかイリアが、ホントに酷いことしてるみたいじゃない」

「いや、このアパートって室長が家主みたいな顔してるけど、私が家賃払はらってるんですけど……」

「経費削さく減げんよ、経費削減」

「以前は、ガルダーブロウグ前に私を放置して逃にげちゃったし……」

「部下の尊い自己犠ぎ牲せい精神を無む駄だには出来なかったのよぉ」

「……はぁぁぁぁぁ。分かりました」

　何を言っても無駄と、マルベックがようやく観念したらしい。

「報告書は私が書きます」

「うんうん、イリアってばいい部下を持って幸せだわぁ」

「ただし……正直言って、私は何も知らないし、何が起きてるか全然なんで、教えて下さい」

「教える？」

「ええ。だって室長は、リサラさんとクラスメイトでもあるじゃないですか。当然、その動きを色々と把は握あくしてるはずでしょう？」

「まあそれはそうだけど……」

　桃園学園二年Ｂ組に人間として潜もぐり込んだリサラを調べるために、イリアもまた同じクラスに人間として入っているのだ。

　当然、クラスメイトってことになる。

　席も近いし、その学内での動向は確かにマルベックよりは遥はるかに掴つかんでいた。

「と言っても、良りよう介すけくん周りの出来事が多い気がするかも……」

　加か賀が良介。

　リサラが人間界に存在し続けるために仮かり契けい約やくを結んだ人間だ。

　イリアの目から見ると、正直凡ぼん人じんだし、顔も並だし、リサラが貧びん乏ぼうくじを引いたとしか思えない契約対象だ。

　ただ、色々な騒そう動どうをリサラや良介と共に経へてきて思うのは、危機に陥おちいった時の良介はどうも普ふ段だんと違うのだ。

　不覚にもちょっと格好いいと思ってしまったことまである。

「そうね。リサラと良介くんの関係性なんて、幹部連帯が喜びそうな情報ではあるわねぇ」

　うんと、イリアは頷うなずいた。

「関係性って、ええと、どういうことでしょう？」

　マルベックがぽかんとした顔で聞いてくる。

「リサラがどんな人間と契約を結んでいるかってのを、校内の出来事とかから浮うき彫ぼりにするのよ。仮契約とはいえレストール家の跡取りが選んだ人間よ。そのパーソナリティは、十分中間報告に相応ふさわしい情報になると思わない？」

「そうなんですか？」

「ええ、そうよ。それに、これは個人的なことだけど、絶対にリサラと良介くんの間には、この学園祭で何かあったものぉ」

　確信がイリアにはあった。

　学園祭が終わった時、リサラはもう長い付き合いになるイリアにして初めて見るほどに、動どう揺ようしていた。

　表面上は取り繕つくろっていたが、イリアにはリサラが今にも泣き出しそうな精神状態だってことが、はっきりと分かったのだ。

　そして良介も、その幼おさな馴な染じみの大おお倉くら美み菜なも、様子が変だった。

「美菜さんも良介くんには、気があるみたいだったし……何か、ええ、絶対に何かがあの三人にはあったはずよ」

「そうなんですか……」

「ええ、そうよ。だからこそ、今までの関係性を洗い出して報告するついでに、あの三人の関係も整理しておくことは、ふふ、意味があると思わない？」

「……ええと、それってもしかして野次馬根こん性じようなんじゃ」

「悪い？　てか、マルベックだって興味あるんじゃない。もしかしたら、あのリサラがふられたかも知れないのよ？」

「それもう報告書と関係ない、完全に個人的興味なんじゃ……」

「一石二鳥よ」

「はぁ、まぁいいですけれど……」

　マルベックが、何かを諦あきらめたかのように頷いた。

「だったらイリアが見聞きしてることをアンタに説明してあげるから、さっさとノートとペンを持ってきなさい！」

「りょ、了りよう解かいです！」

　マルベックがドタドタと動き出して、チラシの裏で出来たノートと、職員室でもらったというボールペンを持ってくる。

「そうね……まずは、桃園学園に露ろ出しゆつ狂きようが現れた時の話からかなぁ」

　イリアの言葉に、マルベックが「ああっ」と手を拍うった。

「そういえば、そんな事件ありましたね。あれ、でもあの頃ころはまだ室長はこちらに来てなかったような」

「そうよ。だからこれは伝聞ね。ただ……実はリサラと良介くんが原因だって聞いてるのよねぇ」

「あの二人が？」

「ええ。いい、実はね……」
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「んぅっ……だ、だめ良りよう介すけ、そこは汗あせ、かいちゃってる、んっ、から」

　リサラ・レストールが押し殺した声で抗こう議ぎしてきた。確かに加か賀が良介が触ふれている背筋は、制服の上からでも分かるくらいに汗が染しみ出ていて、手の平をじっとりと濡ぬらしている。

　だがそれは仕方ないことだった。

　二人は今、この夏の最さ中なかに掃そう除じ用具用の狭せまいロッカーに正面から身を擦すり合わせるようにして入っているのだ。

　外の気温は三十度を余よ裕ゆうで超こえているが、ロッカーの中は体感で四十度を上回るサウナ状態だ。なにより、相手の体温と吐と息いきが自分を包み込む様で、止めどなく汗が流れてしまう。

「だ、だから、そんなに、んぅっ……だめ、背筋は汗が流れる、んっ……から」

　リサラの顔は耳まで紅潮してしまっている。

「いやでもさ、他ほかの所を触さわるとなるとさ」

　普段なら大喜びで、どこを触ろうか考えるが……今の良介には、そういった健全な青い欲よく望ぼうが全くない。

「あ、汗は触られたく……ないの」

　蚊かの鳴くような声だった。

「良介の、んっ、生きる力を早く回復させないと、あんっ、大変なことになっちゃうから、だから、んっ、お、お尻しりとか、触っていい、からぁ。ね、汗は……イヤなの」

　潤うるんだ瞳ひとみで見つめられて良介は、シオシオに干ひからびた魂たましいがドクンと脈打ち始めるのをはっきりと感じていた。




　　　　※　　　※　　　※




「キュール、食事中に本を読むのはやめなさいよ。行ぎよう儀ぎ悪いわよ」

　朝ご飯の食しよく卓たくで一級死しに神がみリサラが、しかめっ面つらを浮かべた。スレンダー過ぎる体を持つちょっとキツメな美しい少女だけに、険しい顔がよく似合う。

　そんなリサラの前に座り怒おこられたのは、キュール・ゼリアだ。リサラの年下の従妹いとこで、お人形のような愛らしさを持った、ついでに胸はリサラよりもかなり発育のいい美少女だ。が、性格はかなりねじ曲がっていて、黒い。

「あら、勉強熱心と言って欲しいところですわ。お姉様のせいで、死神学校に行けてないんですもの、教科書程度は読んでおかないと」

　本を閉じようともせずに、キュールが答えた。左手に本を持って、その内容に目を走らせながら、右手でトーストを口に運んでいる。

「行儀の前に、お前だけだぞまだ食べてるの」

　この場で唯ゆい一いつの人間にして、美などの形容は付かない凡ぼん人じんな加賀良介はそう言うと、食べ終わって空になった皿をリサラに渡わたした。本に目を走らせたままのキュールが、急にトーストを口の中に押し込んだ。

「もぐもぐ、むしゃむしゃ、もぐもがもぐ……ごくん。何か言いまして？」

　半ば強ごう引いんに飲み込み、平然と言い切る。

「無理矢理飲み込んで自じ慢まんするなよな、行儀悪い。新しい服がパンくずだらけだぞ」

　普ふ通つうの女の子っぽい服装のあちこちにパンくずが付いている。胸むな元もとには、レタスの切れ端はしまでだ。

「言われてみれば新しい服よね。この私が、コンビニ下着で我が慢まんしてるのに、まさか買ったの？」

「そんなお金を持ち出しているなら、もっと豪ごう華かな食事をしてますわよ。お姉様の制服と同じで、カエサルから霊れい力りよくを貰もらって生成したに決まってますわ。テレビで見た服ですけど、可愛かわいいでしょう」

　キュールがリサラの問いに答えて、足あし下もとで寝ねそべっていたシェパード犬のカエサルをなでた。

「お前な、そーいう下らない理由で生きる力を吸い取るなよな。お前らが俺達から霊力を補給しないといけないのは知ってるけどさ、リサラに生きる力を吸い取られるたび俺なんか、なんつーか、何もかもが虚むなしくなるんだぞ。辛つらいんだぞ！」

「あら、良介さんのはどーせエッチな心なんだから、いいじゃありませんか。世の中の女の子のために、お姉様にはもっと吸い取ってもらいたいくらいですわ」

　そのキュールの言葉に、良介はドンッと食卓を叩たたいて身を乗り出した。

「妄もう想そうくらいさせろよっ。手を出さない、良心的なスケベなんだからさ！」

　熱弁を振ふるう。だって当然だ。教室から校庭を走る女子の体操着姿を見て鼻の下を伸のばしたり、風の関係で生まれるパンチラスポットをいち早く把は握あくしたり、制服越ごしに透すけて見えるブラジャーのラインに夏を感じたりしている程度だ。着き替がえをのぞくことも、盗とう撮さつすることもない。日常の中で起きる偶ぐう然ぜんの産物を、必死にかき集めているだけなのだ。

「そうだとも、俺は安心安全な良心的スケベなんだっ。だからもっと暖かい目で見てください！」

　立ち上がり訴うつたえる。が、リサラとキュールはもう良介のことなんて見ちゃいない。

「キュール、参考書だけじゃなくてアイテムまで取り寄せたの？」

　リサラはキュールが横に積んでいた書類を手に取って、

「よくこっちに持ち込めたわね」

　あきれ顔を浮うかべる。

「ええ。死神界からコッソリと持ち込むルートは押さえてますから」

「何のアイテムだか知らないけど、注意して使うのよ。人間界だと正常作動しないものもあるし」

「はいはい、分かってますわよ」

　リサラの注意に、キュールが適当に相づちを打つ。いかにも適当そうに、だ。その様子にリサラは少し眉まゆをひそめつつも、はぁと軽くため息を吐ついて話題を切り上げた。

「良介、学校に行く準備してて。私は片付けを五分で終えるから」

　そう言ってリサラは流しに向かった。

「準備っても終わってるしなぁ」

　椅い子すに立てかけた鞄かばんを見る。教科書の多くを学校に置きっぱなしの良介の鞄は、とても軽い。

「良介さん、ちょっとよろしい？」

　声を潜ひそめてキュールが話しかけてくる。

「この錠じよう剤ざい、ミエルミンＶなんですけど、服用すれば霊力が強いものが視し認にん出来るようになるアイテムなんですの。一錠で一時間の効果で五錠あるんですけど、学校で使ってみてくれませんか。特異者がはっきりと見えるはずですから」

　特異者、一人で一いつ般ぱん人の千人万人の霊力を持つ英えい雄ゆうともいうべき人間で、死神にとってはまさに垂すい涎ぜんの的の存在だ。リサラもまた、レストール家での立場を確保するために、特異者を捜さがしに──非合法に──人間界に来ている。

「あのな。リサラに死神界のアイテムには注意しろって言われたばかりだろ」

「シーッ。声が大きいですわ。お姉様に気が付かれてしまいますわ」

　口に人差し指をあてたキュールが、チラリと流しを見る。

「キュールもそうですけど、早く特異者を捜し出したくはありませんの？」

　特異者が見つかるイコール、リサラが霊力補給を受けるべく良介の生きる力が存在する魂の奥底にぶっ刺さした《折れた剣けんグラム》を抜ぬいて貰えるということだ。そうすれば、定期的に良介の生きる喜び、エッチな心を吸い取られないで済む。毎朝、しっかり元気な息子むすこさんを拝見できるし、虚しさの中で青春の終わりを感じないで済む。それは願ってもない、良介が待ち望んでいる日だ。

「でもよ、その錠剤、信用出来るのかよ」

「もちろんですわ。説明書に、どこでも使用可能って書いてありますもの」

　イマイチ信用出来ない理由と共に、キュールは錠剤を強引に良介の手に握にぎらせたのだった。




　　　　※　　　※　　　※




「結局受け取っちまったけど、どうするよ、これ」

　授業開始前のざわついた朝の教室で良介は、手の平にのせた錠剤を見つめた。キュールを疑う心と特異者を見つけたい心がせめぎ合うこと、もう五分だ。

「ええい、ままよ！」

　意を決して、一錠を口に放ほうり込む。

「…………」

　特に何も変わらないと思った瞬しゆん間かんだ。グラリと視界が歪ゆがんだ。

「ぶわっ!?」

　良介は慌あわてて鼻と口を押さえた。驚おどろきの声と鼻血が同時に噴ふき出そうだ。

（裸はだかだらけだぞっ！）

　教室中の人間が素すっ裸だった。しかもご丁てい寧ねいに、机や椅子の背などの障害物が邪じや魔まになっている時には、邪魔なものだけが透すけて裸が見えるのだ。

（な、なんだこれ……）

　授業開始間ま際ぎわのためにみんな椅子に座って前を向いているので、背中とお尻だけだが、はっきりと裸だと分かる。

　数秒呆ぼう然ぜんとその光景を眺ながめてから、良介は慌てて顔を手で覆おおった。

（いやいや、やっぱり勝手に見るのは良心的スケベとしては……。それにだ、ただで裸を見るなんて、それは違ちがうんだ。お風ふ呂ろ場ばをのぞくドキドキ感も禁断感もない、努力無しの裸は男を堕だ落らくさせる。人は障害があってこそ、果実を手にとっていいんだっ。蛇へびからタダで貰ったリンゴは、アダムとイブを不幸にしたじゃないか。だから見ない。チキンなんじゃない、これは男の決意なんだ）

　とか思いつつも、指の間を微かすかに開けてチラチラと見てしまう。ちなみに男子の裸は、脳内フィルターによって野菜に変へん換かん中だ。

（どう考えてもこれ、キュールに貰った錠剤のせいだよな）

　そう思い当たっても、強い霊力を視認出来るはずの錠剤が、どうして透とう視し薬になっているのかがさっぱり分からない。

　そう悩なやんでいる時だ、隣となりの席に座っているリサラが不思議そうに声を掛かけてきた。

「どうかしたの、良介？」

「いやちょっと──」

　良介は反射的に振り返ってしまい、小首を傾かしげた。

「あれ？」

　キョトンとリサラを見る。

「なによ？」

「…………あれぇ」

　リサラがちゃんと服を着ている。いつも通りの姿だ。不思議な気持ちと残念な気持ちが、良介の中で入り交じる。

「何よ、私のことじっと見たりして」

　その問いには答えずに、良介はそっと周囲を見た。

「──っ」

　やっぱり裸だった。どうやらキュールに貰った錠剤の効果が切れた訳ではないらしい。リサラの制服だけが透視出来ていないのだ。

　問い、リサラの制服と他ほかの生徒達の制服の相そう違い点。

　答え、霊力で生成しました。

「そうか、お前のって霊力で生み出した制服だもんな。霊力の塊かたまりってわけか」

「あのね、私が死しに神がみってのは内ない緒しよなのよ。そういうことを、口にしないでよ」

　リサラが声を潜めて抗こう議ぎしてきた。だが、そんなことは今はどうでもいい。

（キュールの野や郎ろう、何が霊力が強いものが見えるようになるだよ。霊力がある存在だけを見せてるんじゃないか、コレっ。霊力ないのは服が透けちゃってるぞ。くそ、さっそく聞いた効果と違ってるし！）

　良介は心の中で毒づいて、ゴンッと机に額を打ち付けた。

　とにかく効果時間が一時間という言葉を信じて、授業を乗り切るしかない。ずっと居い眠ねむりしてれば、裸を見て挙動不ふ審しんになることも、目を血走らせることも、元気になられると困る所が元気になることも回かい避ひ出来るはずだ。

（しかも一時間目は、期末テストもない死神契けい約やくに関する授業だ。聞いてなくても問題ない！）

　良介は授業開始のベルを聞きながら、そう固く決意した。

　だがしかし……世の中そうは甘くない。テストがないとはいえ、授業は授業なのだ。

「加賀良介くん、そこの居眠りしてる加賀良介くん」

　授業を担当するメルロー人生保障の死神マルベックに、いきなり名指しされてしまう。それでも良介は、名指しを無視して必死に机にしがみつく。何しろマルベックはバスト九十を誇ほこる巨きよ乳にゆうなお姉様なのだ。そんな相手を正面から見てしまえば、それはもう恐おそろしいことになる。

「加賀良介くんっ、起きなさい！」

　どんどん声が近づいてくる。なかなか起きない良介に業ごうを煮にやして、机側まで歩いてきたのだ。

「起きなさい！」

　ポカンと教科書で頭を叩かれてしまう。それも二度も三度もだ。

「うう……」

　観念して良介は、じっと机を見つめながら立ち上がった。

「先生をちゃんと見なさい！」

「いや、そう言われても、これには海より深いわけが……」

「ああもう、シャキッとしなさいっ」

「はい！」
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　ぐいっと顎あごを上げて、一気に天てん井じようを見上げた。が、マルベックが許してくれるわけもなく、良介はぐいっと乱暴に両側頭部を掴つかまれてしまった。

「先生を見なさい！」

　そして、グイッと良介の頭を下げて、自分を見させる。

「──！」

　良介の目の前に、オッパイがあった。

　斜ななめやや上から見下ろす、巨大な九十センチの凶きよう器き。それは、深い深いグランドキャニオン級の谷間だった。

　その頭頂部にあるサクランボが──摘つめとばかりに震ふるえていて、素直に腕うでが伸のびる。

「ホワチャァァァァァァァァァッ、ダメェェェェェ！」

　伸びかけた右腕を、慌てて左手で掴む。手首をしっかりと掴むが、伸ばしたい衝しよう動どう、サクランボを収しゆう穫かくしたい衝動もまた強く、野性と理性が拮きつ抗こうして激しく震えてしまう。

「ど、どうしたわけ？」

「腹痛ですっ。保健室で休みます！」

　鼻血を垂らしながら、良介は天井を見上げて宣言した。

「そ、そう？」

「そうなんですっ」

　許可を得る間もなく良介は保健室へ歩き出した。そう、天井を向いたままでだ。

　ゴガンッ！

　さっそく弁べん慶けいの泣なき所を強打して涙なみだ目め。

「良介、連れて行って上げようか？」

　リサラだった。

「リサラ、わ、悪いけど頼たのむわ……」

　天井を見上げながら保健室に向かうのは自殺行こう為いに近いと、脛すねの痛みが教えてくれている。そしてリサラは、唯ゆい一いつ制服を着た状態で見られる、願ってもない相手だった。

　リサラが、保健室に向かうべく良介の手を取って歩き出した。

　呆然とした空気が流れる教室を後にして……。
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「平気なの、その頭……じゃない、お腹なか」

　保健室のベッドに潜もぐり込んだ良介に、リサラが失礼なことを聞いてきた。

「うるせぇ。俺には俺の深い事情があるんだよ」

「ま、いいわ。保健の先生は留守みたいだけど、静かに寝ねてるのよ」

「子供扱あつかいするなよな、ったく」

　そもそも校内は裸の楽園──危険地帯だ。一時間目が終わるまで、出歩けるわけがなかった。

「じゃ、私は教室に戻もどってるわね。それとも、ここに居て欲しい？」

「だから子供扱いすんなって！」

「あはは、了りよう解かい。ゆっくり休んでなさいよ」

　軽く微笑ほほえんで、リサラは保健室を出て行く。

「ったく、人を何だと思ってるんだ」

　静かに閉められた扉とびらを見つつ、良介は軽く口を尖とがらせた。あれでは、まるでリサラの弟か何かだ。よっぽど向こうの方が手が掛かるのに……。

　そう毒づいた時だった。

「ふわぁぁぁぁ、寝かしてもらうよ」

　三年の玉たま野の光ひかるが扉を開けて、堂々と入って来た。

「ぬあぁぁぁぁっ!?」

　モロに飛び込んでくる、男のシンボル。しかもそこは何な故ぜか、ツルッツルだ！　無毛のそこでブラブラと揺ゆれている姿を、良介は思いっきり見てしまい慌てて顔を背そむける。

「なんで下の毛を剃そってるんだよっ、アンタは！」

　良介の悲鳴にも近い指し摘てきに、玉野は一いつ瞬しゆん小首を傾げてから両手を腰こしにやり、自じ慢まんげに突つき出した。

「初めての時は、生まれたままの僕を見て欲しいのさ。そう、常つね日ひ頃ごろからその時に備えるっ、それがボクシング部部長にして桃もも園ぞの学園一のテライケメン、玉野光、十七歳！」

　キラッと歯を光らせて笑う。

「って、加賀良介、なんでキミが僕の密ひそやかなたしなみを知っているんだ？」

　ズカズカと近づいてくる。ブラブラと揺らしながらだ。

「ギャースッ、来るな寄るなっ、その汚きたない物を俺に近づけるなぁぁ」

「まったく、先せん輩ぱいへの言葉遣いがなってないな、ん？」

　玉野が枕まくら元もとに立ってのぞき込んでくる。そう、立ち位置的に丁度顔の横にソレをブラブラさせながらだ。顔を背けて目をつむっていても、耐たえられるものではない。

「言うっ、言うからっ、お願い、そのポジションだけはヤメテ下さい！」

「ふむ、仕方ないな」

　玉野が一歩下がり、隣となりのベッドに腰掛けて足を組んだ。

「さ、説明したまえ。なんで知っている？」

「知ってるんじゃなくて、見えたんですよ……今、まさに」

　玉野とは逆側の壁かべを見ながら、良介は渋しぶ々しぶと答える。

「今、見えたって、透視でも出来るのかい？」

「ええ、キュールの持ってきた錠じよう剤ざいのせいでね」

「キュールくんっ!?」

　ギシッと玉野が腰を浮うかせた。何しろ玉野は先日、キュールに利用されて、あげくに捨てられて死にかけたのだ。その名前は聞きたくないだろう。

「ふむ、あの子の胸は中々に将来性がありそうではあったな」

　良介もだが、玉野もまためげない男の子だった……。

「しかし、キュールくんの名前が出るとなると、また死神、それも特異者関係かい」

「ええ、特異者を捜さがしてるんでね。キュールが言うには、錠剤を飲めば霊れい力りよくの強い人間を見分けられるって話だったんですが……」

「違ちがったのかい？」

「違うとか違わないのレベルじゃないっすよ。教室中がヌーディストビーチ状態で」

「なぁっ!?」

　玉野が思わず腰を浮かせる。

「色んな意味で立つなぁっ、ブラブラさせるなぁ！」

「お……おお、すまない。つい、な」

　ベッドに再び腰掛けた玉野をちらっと見て、はぁとため息を吐つくと良介は説明を続けた。

　リサラだけが霊力で生成された制服を着ているので平気なこと、効果時間……等々をだ。

　一通りの説明が終わった時には、授業終了を知らせるチャイムが鳴り響ひびいていた。そのチャイムが終わるまで黙だまっていた玉野が、良介を睨にらんだ。

「で、その錠剤ってのは？」

　実物を見ない限り信用出来ない、そんな口調と共に玉野が立ち上がった。

「これがその錠剤です」

　これ以上、近寄られたくないっ。そんな一心で、良介は慌あわててキュールから貰もらった錠剤を一つ胸ポケットから取り出した。その瞬間だった。

「頂いたよ、加賀良介」

　ボクシング部部長の実力は見事だった。左腕が電光石火の如ごとく動いて、良介の右手から錠剤を奪うばい取ったのだ。

「玉野先輩っ！」

「フフフ、安心したまえ。無差別ノゾキなんて、そんな紳しん士し的じゃないことは考えていない。そう僕は、リサラくん、彼女のスレンダーで引き締しまった裸ら体たいを見たいんだっ。初めてリサラくんに会ってから、ずっとこの僕の胸にある思い、それをなんとしても解消する必要がある！」

「先輩、も、もしかしてリサラのことが──」

「そうっ、赤い髪かみの毛の子の下も、赤いのかどうか。そして赤いアンダーヘアってなんかステキだし！」

「おい─────っ！」

　思わず振ふり返って良介が突っ込んだ時には、もう玉野の姿は扉の外だった。欲よく望ぼうのなせる業わざか、すさまじい速さで走り去っていく。

「くそっ、なんて逃にげ足だよ。でも、リサラの服は霊力で出来てるから、透とう視し出来ないって言ったぞ、俺……」

　そう考えつつ同時に、あの玉野なら何をしでかすか分からないとも思う。

「ったく、仕方ない」

　腰を上げて、保健室からそっと顔を出した。効果が一時間というのは、キュールにしては珍めずらしく正しかったようで、廊ろう下かを歩く生徒達はしっかり服を着て見える。

「さてと、次の授業は体育か」

　授業開始のチャイムを聞きながら、徐じよ々じよに急ぎ足になりつつ体育館に向かい、

「って、女子はグラウンドだったぁぁぁぁ！」

　汗あせのしたたるむさ苦しい男子だらけの体育館から、グラウンドに走った。

　グラウンドでは、夏の陽ひ射ざしを浴びた女子達がボールを追っていた。鹿しかのようにスラリと伸びた白い脚あしが、躍やく動どう感と共に跳はねている。当然、その際にはお尻しりも震える。視線を少し上に向ければ、幾いくつもの胸がユサユサと、人によっては小ぶりに揺れている。さらに上着からチラリとのぞく背中の肌はだ……。

「はぁ、俺もあそこに混じりたい」

　思わず見とれてしまい、良介はその光景を脳のう裏りから振り払はらうように頭を振った。

「今はリサラと玉野先輩だ。ったく、どこに……」

「良介くん、どうしたの？」

　キョロキョロとグラウンドを見み渡わたしていると、大おお倉くら美み菜なが近寄ってきた。

「かなり不ふ審しん者なんだけど」

「今日は観賞しに来たんじゃないぞ」

「観賞って……」

　美菜が苦笑いを浮かべる。

「リサラを探してるんだけど、知らないか？」

「リサラさんなら、さっき玉野先輩に間違って水を掛かけられて着き替がえに行ってるよ」

　良介の顔に疑問が浮かんだのを見て、美菜がさらに詳くわしく続けた。

「うん。なにしてたかは知らないけど、玉野先輩がホースで水をリサラさんに思いっきり掛けちゃったの。それでビショビショになったリサラさんは、着替えに行ってるところ」

「体操服でビショビショ……ずりぃぃっ、俺だってそれは見てみたいぞ！」

　思わず欲求を口から出してしまってから、良介はふと思った。

「着替えって、先生から借りたのか？」

「うん。まだ始まったばかりだし、予備の体操服を着て授業に出なさいって先生が」

「そういうことか！」

　良介が手を叩たたいた。

　死しに神がみ界かいに帰ればお嬢じよう様さまのリサラも、人間界では良介の財力に頼たよっているので貧びん乏ぼうだ。体操服も制服と同じで霊力を使って生成している。

　そして、霊力で作られた衣服は透視出来ない。

　ならば、普ふ通つうの衣服に着替えさせればいい。

　そのために玉野は臆おく面めんもなく、水をリサラに浴びせたのだ。

「クソッ、太陽の下で濡ぬれた裸はだかとかっ、俺が見た風ふ呂ろ場ば裸よりさらにいいじゃねぇかっ。ズルイぞっ！」

「りょ、良介くん……暑いから、かなぁ」

　走り出した良介の背中を美菜は、呆ぼう然ぜんと見送ったのだった。
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　女子更こう衣い室まで走ってきた良介が見たのは、ニタァとだらしない顔を浮かべた玉野だった。

「フフ、全すべてはこの僕の神の如き計画通りだ。では、そろそろ錠剤を飲んでおくとするかな」

　玉野が、手の平にのせた錠剤を口に運ぼうとする。

「玉野先輩っ、ズルイぞっ」

　良介はその手首を掴つかんだ。

「加賀良介ぇ……」

　女子更衣室の入り口から目を離はなし、玉野が振り返る。

「さすがだと言っておこう、加賀良介。この僕の綿密な作戦に気が付くとは、エロ介すけの異名を取るだけのことはあるな」

「綿密……か？」

「成功したからいいんだよっ。さ、その手を離すんだ。この僕が女によ体たいという名の真理に一歩近づくのを、そこで黙ってみているんだ」

　そう言って、玉野が左手に拳こぶしを作った。部長を務める玉野のボクシングの実力は、確かなものがある。翻ひるがえって良介は、体育の成績もあまりいいとは言えない上に、ケンカなんて数えるほどしか経験がない（主に子供の頃ころに）。

　勝ち目なんてあるわけがない。

　でも、だ。

（俺以外があいつの裸を見るのは、なんか腹が立つんだよ！）

　そう心の中で叫さけび、良介は一つの誇ほこりを捨てた。

「ゴメンっ、俺の舌！」

「なぁぁぁぁぁ!?」

　レロォォン。

　錠剤がのった玉野の手の平を、思いっきり舐なめる。錠剤を舐め取る！

「うわぁぁぁ、汚きたないじゃないかっ！」

　すかさず玉野が良介を突つき飛ばした。良介は、ゴロンと一回転して、女子更衣室の入り口に背中をぶつけ、

「ごくん」

　舐め取った錠剤を飲み込んでしまった。だが今は、そんなことが問題ではない。

「うぐっ、う、うゔ、ゴメンな俺の舌、あんなおかしなものを味わわせて……」

　ただただ自分の舌に謝っていた。なんか、舌先に残る玉野の手の平の、汗の味が、もの凄すごく心を締め付けるのだ。

「何よ、騒さわがしい」

　ガチャリと扉とびらを開ける音と、リサラの声が同時に響いた。

　そして突とつ如じよ、寄りかかっていた扉を失った良介がゴツンと床ゆかに後頭部から倒たおれ込む。

「良介？」

　リサラが、足先に転がった良介を見下ろす。

「………………………………赤い」

　辛かろうじて良介は一言だけ漏もらした。そう、錠剤を飲んでしまった良介には、体操服も下着も見えていないのだ。視界の端はしが、薄うすい胸と赤い毛の一部を捉とらえている……。

「はい？」

「ダメだリサラくんっ、今の加賀良介は透視能力を持っているんだっ。キミの裸体が、僕が見るはずだった裸体が、丸見えなんだ！」

　玉野が悲痛な叫びをあげた瞬間、声も立てずにリサラはしゃがみこんだ。

「…………見た、のね？」

　顔を赤くし、涙なみだ目めになったリサラが、良介を睨む。

「い、いやその、ちょっとだけ……その赤い毛をちらっとだけ」

「赤い、やはり赤いのか！」

　玉野が思いっきり反応してくる。その顔に、リサラがキッと強い視線を投げ、

「二人とも目をつむって!!」

　金切り声を上げた。

「「はい!!」」

　逆らえずに、良介も玉野もぎゅっと目を閉じた。

　それを確かく認にんしてリサラが、良介の胸に手をやる。
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「《グラム》よ、《折れた剣けんグラム》よ。契けい約やくの名の下もとに、この私、リサラ・レストールにかき抱いだいた霊れい力りよくを渡わたすのよ」

「ちょ、吸い取るのはやめっ、やめてー！」

　良介の叫びも虚むなしく、リサラが情け容よう赦しやなく良介の魂たましいの奥底にある生きる力──エッチな心を吸い取りスピリットマネーとして蓄たくわえていく。

　徐々に、なんだかもう全てのやる気が失われていく。

　魂がシオシオと干ひからびていく感じだ。

　そんな虚きよ無むに囚とらわれた良介にはお構いなく、リサラは吸い取ったスピリットマネーを術式に変へん換かんする。

「我が前の男に問おう、知識を奪うばいし《最後の質問ヴアフスルーズニル》を！」

　リサラが術式を一気に組み上げ、叫んだ。それは霊力によって生み出された物の効果を奪い去る術式だ。

「今ので、錠じよう剤ざいの効果が消えるのかい？」

　玉野が良介をのぞき込んだ。

「ええ、そうよ。ほら良介、いつまでひっくり返ってるのよ」

「いや、なんかもー、どうでもよくてさ」

　どーにも虚しくて、起き上がるのが面めん倒どうな良介だ。

「仕方ない、僕が手を貸してやろう」

　玉野が手を差し伸のべた。めんどくさいが、振ふり払はらうのもまた面倒で、良介はその手を取るべく腕うでを伸ばした。

　──時だった。

　玉野の手が良介の手を素す通どおりして、胸に伸びる。

「貴方あなたたち、そーいう関係なの!?」

「ヤメテくれっ。僕はね、これが目的だったのさ」

　良介の胸ポケットから、玉野が残りの錠剤の全てを取り出した。

「それ……もしかして、死神界の」

「そうさ。これを飲むとね、何な故ぜか知らないが霊力で出来ていない衣服を透とう視し出来るようになるんだよ」

　錠剤を掴んだ拳を大おお仰ぎように空に突き上げ、玉野がニヤリと笑った。その目の前で、

「《装束デイスラード》」

　リサラが静かに死神姿へと変身を遂とげる。黒い素材で出来たボディラインがはっきりと分かる衣い装しようだ。スカートは短く、スラリと美び脚きやくが伸びている。

「え……？」

「これで、それを飲んでも透視は出来ないってことよね。だって死神装束は霊力の塊かたまりみたいなものだし」

「ひ、卑ひ怯きようなっ」

「さ、その錠剤を返しなさい」

　立ち上がったリサラが、玉野を威い圧あつするべく一歩足を前に出した。そう、良介の側頭部脇わきにだ。

「あ、パンツ丸見え」

　当然、仰あお向むけにひっくり返ったままの良介の目にリサラのパンティが飛び込んでくる。

「コンビニ下着か……はぁ、下着に色気がない云うん々ぬんの前に、ただの布きれにしか感じない。虚しい、とにかく虚しい」

「人のパンツ見ておいて、何よその言いぐさ！」

　慌あわてて脚あしを閉じしゃがみこみ、リサラが抗こう議ぎする。

「あのな、不用意に見せたのはお前だし、俺が見ても興奮しないようにしたのもお前だぞ」

「う、それは……」

「ちなみにリサラ」

「何よ？」

「玉野先せん輩ぱい、逃にげ出してるけどいいのか？」

「あ──────────────！」

　大声と共にリサラが走り出した。死神装束によって運動能力も上がっているリサラなら、すぐに玉野に追いつくはずだ。

「うーん、まぁ、俺が貰もらった錠剤だし……回収はするか」

　よっこらせと良介は立ち上がり、玉野とリサラが駆かけ上がっていく非常階段に、自分も向かった。さすがに駆け上がる気力は湧わかず、ノタクタと二分ほどかけて屋上に出た時だ。

「ああぁぁぁぁぁぁ!?」

　玉野の悲痛な声が耳に入った。

「僕の、僕の夢と希望と裸がぁぁぁぁぁ」

　給水塔とうをボコボコと叩たたいている。

「どうしたんだ、あれ？」

「落としちゃったのよ、あの馬ば鹿か先輩」

　やれやれとリサラが肩かたをすくめた。

「落としたって、あの錠剤を、給水塔の中にか？」

「ええ、給水塔に逃げ込んで……ぽちゃんと」

「平気……なのか？」

「まぁ、たったあれだけなら問題ないと思うわよ」

　リサラが軽く言い、金かな網あみに寄りかかった。

「はぁ、おかげで体育の授業サボりになっちゃったじゃないの。サッカー楽しかったのに」

　グラウンドを眺ながめつつ唇くちびるを尖とがらせる。

　体育館やグラウンド脇にある水飲み場では、疲つかれ切ったクラスメイト達が水をがぶがぶと飲んでいた……。




　　　　※　　　※　　　※




「さてと、そろそろ特異者が見つかった頃かしらね。キュールも、ちょっと学校に顔を出してみますわね。カエサル、お留守番をよろしく」

　キュールは桃園学園に向かうべく、立ち上がった。

　自分の計画が順調に進んでいることを、微み塵じんも疑わずに。

「ふふふ、リサラお姉様にどう恩に着せてあげようかしら。あは、楽しみですわ！」




　　　　※　　　※　　　※




　三時間目の授業中、一番後ろに座っている大おお平ひらから良介の机にメモが回ってきた。

「なになに……『俺は超ちよう能のう力りよくに目覚めたらしい。どんどん制服が透すけてきてるんだ。つきましては、お前の前に座っている大倉美菜の、スケスケ制服姿を、お尻しりを見たいので、横にずれろ！　お前の汚きたないスケスケ姿なんて見たくない！』。スケスケ？」

　良介の目には普ふ通つうの教室に見える。が、そう思って見み渡わたすと、男子達の目が一様に血走っているし、女子達は妙みように縮こまって、困った顔をしている。

「もし……かして、これ、さっきの錠剤か？」

　もしももなにも、他ほかに考えようがない。良介はリサラの肩を突つつくと、外に出るように目配せし、トイレと偽いつわって教室を出た。

「何よ、良介」

　一分ほどして、リサラが廊ろう下かに出てくる。

「ここだと話し難にくいし、空き教室に行くぞ」

「ちょっと、どういうことよ」

　慌てて後を付いてきたリサラに良介は、大平のメモの内容と生徒達の様子を歩きながら、ため息混じりに伝えた。

　リサラの顔がみるみる青ざめていく……。

「で、でもそんなこと」

　空き教室で、リサラが呻うめいた。

「思うにだ。体育で疲れて、みんな水飲んだから、錠剤の効果が出てるんじゃないか？」

「で、でもでも、たったあれだけの錠剤なのよ？」

「俺に聞くなよ。そもそも効果だって変わってるんだし、影えい響きようだって変わるんだろ、きっと」

「そんなぁ～」

　リサラが情けない声を上げた。

「あのさ、お前が俺の効果を消したじゃないか。あれを、みんなに掛かけられないのか？」

「あのね、給水塔の水は学校中で使われてるのよ？　学校全体に掛けるって……」

「なら、この学校がヌーディスト学校になってもいいってのかよ」

「ゔっ」

「しかも、玉野のドジを止められなかったのに」

「う、うゔ……はぁぁ、分かったわよ」

　がっくりとリサラが肩を落とした。

「でもね、良介。貴方にまた協力してもらうわよ？」

　顔を赤らめてリサラが良介を見つめてくる。

「さっき《装束デイスラード》まで使ったんだもの。大規模な解かい呪じゆには、スピリットマネーの補給をしなきゃ無理なのよ……」

「俺の生きる力をまた吸い取るのかよ」

「そ、そうよ……そして、今の良介じゃ、そんな霊力ないから、そ、その……しなきゃ、いけない、のよ……」

「え？」

　良介が小首を傾かしげる。

「だ、だからっ、良介のエッチな心を満足させて、霊力を復活させる必要があるって言ってるのよ！」

「………………俺にエッチなことしろってのか！」

　ようやく思いついて、良介がリサラをまじまじと見た。

「お前、よくもまぁそんな恥はずかしいこと言えるな」

「誰だれよっ、解呪しろって言ったのは！」

　声を荒あららげる。

「ば、ばか、声が大きいって」

「だってだって！」

「悪かったって。まーでも、うん、他に方法ないなら仕方ないか」

「他に方法あれば、当然そっちにしてるわよぉぉぉ」

　涙なみだ声ごえだ。

「し、仕方ないよな……うん。それで、こ、ここで？」

「あ、空き教室だし、授業中だし……時間、な、なさそうだから、ここ、かしら」

　そうお互たがいに言い合って、固まってしまう。イヤラシイ気持ちは全く湧かないのだが、さすがに緊きん張ちようするのだ。

　そんな時だ。

「あれ、誰かいますかぁ？」

　廊下から担任教師乱らん橋ばしの幼い声が響ひびいて来た。その幼い声の通り、三み十そ路じ前なのに外見もまた小学生にしか見えない女性だ。

「やべっ……隠かくれるぞ！」

「え、あ、うん！」

　先生に捕つかまれば解呪どころの騒さわぎじゃない。良介は慌てて清せい掃そう用具が入っているロッカーにリサラごと飛び込んだ。

「おかしいなぁ～。話し声が聞こえたんだけど……。まぁいいやぁ。ここなら怒おこられないし、漫まん画がを読んじゃおうっと」

　乱橋が呑のん気きに漫画雑誌を読み始めた。

　良介とリサラの気も知らず、そして学園に忍しのび寄るヌーディストの危機も知らずにだ。

「リ、リサラ、どうする？」

「う、うう、乱橋ちゃん、漫画に思いっきり集中してるし、お、お願い、ここで、あの、そっと、ね？」

　消え入りそうな声でリサラが言った。

「マジかよ……」

「だって、急がないとダメ、だし。もし大事になったら死しに神がみの仕し業わざってすぐ分かるわ。そしたら、私やキュールのことばれちゃう、から」

「そっか、それもそうだよな……なら、そ、その……」

「う、うん……」

　ゆっくりと手を伸のばす良介に、リサラは真っ赤になりながら頷うなずいたのだった。




　　　　※　　　※　　　※




　ロッカーに閉じこもって十分は過ぎていた。

「だ、だからぁ、だ、だめっ、汗あせが凄すごいから、んあっ……あ、ああぁ」

　リサラが、熱い吐と息いきを漏もらしながら身をよじった。

　その汗が滲にじんだ背筋は、なぞっているだけで不思議な高こう揚よう感かんを覚える。まるでリサラの熱が、良介の手に染しみこんでくるような、そんな感覚だ。

「ねぇ、だからぁ……んっ、お、お尻をなでても、い、いいからぁ。汗、汗でびしょびしょでしょ、あんっ、背中は……お願い、恥ずかしいのよぉ」

　抗こう議ぎの声は確かに届くが、どうしてもその背筋から手を離はなす気になれない。

　背筋を指先でそっとなぞり、髪かみの毛が汗で付着したうなじを手の平でなでる。

「はぁ……はぁ、はぁ……」

　魂たましいがユラユラと揺ゆれ動く。熱く熱く、揺れ動く。リサラが恥ずかしがることをしている。リサラの体液──汗を触さわっている。リサラの汗の臭においが、良介の肺を満たしている。

　それら全すべてが魂を加速度的に熱くしていく。

　鼻息が荒くなり、目が血走り、人間の男が本来持つ、野性的な獣じゆう性せいが目覚めていく。

「良介、嘘うそ……なんで、汗ばんだ背中を触ってただけなのに、も、もう霊れい力りよくが復活してる!?」

「リ、リサラっ、制服の中に手を入れて直接背中を──」

　興奮のあまりそう言った時だ。

　リサラの手が良介の胸に当てられた。

「サービスタイムは終しゆう了りようよ♡」

「え……そ、そんなぁぁぁぁぁ？」

　一気に生きる力を吸い取られていく。それはもう容よう赦しやなく。今の今まで興奮していたのが、嘘のように、良介がシオシオになるまでだ。

「じゃぁ、唱えるわよ、良介」

「はぁ～、どーでもいいぞぉ～、好きにしてくれぇ。俺は早く、ここから出たい」

「……あ、あはは、良介ごめんネ」

　両手を合わせて軽く謝ると、リサラは術式を唱え始めた。

「我が認にん識しきの及およぶ全ての者に問おう、知識を奪うばいし《最後の質問ヴアフスルーズニル》を！」

　その瞬しゆん間かん、干ひからびた良介にも何かが体を通り抜ぬけていったのを感じた。

　学校中に、解呪の術式が広がっていく。

「ふぅ、これで万ばん事じ解決のはずよ」

　リサラが制服の胸むな元もとを反らして、片手で風を送る。そんな無防備な姿にも良介は……何も感じない。感じられない。

（うう、虚むなしい……）

　そう嘆なげいた時だ。

「うわぁ、校庭に裸はだかの女の子がいますぅ!?」

　乱橋が叫さけび声を上げて、教室から転がり出て行く。

「おい、解呪したんじゃないのかよ？」

「そ、そのはずよ！」

　慌あわてて二人もロッカーから転がり出て、乱橋が窓から見下ろしていた校庭を見る。

　そこには人だかりが出来ていた。

「おい、裸だよっ」

「痴ち女じよか、痴女なのか？」

「いいや、救世主だっ、俺達の救世主だよ！」

「違ちがうね、俺達の妄もう想そうが具現化したんだ!!」

　男子生徒達が思い思いの声を上げ、跪ひざまずき拝み始めるヤツまで現れていた。

　その中心には素すっ裸になった、

「なんでですのぉぉ、どうしていきなりっ、キュールの服が消し飛んだんですのよぉぉぉぉぉぉぉ!!」

　キュールがしゃがみこんでいたのだった。

　そう、霊力で作った衣服を全て解呪されちゃって……。








　～腹黒室長、腹黒少女に親近感を憶える～




「そんな原因で、キュール・ゼリアは裸になったんですか」

　イリアの話を聞き終わったマルベックが、何とも微び妙みような顔をした。

「どうしたのぉ？」

「いや、まぁ、かわいそうはかわいそうですけど、自じ業ごう自得な気もして」

「ま、それはそうね。死神界のクスリを安易に使う辺り、キュールちゃんもまだまだ未熟よねぇ」

　そう言いながら、イリアは目を閉じてキュールの顔を思い浮うかべた。

　ウエーブの掛かかった栗くり色いろの髪を持つお人形のような可愛かわいらしい少女の死神で、リサラの従妹いとこだが──その性格は、かなり捻ひねくれている。

「どうしたんですか？」

　マルベックの声で、イリアは目を開いた。

「なんというか、キュールちゃんには少し親近感があるのよねぇ」

「室長が他人に親近感ってっ、そんなっ、どんな奇き跡せきですか！」

　大おお仰ぎように驚おどろいたマルベックを睨にらみ付けてから、イリアは軽くため息を吐ついた。

「イリアだって色々と思うところはあるんだからね」

「はぁ」

　まだ信じられないという顔をマルベックがしているが、イリアは無視して話を続けた。

「キュールちゃんは、レストール家の一員だけど格落ちのゼリア家じゃない。元々、人間界に来たのだってリサラを跡あと取とり候補から蹴け落おとすためだったんでしょ？」

「らしいですね。リサラさんを騙だまして人間界に送り出したはいいものの、作戦に失敗して自分も人間界にいる羽目になったとか」

「そうそう。そういうリサラを蹴落とそうとする姿勢が、こう、なんだか親近感が湧わくのよねぇ」

「なるほど……腹黒いところも、ちょっと似てますしね」

　深く頷いたマルベックに、イリアはニッコリと微笑ほほえんだ。

「誰だれが腹黒いですってぇ？」

「え、あ、ち、違いますってっ。ええとその、室長のはずる賢がしこいっていうか、ええと、そのキュールさんみたいに、中ちゆう途と半はん端ぱで失敗しないというか失敗しても、諦あきらめない図太さがあるっていうか」

「……それ、どこも褒ほめてないわよね」

「え、あれ……そうですか？」

「はぁぁぁ、ま、いいわ。でも、この時のリサラと良りよう介すけくんの関係って、それほど進んではなさそうよねぇ」

「うーん、確かにそうですね。でも逆に、進んでるのが分かるってことも、なかなかないような」

　マルベックがそう言ってから、ふと思いついた疑問を口にした。

「もしクリスマスが来たら、どんな感じなんですかね」

「リサラと良介くんが？」

「ええ」

「……そうね」

　イリアは、脳内にリサラと良介達を思い浮かべてみた。

　あの連中がクリスマスを過ごすとしたならば……。
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「ふわぁぁぁぁ、よく寝ねたぜ」

「良りよう介すけ、クリスマスイブだってのに昼過ぎにお目覚め？　いくら桃もも園ぞの学園がイブは休みだって言っても寂さびし過ぎない？」

「甘いなリサラ。どうせ用がない俺は、毎年イブは昼過ぎまで寝てるのがデフォルトだ」

「良介……寂しいクリスマスイブを過ごしてきたのね」

「夜はどうしますの？」

「決まってるじゃないか、キュール。サンタコスプレのＤＶＤを見る」

「…………」

「…………」

「おい、なんで二人して黙だまるんだよ！」

「良介のクリスマスって、凄すごく残念だったのね……」

「リサラ……そんな泣きそうな顔で見ないでくれ。俺が泣きたくなる」

「あ、違うのよ。眼めが赤いのは単なる寝不足よ」

「リサラお姉様、美み菜なさんとの待ち合わせに遅おくれますわよ？」

「あれ、キュール。もうそんな時間なの？」

「ええ、そうですわ」

「おい、お前らどっか行くのか？」

「そうよ。美菜と約束してるのよ」

「俺も行く！　俺だって、人生で一回くらいは女の子と一いつ緒しよのクリスマスとか過ごしてみたい！」

「だめよ。女同士でクリスマスイブを楽しむんだから。ねー、キュール」

「もちろんですわ。リサラお姉様主しゆ催さいのお楽しみ会ですものね」

「ええ、楽しみよね」

「だから俺をだな」

「ダーメッ！」

「そうそう男子禁制ですわ」

「いやでも、夜にはなんと予約したケーキがあってさ！」

「じゃ、良介。お留守番よろしくね」

「よろしくお願いしますわ、良介さん」

「あ、おいっ、人の話を聞けよ！　くぅぅぅぅ、振ふり返りもせずに行っちまいやがった。なんだあの楽しそうな雰ふん囲い気きっ。くそぉ、美菜まで俺をのけ者にしやがったのか！」

「オンッ」

「カエサルっ。そうだよな、男同士で楽しいクリスマスイブを過ごそうぜ。例年通りのさ……」

「オオンッ（やなこった）」

「カ、カエサル……？　て、なんで燕えん尾び服ふくなんて着てるんだ？」

「オン（七なな瀬せさんちの雌めす犬に、クリスマスパーティーに呼ばれてるんでね。悪いが俺もイブを満まん喫きつしてくるぜ）」

「ちょっ、おい……行っちまった……。そうだよな、カエサルはモテるもんな。モテないのは俺だけか、泣けてくるぜ。クソッ、予約したケーキ、独りで食うってのかよ……」

　ピンポーン、ピンポーン♪

「なんだよ、人がブルーになってるってのに！　公共放送か！　見てません！　あ、いや……もしかして、女の子かも。実は俺に惚ほれていた子が、玄げん関かん側そばでモジモジと悩なやんでいたけど、リサラとキュールが出て行ったのを見て、一大決心俺に身も心もささげにっ。そうだ、そうに決まっているっ。は─────い、どこの可愛い子ですかー！」

「やぁ加か賀が良介くん。僕の愛いとしのリサラくんは、どこにいるのかな？」

「げっ、玉たま野の先せん輩ぱい！」

「俺もいる」

「大おお平ひらもかよっ。なんで二人がウチに来るんだよ！」

「そりゃ決まってる。楽しいクリスマスイブをリサラくんと一緒に過ごすためさ」

「俺は、女子に囲まれてリア充じゆうしている良介を邪じや魔ましに」

「大平くん、そういった僻ひがみ根こん性じようはよくないな。そもそも、良介くんは一緒にいる、ただそれだけだからね。羨うらやましくなるのはその先であって、いくら同じ空気を吸い、キャッキャウフフと会話を楽しもうが、羨ましくなんか……羨ましくなんかないわけだ！」

「玉野先輩、涙なみだが出ている」

「これは涙じゃないぞ、大平くん。これは僕の夢と希望の先走り液だ！」

「下品だな、先輩……」

「ええい、うるさいっ。とにかくだ、さあ、さあさあっ。僕にリサラくんの顔を拝ませるんだ！」

「確かに。俺も女子の中に混ぜて欲しい。偶ぐう然ぜん転んでパイタッチとか、キスとか、そんなステキクリスマスイベントしたい」

「フフ、フフフフ、いいか二人とも。あいつらは俺を置いて、美菜の家に行きやがったよ！」

「良介くん、キミは？」

「お留守番」

「やっぱりお前は眼中にないってことか」

「大平、なんでそんな勝ち誇ほこった顔なんだよ！」

「チャンスがないのでシングルベルなのと、チャンスがあるのにダメでシングルベルなのとは、天と地ほどの差がある」

「なっ！」

「うむ、大平くんの言う通りだね。大きく違ちがう。確かに違う。僕達はリサラくんにモテる可能性があるが、キミにはないってことだな。うん」

「う、うるせぇ……」

「しかし困ったな。リサラくんが居ないとなると、ここに来た目的がなくなってしまうな。どうするよ、大平くん」

「ＭＱＰ臨時総会を開催したい」

「え、えむきゅーぴーって、なんだよ」

「マンコカパックパーティーの略りやく称しよう」

「ああ、桃園学園のフェチ集団か」

「写真の販はん売ばい、フェチポイントの討論、パンチラスポット紹しよう介かい、校内フェチランキング、広こう範はん囲いに活動してるぞ」

「はぁ、そうですか」

「そうですかじゃないぞ、良介。お前は名めい誉よ顧こ問もんだ」

「いつの間にだよ！」

「玉野先輩は先代会長だ」

「ええぇっ!?」

「ああ、何しろこの僕が設立した秘密結社だからね」

「そういうわけで、我ら三大幹部による討論会『ドキッ、気になるあの子とどう過ごす？』を執とり行う」

「あ、おい、勝手に入るなよな！」

「いいのか良介。リアルに捨てられたままで」

「どういうことだよ？」

「ドリームの中でなら、俺達は自由だ。幾いくらでもハッピークリスマスを過ごすことが出来るんだぞ。その準備もせずに、エロＤＶＤに逃にげて、お前は本当にそれで満足なのか」

「ぐっ」

「ホテルに入るまでのシミュレーションを行い、妄もう想そうし、その上でＤＶＤの中の女優に気になるあの子を投とう影えいし、満足する。それがクリスマスイブの過ごし方だろうが！」

「大平……お前、寂しい青春を送ってきてるんだな……」

「うるさい。お前だって同じだろうが！」

「やれやれ二人とも、モテないってのは悲ひ惨さんなものなんだねぇ」

「そういう玉野先輩だって、イブの今日、俺の家なんかに来てるじゃないか」

「そ、それはだ……うん、まぁ、その夜だ、夜には予定が入っているんだよ、うん」

「へえへえ、金持ちな上にモテる人は羨ましいですねぇ」

「まったくだ、良介」

「ははははは」

「ま、いいや。俺もリサラ達において行かれて腹立ってたんだ。その下らない提案に乗ろうじゃないか」

「おや、コタツが出ているじゃないか。しかも蜜み柑かんまで。いいね、まさに日本の冬だ」

「良介……」

「な、なんだよ大平。その殺意の籠こもった視線は」

「コタツ、リサラさんやキュールちゃんとコタツに入ってるのか？」

「そりゃまぁな」

「くっ……時折触ふれ合う素す足あしと素足、凄く性的でうらやましいぞ！」

「……蜜柑やるから落ち着け」

「うむ」

「でだ。何を話すんだよ」

「妄想候補はリストアップしてきている。リサラさん、キュールちゃん、美菜さん、イリアさん。この四人だ」

「なんだよ、水着コンテストに勝ち抜ぬいた連中じゃないか」

「ま、そうなるな」

「そうなると、やはりインチキをしていたイリアくんから考えるべきだな」

「玉野先輩の言う通りでいいけどさ。あの胸はどうすんだよ」

「ま、大きいままでいいだろう」

「なら、イリアさんとクリスマスを過ごす場合どうするか、だ」

「そうだね。まず僕なら、雰囲気のいいレストランで食事をして、その場の流れでホテルに行き、ドレスを脱ぬがしていく。その音、その時の表情、そして長手て袋ぶくろだけ残した裸ら体たい。どうだ、素晴らしいじゃないか」

「いいえ」

「なんだよ、大平くん」

「背中が開いたドレスは確かに魅み力りよく的だ。その上、黒い長手袋をしていれば、確かにいいと思う。でも、それはクリスマスでなくとも……」

「ならキミはどうだと言うんだ」

「クリスマスなら、やっぱりサンタの服装だ」

「だが、あの格好はイマイチ露ろ出しゆつがないと思うが？」

「大だい丈じよう夫ぶだ、問題ない。服を着ているからこそ、踏ふまれたりすると嬉うれしいわけだ」

「踏まれる。なるほどな。サンタ服にはブーツが定番である以上、その方向性は否定しがたいか。良介くんは、どう思うんだい？」

「…………」

「良介、どうしたんだ？」

「お前らは何も分かってないな。サンタ服にだってバリエーションがあるだろうが。女の子のサンタったら、ミニスカで胸むな元もとが開いてるに決まってるじゃないか」

「む……言われてみれば」

「確かに、それはそうかも知れないな」

「それにだ。踏まれるならなおさら、生なま脚あしだろっ。太ふと腿ももとか見えてないとダメじゃないかっ。そして踏まれながら、そっと上を見たときに垣かい間ま見みえるパンチラ。そこにまた興奮するっ。それこそが踏まれる時の醍だい醐ご味みじゃないのか！」

「いや、その……良介？」

「ううん、パンチラか……」

「しかも相手は、あの底意地の悪い、性格がねじ曲がってるイリアだろ？　あげくに本当は残念な胸と来てるんだ。なおさら、脚とパンチラだろ。あいつ、あんな性格だし、絶対にすげーエッチな下着だろっ。赤いサンタの格好なら、黒だよ、黒。それでレースが入ってて、うっすらとその奥の茂しげみが見えちゃってたりして……ムッハー!!」

「ええと……次に行こうか、玉野先輩」

「ああ、そうだな……大平くん」

「え、あれ？」

「次は美菜さんか。美菜さんと言えば、やっぱりあの巨きよ乳にゆうだな。歩くだけでぷるんぷるん揺ゆれる巨乳！」

「うむ。あの巨乳は僕も一目置いている」

「そーかなぁ」

「良介は黙だまってろ」

「うう……」

「俺としては、美菜さんならば赤い水着系のサンタ服がいいな。なぜならば、その方が揺れる」

「ふむ、確かに揺れるのは魅力的だ。けどね、その前が大切だろう」

「確かに」

「やっぱりだ。クリスマスで賑にぎわう街、雪の降る中をだ、美菜くんと一いつ緒しよに歩きたいね。それも、僕の腕うでに抱だきついてだ」

「抱きつくと、あの巨乳が腕を包み込むわけか」

「その通りだ大平くん。寒さが余計に、美菜くんの巨乳の温かさを僕に伝えてくれるって寸法だよ」

「なるほど。それは魅力的だ」

「そーかなぁ、美菜だろ？　アイツ、きっと恥はずかしがって、人前で腕に抱きついたりできないと思うぞ」

「良介くん……そういう夢のないことをだな」

「胸で攻せめるなら、俺はキュールの方を押すけどな」

「キュールくんか……」

「確かにキュールちゃんは、とても将来性のあるおっぱいをしている。いや、むしろあの発展途と上じようの幼いおっぱいだからこそイイ！　とも言えるか」

「そんなキュールくんには、子供っぽいサンタの服装がいいかな。街をキュールくんの頭を撫なでながら歩くんだよ。まさにクリスマスじゃないか」

「でも、そんな服装だと胸が見えない」

「ふむ、そこは確かに問題だな」

「俺は男物のサンタ服を押すけどな」

「良介、どういうことだ？」

「ぶかぶかの男物サンタ服の上着だけを、裸はだかのキュールに着せるんだよ。袖そでがあまってる手で、キュールが必死に前を閉じている姿って、その、あれだ。凄すごくイケナイことしてる気がして、興奮するだろ！」

「くっ、確かに……まだ幼いキュールちゃんだからこそ、そのシチュエーションはイイっ。凄くイイな、ブブッ」

「大平くん、鼻血を拭ふきたまえ」

「そういう玉野先せん輩ぱいだって、股こ間かんを押さえてナニしてる」

「いや、そのこれは……」

「恥ずかしそうにしているキュールの顔。ちょっとめくってお尻しりとか見たり、そんな悪戯いたずらしてキュールを困らせたり、凄く楽しそうだろ、なあ！」

「ま、待て良介」

「なんだよ、大平？」

「そのあの……うん、我が慢まん出来なくなるから、次に行こう、次に」

「ああ、そうとも。そのあれだ、もう……これ以上はちょっと」

「二人とも……」

「というわけで、最後はやっぱりリサラさんだな。リサラさんとクリスマスを過ごすなら、どんな服装でどんなシチュエーションがいいか！」

「き、気合い入ってるな」

「気合い入れないでどうする、良介」

「その通りだ、良介くん。リサラくんは今や校内一の美少女なんだぞ！」

「そ、そうかなぁ。美人なのは認めるけどさ」

「俺はリサラさんとコタツで素足タッチしただけで、一週間は困らないね！」

「何がだよ！」

「フフフ……」

「やめろってのっ」

「なんだよ、妬やいたのか？　妄もう想そう世界では、俺は世界で一番モテてるんだぞ？」

「いや、それはその……俺だってそうだけど、寂さびしいから自じ慢まんするのはよそうよ、大平……」

「うん、そうだな、良介……」

「泣くな二人とも。今、ここにリサラくんは居ないが、その残り香がはある。それだけでも、僕達は戦えるじゃないか！」

「玉野先輩!!」

「大平くん!!」

「はいはい、それでどうすんだよ」

「そうだね。リサラくんならば、やっぱり胸と脚だろう。あの貧しいオッパイは、貧しいが故ゆえに味わい深いものがある」

「確かに。そしてあの脚は、踏まれたいランキングで校内ダントツだ」

「となると、やはりドレスかな」

「ドレス？」

「そもそも大平くん。スリットから見える脚、そして柔やわらかさの中に硬かたさをまだ感じさせるあの貧しいオッパイには、ドレスがいいと思う」

「その心は？」

「分からないかな大平くん。ノースリーブのドレスだよ」

「腋わきの下!!」

「うむ、そこもイイ。だがね、腋の下からオッパイへのラインに僕は集中したいね」

「横よこ乳ちち!?」

「ああ、さすがは現会長の大平くんだ。その通りだよ。いいかい、貧しいオッパイだからこそのたわみがある。完全に潰つぶれるのではなく、弾だん力りよくをしっかり持って膨ふくらみを見せる曲線。それを白い絹のドレスから拝見するわけだよ！」

「異議あり」

「なんだい良介くん」

「横乳が素す晴ばらしいのは同感だ。でも、だ。横乳を楽しむならドレスよりも、裸がいい」

「ハハハハ、これは良介くんとも思えない発言だね。女の子の服は基本的に脱がせちゃいけないってのは、キミの哲てつ学がくじゃなかったのかな」

「その通りだ。だから全部とは言わない」

「どういうことだ、良介」

「赤い長手袋、赤いタイツ、赤いミニスカサンタ服をリサラには着て貰もらう」

「普ふ通つうのサンタ服だろ？」

「焦あせるな大平。先がある」

「先？」

「そう先だ。そこに猫ねこ耳みみと尻尾しつぽを付ける」

「猫耳だとっ!?」

「落ち着け玉野先輩。まだ俺の妄想は終わってない」

「りょ、良介くん。これ以上、どうするって言うんだ」

「鈴すずだ」

「鈴？」

「首もとに赤いチョーカーを巻いて、鈴を一つ付ける。ほら、サンタ猫の出来上がり！」

「ふおぉぉぉぉぉ!!」

「待て良介。猫耳好きの玉野先輩はいいかも知れないが、俺はそれだけではトキメキがないぞ。妄想世界でケダモノになれない」

「ああ、分かってる。これだけじゃ、フィギュアを眺ながめているのと同じだ」

「その通りだ。フィギュアに指先や綿棒で色々するから俺達は興奮するんだ」

「輪ゴムで縛しばったりな」

「その通りだ、良介。だから、猫耳サンタのリサラさんをどうするかが問題だ」

「着ているサンタ服の上着だけを、恥じらいながら脱ぬいで貰う。中は、赤いクリスマス仕様のブラジャーだ」

「赤いクリスマス仕様のブラとはね。それなら横乳も確かく認にん出来そうだ」

「しかも着せて脱がすか。それはありだ。だが、足りない」

「まず、ニャア～と鳴かせる」

「ふおぉぉぉぉぉ!!」

「玉野先輩は黙ってろ」

「しょぼん」

「ニャア～と鳴きながら、四よつん這ばいになってもらう」

「流石さすがは良介だ。四つん這いは確かに猫耳にとって避さけては通れない道だな」

「鳴いた後に、ン──！　と背筋を反らせて伸のびる」

「ガタッ！」

「ふおぉぉぉぉぉ!!」

「その姿を俺なら、後ろから眺めるね」

「どういうことだ良介？」

「ミニスカから伸びるスラリとした脚あし。太ふと腿ももと赤いタイツのコントラスト」

「ブブッ」

「ふおぉぉぉぉぉ!!」

「そして、ミニスカからチラリと見えるであろう、パンツ！」

「猫耳チラリズム!?」

「ふおぉぉぉぉぉ!!」

「そう聖なる夜に、キャンドルの淡あわい灯あかりの中で、猫耳サンタ様が降臨されるのだ！　プレゼントはチラリズム！　揺ゆれる炎ほのおの灯りの中で、赤に装そう飾しよくされたが故に際きわ立だつリサラの白い太腿と、お尻のお肉！」

「ブブブブッ」

「ふおぉぉぉぉぉ!!」

「そして見えそうで見えない。いや、聖なる夜だからこそ、ちょっとだけ俺達に御おす姿がたを現してくれる黒いパンツ！」

「く、黒だと良介!?」

「ふおぉぉぉぉぉ!!」

「そう聖なる夜だからこそ、清らかな夜だからこそ許される、黒いパンツ！　赤いミニスカ、赤いタイツ、白い太腿とお尻。そこに黒いパンツ！」

「黒いパンツ！」

「ふおぉぉぉぉぉ!!」

「ニャア～と鳴きながら、背中を反らせて、チラリと見える黒いパンツ！」

「くっ……りょ、良介……」

「どうした大平？」

「きゅ、急用を思い出した」

「え？」

「良介くん、実は僕もなんだ……急用が、そのあの、あってね」

「って、おいっ。なんで前まえ屈かがみで走ってくんだよ！」

「さらば！」

「さようならだ、良介くん。いいクリスマスを！」

「お、おい!!　行っちゃったよ、なんなんだよ、あいつら……くそっ。また独りじゃねぇか。この俺の盛り上がった妄想はどうしてくれるんだ！　てか……はぁぁ、仕方ない独りで予約したケーキを取りに行くか。独りで……えぐっ、えぐえぐ……外、もう暗いし……えぐえぐ……」




「ただいま～……って言っても、誰だれもいないんだよな。例年通りの独りぼっちのクリスマスか。いや例年通りじゃないな。今年は奮発してケーキ買ったもんねっ。独りで全部食べちゃうもんねっ。あれ……涙なみだが……」

「遅おそいっ。どこで油を売っていたのよ！」

「どこってケーキ屋混こんでて……って、リサラ？」

「まったく、折角のお料理が冷めちゃうでしょ？」

「そうですわよ。せっかく腕うでによりを掛かけて作ったんですから」

「キュールまで？」

「あ、あの良介くん、私も一いつ緒しよに作ったから」

「美菜!?　え、えっと、うわ……マジで料理がある。白いテーブルクロスの上に七面鳥とか、すげークリスマスの料理だっ。よ、よくこんなの作ったな、おい」

「あのね私を誰だと思ってるわけ？　一級死しに神がみよ？　料理くらいお手の物よ」

「でも、いったい何い時つ？」

「美菜の家で下準備してたのよ」

「リサラお姉様が言い出したんですのよ。良介さんには隠かくしておこうって」

「へ？」

「そ、それはその……貴方あなたがナイショでケーキを予約してたの知ってたから……こっちも驚おどろかせようかなぁって」

「リサラ……」

「まぁその、あれよ、気を遣つかってくれた感謝ってことよ」

「ありがとうな、リサラ」

「た、たいしたことじゃないしね！」

「てか、美菜にもお礼を言わないとな。悪いな、リサラ達が押しかけて。せっかくのクリスマスなのにさ」

「え、私は……こ、ここでクリスマスを過ごせるのが凄すごく嬉うれしいですし」

「そうなのか？」

「はいっ」

「ふ、ふうん」

「さてと、良介。ちょっと待っててね。せっかくなんだし、サンタの格好してくるから」

「そこまで用意してるのか？」

「ええ、もちろん」

「……だ、だったら、赤いタイツに赤い長手て袋ぶくろのだな！」

「あら、よく知ってるわね」

「マジか！」

「ええ、マジよ」

「な、ならなら、そのまま裸はだかになって白いテーブルクロスの上にっ。もちろん長手袋とタイツはそのままで！」

「良介、クリスマスイブって清い夜よね？」

「え？　あ、まぁ、きよしこの夜って言うくらいだしな」

「フフ、清い良介になってイブの夜を過ごしましょうね」

「ちょっ、えっ、いやぁぁ────っ。俺のエッチな魂たましいを吸い取らないでぇぇっ。イブ、イブはエッチな夜なのに──────!!」

「……ちょっと残念、かも」

「美菜さん？」

「あ、あははは、なんでもないのキュールちゃん」

「ひぇぇぇぇ、も、もーやめてー！」

「お正月までエッチな妄もう想そう出来ないようにしてあげるわよ！！！！！！」

「ひ─────ん!!」








　～独身死神は妄想が得意～




「室長、今のって全部室長の妄想ですよね」

　ノートに書き綴つづっていた手を止めて、イリアが顔を上げる。

「え……あれぇ、イリアってば声に出して喋しやべってた？」

　マルベックの言葉に、イリアは思わず口に手を当てた。全く欠片かけらも意識せずに喋ってしまっていたのだ。

「まぁ、私が知っている範はん囲いで言えば、本当にありそうな妄想というか、ある意味完かん璧ぺきなシミュレーションでしたけれど」

　ノートについつい書いてしまったイリアの妄想を眺ながめつつ、マルベックが嘆たん息そくする。

「もういっそ、これも報告しちゃいましょうか」

「うーん、そんなに完成度高い？」

「ええ、見てきたようなってのは、まさにこのことですよ。玉たま野のくんと大おお平ひらくんとの会話の辺りとか、もうパーフェクトです」

「ああ、あの二人……」

　三年Ａ組の玉野光ひかるに、二年Ｂ組の大平実みのる。

　ある意味、良りよう介すけと並んで桃もも園ぞの学園の有名人だ。かなりのイケメンで金持ちである玉野は、その実、内面はかなり残念な男だった。リサラや良介と絡からむようになって、以前の最低さは消えつつあるようだが、それでも内面が女好きのエッチであることは変わっていない。

　大平は、元々良介とは親しい友人で、玉野が作った校内フェティシズム愛好家秘密結社『マンコカパックパーティー』の現会長である。

「でも室長が、そんなに玉野くんと大平くんのことを知ってるなんて、正直意外ではありますね」

　そう疑問を口にしたマルベックを、イリアは鼻で笑った。

「どこに特異者が居るか分からない状じよう況きようだったのよ？　目立った人間のことを、ちゃんとマークしておくのは当然じゃないのぉ。それが出来てないから、マルベックは無能なのよ」

「め、面と向かって酷ひどい……」

「上司がイリアじゃなければ、とっくにクビにしてるところよ、もうっ」

「がんばります……ぐすん」

「期待しないで期待してるわよ」

　机に突つっ伏ぷしたマルベックを見つつ、イリアはすぐに思考を彼女から移した。

「クリスマスがああだとして……バレンタインデーだったら、どうなのかしらね」

　人間界の男の子にとって、最大最強、そして最さい凶きようなイベント、それがバレンタインデーだ。みんなチョコレートを求める亡もう者じやと化す。

　そんなイベントで、良介は、リサラは、どう動くだろうか。

「はい！」

　マルベックが勢いよく手を挙げる。

「なによ？」

「今度は私がシミュレーションします」

「……ふうん、いいじゃない。アンタがどこまで人間観察出来てるか、しっかり判断してあげるわね」

「任せて下さい。そうですね、バレンタインデーってことなら確実に……」
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「ねぇ、良りよう介すけ」

「なんだよ、リサラ。俺はここ数日、非常に暗い気持ちなんだぞ。出来れば放ほっておいてくれよ」

「そういえば、先週くらいから妙みようにため息多いわね」

「明日あしただぞ、明日。そりゃ暗くもなるよ……」

「明日ってバレンタインデーでしょ？」

「ギャ───────スッ！」

「な、なによ急に悲鳴を上げて！」

「血ち反へ吐ど出るかと思ったぞっ。いいか、俺のようなモテるアテのない男に、バ、バレン、バレン……バレなんとかって言葉は禁句なんだっ。いいなっ、もう言うなよ！」

「いやよ」

「いやって、なんでだよリサラっ」

「だって私の用事は、そのバレンタインのことなんだもの」

「ぐはっ。お、お前も……バレなんとかに浮うかれる女の一人かよ！」

「悪い？」

「くそぉっ、バカーっ。お菓か子し業界のバカぁぁぁっ。こんな苦痛の日を流は行やらせやがってっ」

「まぁ、なんで良介が苦しんでるかは知らないけど、教えてくれない？」

「何をだよっ。この残念な俺に！」

「バレンタインデーって」

「ぐはぁっ」

「ああもうっ、静かに聞きなさい！」

「う、うう、非モテには泣くことすら許されないのか……」

「とにかく、バレンタインデーってチョコレートを男性に渡わたすわけでしょ？」

「……そうだよ」

「死しに神がみ養成学校でそーいう風習があるとは聞いたんだけど、詳くわしく知らないのよね」

「へーそうですか」

「そうなのよ。で、美み菜なにある程度概がい要ようは聞いたんだけど、彼女もあまり詳しくないって言うのよ」

「まぁ、美菜が誰だれかにチョコレートをあげたなんて聞いたことないな」

「みたいね。だから良介に教えて欲しいのよ」

「何をだよ？」

「渡し方に作法とかあるのかしら？」

「作法だぁ？」

「ま、作法ってのは言い過ぎかしら。ただ男の子が貰もらう時に嬉うれしいやり方を教えて欲しいのよ」

「それを俺に聞くのか……」

「ええ。だって男の子の心理は、男の子に聞くのが一番でしょ。それに良介は、そーいうことに凄すごく拘こだわりがありそうだもの」

「そりゃあるよ、あるともさっ」

「でしょ？」

「あれ……てか、リサラ。お前、誰かにあげるのか？」

「え、あ、あはははは、いいじゃない誰にあげたって」

「うう、そりゃいいけどさ……」

「ね、良介。教えてよ」

「でもな、俺は俺が嬉しいシチュエーションしか思い浮かばないぞ。他人の、ましてモテ野や郎ろうの思考なんて俺にはぜ────ったいに分からないね！」

「自じ慢まんしないでよね……ったく」

「ふふんだっ。どーよ、それでもいいのかよ！」

「ま、いいわよ。良介の発想でね」

「へ？」

「だから、良介の発想でいいって言ってるのよ」

「うそ、まじで？」

「ええ。さ、教えてよ」

「うう、まさか忌き避ひしていたバレンタインデーのことを、自分から話すことになるとは、大失敗だ……」

「ねぇ、どうやって渡せばいいわけ？」

「でも俺はその、あれだ。誰か特定の人間を想定して、そいつから貰う場合は、どーいうシチュエーションがいいかって妄もう想そうしかしてないぞ？」

「この際それでもいいわよ」

「マジか……くそっ。ああもう分かったよ。教えてやるよ」

「うん」

「そうだな。ならキュールが俺に渡す場合の妄想から行くか」

「キュールが良介に渡す？　凄くあり得ない状じよう況きようじゃない？」

「うっさいなっ。文句あるなら教えないぞ！」

「あ、あはは、ごめんごめん。よろしくお願いします、バレンタインデー先生」

「やめて、その名前はやめてっ」

「はいはい、じゃぁ良介お願い」

「はぁ……キュールだろ。あの年下のくせに、妙にバストはしっかり育ってるところがポイントなわけだ」

「くっ、バストね……」

「ふむ、そうだな。キュールのそのポイントを最大限に活いかすのはだ……。やっぱりギャップだよギャップ」

「ギャップねぇ。年ねん齢れいとか胸の大きさのギャップなんて、出せっこないじゃない」

「リサラ。だからお前はダメなんだ。いいかギャップってのは、何も直接的なものだけじゃない。人間は想像力を持つ動物なんだぞ。男ってのは、ちょっとしたポイントにも興奮出来るんだよっ」

「ず、随ずい分ぶんと熱弁するのね」

「当たり前だ。そもそもお前、男が喜ぶチョコレートの渡し方考えようっていうのに、そこが分かっていないのは大問題だぞ。仕方ない、この俺がその点を含ふくめてしっかりとレクチャーしてやる」

「うーん、良介にお願いしたのって、もしかして失敗？」

「いいか！」

「ほら、人の言葉聞いてないし」

「キュールがチョコレートを渡す時に、一番嬉しいのは、その表情に出るギャップだ！」

「はいはい、それで？」

「あの腹黒くて強気で小生意気なキュールがだ。いつも以上にフリフリで女の子な服装なんだよっ」

「うーん……ちょっと想像出来ないんだけど」

「いいか、腕うでを全部ちゃんと覆おおった長なが袖そでスタイルだ。スカートはフリフリ。で、ちゃんとストッキングなんだよ。そして花はな柄がらのアクセサリーなんてあれば、最高だな。もちろん、パンツは熊くまさんとか猫ねこさんの、キャラクターパンツだ！」

「パンツまで指定するって、チョコレート渡す時には関係ないじゃない」

「分かってないなぁ。この格好は全すべて、一つの目的のためにあるんだぞ？」

「また一部脱ぬがすとか、そーいうエッチなのじゃないでしょうね」

「ノンノン。引き出しの少ないヤツめ」

「……そんな引き出しいらないわよ」

「いいか、これは全てキュールに妹感を保って貰うためだ」

「い、妹ぉ？」

「そうとも。いいか、キュールっぽく言うとこうなる」

「はぁ」

「あ、あのね、バレンタインデーは特別な日ですわよね。だからその、良介さんを、きょ、今日だけはお兄様って思って独どく占せんしても、い、いいかしら」

「はぁぁぁっ？」

「こ、このチョコレート、作ったんですのよ。味にだって自信ありますわ。だ、だから、受け取ったら……お、お兄様って呼びますけれど、いいですわよね。それだけの、その、価値が、あ、あるんですわよっ。お兄様っ！」

「ええと、良介。頭の中、平気？」

「おう、平常運転だ」

「まぁ、確かに良介はコレが平常運転よね……はぁ～」

「で、どうだ。今ので脳のう裏りに浮かんだだろ。普ふ段だんのとは百八十度違ちがう、照れて甘えん坊ぼうな妹的キュールが。これが、これがギャップだっ。人を虜とりこにする非日常性だ！」

「ええと、その……よく分からないけど、私は死んだって良介のことを、お兄様♡なんて呼びたくないから、却きやつ下か」

「当たり前だ。俺だって呼ばれたくないやい。ん、俺？」

「え、あ、あはははは、ごめんごめん。良介じゃなくて、どんな相手でもよ」

「まぁうん、お前ってばそーいう夢のないヤツだもんな」

「うるさいわねっ。だったら、美菜だったらどうなのよ」

「美菜か。そんなの言わないでも分かるじゃないか」

「……バスト？」

「ああ、おっぱいだ」

「良介、おっぱいって言い直す必要ないと思うんだけど」

「いいや、ある。バストって、カタカナでなんか硬かたいじゃないか。だが、おっぱいは柔やわらかいものだ。柔らかぁいおっぱいには、平ひら仮が名なのおっぱいがイイ！」

「はいはい、そうですか」

「うむ。特に美菜のは、まさに柔らかぁいおっぱいだからな。あれで美菜じゃなければ、今いま頃ごろ色々と楽しく妄想してたんだけど、美菜だからなぁ」

「幼おさな馴な染じみってのは、そんなものよね」

「かな。まぁでも考えようと思えば考えられるぞ、美菜にチョコレートを貰うシチュエーションも」

「どういうの？」

「そりゃぁさっきも言ったけど、あのおっぱいだろ？　そこを強調するに決まってるじゃないか」

「う～ん、水着とか？」

「リサラ、お前は本当に男心が分かってないな。いくら自分にはないものだからって、発想が貧弱過ぎるぞ」

「わ、悪かったわねっ、小さめでっ」

「小さめってか、ない？」

「良介っ」

「あ、あはははは、ええと美菜だったら、あの大人しい性格だし、おっとり顔だろ。やっぱり定番のメイド服が似合うと思うわけだ」

「……メイド服って、どこもバストを強調してないじゃない」

「リサラ、人類の叡えい智ちを甘くみるなよ？」

「叡智？」

「おうとも。人間は様々なシチュエーションに合わせてメイド服を生み出してるんだぞ。そう、おっぱいのために胸むな元もとをガバッと開けたメイド服だってある」

「なんかそれ下品じゃない？」

「ああ、通常時ならばな。だが、バレンタインデーだぞ。特別な日だ。特別な日にしか許されないスペシャルな格好ってのがある」

「まぁ、言われてみればサンタさんの格好とかも、普通に見たら派手なだけだもんね」

「そうそう。だから美菜には顔を真っ赤にしながら、胸元が開いたメイド服がいい。そしてだ、ここがポイントだ」

「ポイントって、あまりいい予感はしないわね」

「いいか、胸元を開ける、イコールおっぱいの谷間が見えるってことだ」

「知らないわよ。私にはないもん、そんなもの」

「そのおっぱいの谷間にだっ」

「また人の話を聞いてないし、はぁ」

「谷間にチョコレートが挟はさんであったら、どうだっ。なあ、どうだよ！」

「どうって、人ひと肌はだで溶とけちゃうわよ、そんなことしたら」

「そうとも。そこがいい、そこが素す晴ばらしいっ、おっぱいの熱で温まり軟やわらかくなったチョコレート。まさに至高のチョコレートだ！」

「まぁ、男の子がバカだってのは理解したわ。で、良介」

「なんだ、リサラ」

「私にそれが出来ると思う？　ねぇ、谷間のない、わ・た・し、に！」

「………………寄せて上げても、うん、無理そうだもんなぁ。くっ、人類の叡智が生み出したもう一つの女の子の最終兵器ブラジャーでも、こればっかりは不可能だ。ゼロには何を掛かけても、ゼロなんだよ……」

「っ──りょ、良介ってば、もしかして私に喧けん嘩かを売ってるのかしら？」

「お、落ち着けっ。その殺意の籠こもった視線はやめてくれっ。いつも言ってるじゃないか、無い乳は無い乳なりに味わい深いものだってっ。貧乳はステータスって言葉だってあるくらいだしさ！」

「……カルヌーンプラデュールを呼び出して、サクッとやっちゃおうかしら」

「ちょ、ストップ、ここは平和的に理性的に話し合おう！　死しに神がみの鎌かまとかマジで死ぬからっ。ほら、まだシミュレーションは終わってないだろっ」

「シミュレーション……」

「ほら、イリアの場合を想定しようじゃないかっ」

「イリア、あの偽にせ乳ちち性しよう悪わる女おんなのことなんて考えたくないんだけど」

「いやいや、イリアだからこそ想定出来ることもある！」

「どういうことよ」

「いやぁ、イリアならなんかこー、ちょっとソレはってのも許されそうだし……えへへへ」

「うわっ、何そのだらしない顔っ」

「えへへへ、いやぁイリアならさ、あいつ現げん役えきグラビアアイドルだし、色々とセーフゾーン大きそうじゃないか」

「よ、ヨダレはやめてよ良介……」

「じゅるっ。ほら、ここはやっぱり裸はだかエプロンという究極兵器をですね、提案したいわけですよ」

「は、裸にエプロンっ!?」

「なんだ知らないのか。人間界の男の子の間では、究極の夢の一つだぞ。確かにその存在が発見されてから、もう長い月日が流れて陳ちん腐ぷ化しているとも言える。だがなリサラっ！」

「は、はいっ」

「裸エプロンは、まだだ、まだ終わらんよ！」

「終わらないって、何がよ」

「いいか、美菜でも言ったが、裸エプロンにはまず谷間があるっ。イリアの胸は、確かに死神の術式による偽いつわりのおっぱいだ。本当は水平線だが、この場合はどっちでもいいっ。つまり、リサラ。お前でも可能ってわけだ！」

「どういうことよ」

「ククク、裸エプロンには胸元が開いたメイド服に、未来永えい劫ごう作り出すことが出来ないフェチポイントがあるのだよ。うふ、うふふふ」

「うわ、まただらしない顔にっ」

「いいか、横乳だ。それがたとえ、どんな小さなおっぱいでも、横乳は存在するのだよ。そのたわみは、まさに魅み惑わくのステージだ」

「いや、あのね。私がチョコレートを渡わたす際の参考でしょ？　そんな格好を──」

「それに裸エプロンには、お尻しりがある。お尻全部見えちゃうんだよ。いや、いやいや、分かってる。それはちょっと行き過ぎな気がしないでもない。そんな時は、パンツは許可しよう」

「許可しようって……」

「うん、ピンクのハートマークがプリントされたパンツなんて、ラブラブっぽくて凄すごく、凄くイイ！」

「…………」

「そして背中のライン。うなじから背中のラインが、ああぁ、いいかも……ほふぅ」

「良介、念のために一つ聞くわね」

「ん？」

「さっきから、チョコレートが全く出てこないんだけど」

「ククク、分かってないなリサラ。俺がそんなミスを犯おかすと思うか？」

「ヘェ、ソウデスカ」

「おう。裸エプロンの良さをしっかりと演出するチョコレートの渡し方は、前だ。腰こし辺りのエプロンを左右に広げて、その間にチョコレートを置くわけだ。すると、するとどうなるか、分かるかリサラ！」

「ワカラナイワネ」

「エプロンの下が持ち上がって、その、その男が何い時つだって追い求め続けたエルドラドが、三角地帯が、見えるか見えないかになる可能性がある。太ふと腿ももデルタ地帯がだ！　イリアだと、あいつ意外にお尻大きいし太腿が太いから、なかなかの絶景だと思うんだ！」

「イリアね。なるほど、イリアならそれもいいかも知れないわね」

「だろだろ？」

「はぁ、でもね良介。聞かせて貰もらって悪いけど、全然参考にならないんだけど……」

「はっはっは、最初からそう言ったじゃないか」

「うう、流石さすがは生きる力がエッチなこころなだけあるわね……。甘く見てたな」

「しっかしなぁ、リサラがチョコレートって言われても」

「何よ」

「なーんか、お前がチョコレートを渡すってシチュエーションそのものが思いつかないんだよなぁ」

「どうせ可愛かわいげがないとか言いたいんでしょ？」

「いや、そーいうわけじゃなくて。うーん、分からない。なーんか頭のどっかで堰せき止められている感じだ。く、そこはちゃんと考えないとダメなんじゃないか、俺っ」

「ちょっと、そんな真しん剣けんに考え込まないでもいいわよ。しかも、それって考えつくイコール、私のエッチな姿を妄もう想そうしてるってことでしょっ。そういうのは、お願いしてないからっ」

「いやっ、エロ介すけの名にかけて……」

「誇ほこらないでよっ、そんなあだ名っ」

「ううん、うーん。やはり脚あしかっ。脚はちゃんと見せるべきだ。リサラの脚はいいものだっ」

「ちょ、ちょっと」

「そうだよな。するとだ、やはり付け根からアピールすべきだ。といって下半身パンツってのは情じよう緒ちよに欠ける」

「そんな格好しないわよっ」

「水着……競泳水着、そうだ。ワイシャツに競泳水着だ」

「なっ、何よ、その恥はずかしい格好！」

「で、玉座に腰こし掛かけて高圧的に男を見下ろして、脚を組むわけだ。かしずく男からは、座ったお尻と太腿が見えるっ。おお、既すでにこれでご褒ほう美び！」

「や、やだっ、なんて妄想してんのよっ、こら良介！」

「その爪つま先さきには板チョコだよ。足ではさんだ板チョコを、男は口で食べるわけだっ。おおおぉ、燃えるっ、これは燃えるぞっ！」

「……良介ぇ」

「フフ、貴方あなたには脚で十分よね。さあ、ありがたくチョコレートを食べなさい。くぅぅ、俺ならビクンビクンするね！　鼻血ものだね！　ん、いやでも……」

「ふぅ、もういいわ。やっぱり、良介のエッチな魂たましいは、吸い取っておいた方が世の中の女の子のためってことよね」

「なーんか、俺じゃないヤツにってのは、なんか嫌いやだぞ……。うん、やっぱりそうじゃなくて、ここはもっと普ふ通つうの──って、リ、リサラさん？」

「《折れた剣けんグラム》よ。リサラ・レストールの名において目覚めなさい！」

「ちょっと待てっ、違ちがうっ、今のはやっぱ無しで、リサラにはそーじゃないのをっ」

「何が、そーじゃないのよっ」

「今の妄想はなしっ。リサラにはやっぱり、あーいうエッチな方向ではないのが似合うっ。もっと清せい楚そなのがいいと改心したんだよ！」

「あら、そうなの？　ふうん、清楚ね。良介、なかなか分かってるじゃない」

「お、おう。ちょっと地味だけどさ」

「地味って？」

「学校の人気のない所に呼び出して、ハート型のチョコレートを無言で押しつけるとか……。チョコにキスしてからだと、ちょっとやり過ぎな気がして嫌だけど」

「ふ、ふうん……なんかその、それはそれで、かえって恥ずかしいわね」

「まーでも、男が喜ぶったら、そんなところだと思うぞ、うん」

「ふうん、それもそうかもね。ありがと、良介。参考になったわ！」

「お、おう。って、上じよう機き嫌げんで行っちまった。しっかし、リサラがバレンタインデーにチョコレートね。誰だれに渡すんだ、ううん……」




「良介、悪いわね、校舎裏なんかに呼び出したりして」

「わざわざ何だよ、リサラ。用事あるなら家でいいじゃん。なんで学校でわざわざ呼び出すんだよ。はっ、さては果たし状とか？」

「違うわよっ。その……」

「なんだよ、改まって」

「チュッ♡　ん……」

「え、チョ、チョコレートだとぉぉぉぉっ!!　リ、リサラが俺にっ、え、ええと、え、どういうつもりだよ！」

「ど、どうって、昨日良介が言った通りの作法にしたつもりだけど……」

「いや、そうじゃなくてっ、なんで俺にチョコレートなんだよっ！　お、お前っ、意味分かってんのか？」

「お世話になっている男の子にあげる日でしょ、美菜はそう言ってたわよ。え、ち、違うの？」

「美菜、恥ずかしくなって誤ご魔ま化かしたな……。違うぞ、リサラ」

「どういうこと？」

「バレンタインデーは、女の子が好きな男の子にチョコレートを渡す日だ。つまり、告白だ」

「──っ！」

「うん、まぁ、俺の人生初のチョコレートだ。これは、ありがたく頂こう」

「ちょっ、ちょっと良介っ、返しなさいっ。返しなさい！」

「いやだねぇ。リサラがわざわざキスまでしたチョコレート、ありがたく頂くね！」

「だから、違うっての、間違えただけだからぁぁっ！」

「しかしなぁ、それなら地味なのではなくて、最初の爪先にチョコレートを押し続けるんだった。そうすりゃ、今いま頃ごろリサラの太腿の奥をのぞけたのに……って、あれ、リサラさん？　何をそんな怖こわい顔で見てるんですか？」

「フフ、フフフ、人からチョコレートを騙だまし取ったあげくに、そーいう妄想をするわけね」

「いや、騙し取ったって、お前の一方的な勘かん違ちがいだろっ」

「ええいっ、問答無用っ。《折れた剣グラム》よっ。リサラ・レストールの名において目覚めなさい!!」

「ちょ、ちょっとやめてっ、エッチな心吸い取られるのは、いやぁぁっ」

「もう遅おそいわよっ。《グラム》、この私にかき抱いだいた魂を捧ささげなさい！」

「い、いやぁぁぁっ、俺のエッチな魂を吸い取らないでぇぇぇぇっ。あ、ああぁぁ……」

「ま、チョコレートでも食べて、少しでも回復すればいいんじゃないの」

「え、これ食べていいの？」

「し、仕方ないでしょっ。好きとかそーいうのじゃないけど、色々と迷めい惑わくかけてるんだし。だから、ええと、そ、そうよ、少しは感謝してるってだけよっ」

「は、はぁ」

「ああもうっ、私の手作りなんだから、妄想なんかに邪じや魔まされてないで、しっかり味わいなさい！」

「お、おう……。じゃあ、頂きます」

「ええ、どうぞ。でも……うーん」

「ん、どこ行くんだよ」

「なんか目の前で食べられると、照れるのよっ。先に教室に戻もどってるわ」

「そんなもんか？　ん……美お味いしいな、これ」

「ふふっ、私の手作りなんだから当然でしょ♡」

「あ、行っちまった。しかし、暫しばらく興奮出来ない代わりが、このチョコレートか。ま、これはこれで良しかな、もぐもぐ……しかし、これ、なんか照れるな、おい！」










「リサラ、どうしたの顔赤いよ？」

「み、美菜っ。な、なんでもないわよっ。そのあの、うう、チョコレートにキスは、キスはやり過ぎたわ……」

「リサラ？」

「ま、でも。美味しいって言ってくれたから、いっか。ふふ♡」








　～純真無垢って言葉を知らない死神達～




「没ぼつ」

　マルベックが語り終わった途と端たん、イリアは一言そう断じた。

「ええぇっ、かなりいい出来だったじゃないですか！」

「なんでイリアが、裸はだかエプロンなんてしなきゃいけないのよぉっ！」

　ドンッとイリアは机を叩たたいた。

「いやだって、あの良りよう介すけくんならそう言いそうじゃないですか」

「ええ、ええ、分かるわよぉ。凄すごくリアルに想像出来るのっ。イリアの裸エプロン姿に鼻の下伸のばしてる良介くんの姿をねっ。だから、だから絶対に嫌っ。没ったら没だもん！」

　イヤイヤとイリアは頭かぶりを振ふる。

　そんなイリアにマルベックがポリポリと頬ほおを掻かく。

「はぁまぁ……意外に、室長も良介くんのこと、そんなに嫌きらってないかなぁって思ってたんですけど」

「あのねぇ。嫌いとかそういう問題じゃないでしょぉっ。なんでイリアが、恋こい人びとでもないのに裸エプロンを見せなきゃいけないわけよぉっ！」

「恋人になら見せるんですか？」

「権力者にもかしら」

「室長……」

　即そく答とうしたイリアをマルベックが、凄く残念そうに見つめる。

「ふんっ。世の中ってのは、一に権力、二に権力、三四がなくて五に権力よ」

「ええと、愛情ってのは」

「うーん、十番目くらいかしら」

　下した唇くちびるに人差し指をあてて、イリアは答えた。マルベックの目がますます残念なものを見る感じになるが、まぁ気にしない。

「まぁ、それで室長が幸せなら私はいいんですけどね」

「何よ、その言い方。金と権力があればイケメンだってなんだって手に入るのが、世の中ってものじゃないの」

「ゔゔ、室長が汚よごれきってる……」

「失礼ねっ。イリアはとっても純真無む垢くじゃないの！」

「え～～。どこがですか」

「ど、どこがって」

「証しよう拠こがないと、さすがに信じられないんですけど」

「……証拠って、あ、そうそう！」

　ふと思い出したことがあり、イリアは手を拍うった。

「いいエピソードがあるわ」

「どういうことですか？」

「今までみたいな妄もう想そう話じゃなくて、リサラと良介くんの間にあった事実を語りつつ、同時にイリアがいかに純真無垢かを証明出来るエピソードよ」

「そんな奇き跡せきみたいなことあったんですか？」

「もちろんよ。いい、この発ほつ端たんはこのイリアなのよ。イリアが、恋れん愛あい成じよう就じゆのおまじないっていう、如い何かにも女の子らしい、純真無垢な話題を取り上げたからこそ……ふふ、あの二人の関係が一歩進んだんだからね」

　そういうとイリアは、ゆっくりと口を開いた。
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「えーと、あの、うぇっぷ……」

　教師とは見えないほどに小さく幼い顔立ちをしている乱らん橋ばしが、真っ青な顔で教きよう壇だんの机に突つっ伏ぷした。

　一時間目が始まって入って来ていきなりの行動だった。

　と、クルリと黒板に振り返り、今にも崩くずれ落ちそうな様子でチョークを、フラフラと走らせる。

『さけのみすぎた。むり。じしゅう』

　かくして一時間目は自習となったのだった……。

「これでいいのかしら……」

　ユラユラと教室から出て行く乱橋を見つつ、リサラ・レストールはボソリと呟つぶやいた。赤く長い髪かみとスラリとしなやかな四し肢しを持つ、綺き麗れいという言葉がぴったりな一級死しに神がみだ。もっとも死神であることは一部の人間をのぞいて隠かくし、加か賀が良りよう介すけの親しん戚せき加賀リサラとして学校に潜せん入にゆうしている。そんな彼女としては、どうしても死神界での学校と比ひ較かくしてしまう。

　少なくとも、ここまでグダグダではなかった……。

「ま、まぁ、乱橋先生は……その、あまり普ふ通つうではないんで」

　斜ななめ前に座る大おお倉くら美み菜なが、苦笑いをしつつリサラの机にやって来る。リサラが人間界に存在し続けるための霊れい力りよく供給源にして、居い候そうろう先さきの家主である良介の幼おさな馴な染じみである美菜は、運動神経こそ残念なものの成績優ゆう秀しゆう、顔立ちもちょっと地味ながら可愛かわいらしく、何より男の子の夢と希望ではち切れそうな巨きよ乳にゆうを持った美少女だった。

　正直、色々と残念過ぎる良介にはもったいない幼馴染みだと、リサラは常々思っている。

　そんな美菜を見上げて、リサラは小首を傾かしげた。

「どうしたの？」

「夕べのおまじない特集のテレビ、その見たかなぁって思って」

　美菜が少女漫まん画がらしきコミックを持ちながら、そう話しかけてくる。

「占うらない？」

　リサラが聞き返すのと、福ふく宗むねイリアが首を突っ込んできたのは、ほぼ同時だった。

「七時からやってる『汁しるだくミチル』でしょぉ。イリアが出てるヤツ！」

　リサラと同じく死神であることを隠しているイリアだが、人気グラビアモデルでもある。確かにグラビアモデルに相応ふさわしい豊満な、ボンキュッボーンなスタイルに可愛らしい華はなのある顔をしている。

　が、その巨乳が実は偽にせであることは、リサラ達には既すでにばれていた。

　その偽乳により、死神界でリサラを蹴け落おとして一級死神として首席卒業をしたのだから、当然リサラとは仲が悪い。

「見るわけないでしょ、そんな番組」

　リサラが剣けん呑のんな顔で答える。

「あれ、確か良介くんが好きな番組なはずだけど……」

　美菜が、リサラの隣となりの席に座る加賀良介をチラリと見る。エロ介すけとの異名を持つ彼は、らしくもなく校庭で体育の授業をしている女子には目もくれず、椅い子すに縮こまって座り、挙動不ふ審しんに周囲へキョロキョロと視線を投げていた。

「ああ、もしかしたら良介は見てたかもね。その時間は私、お風ふ呂ろ入ったり夕飯作ったりしてるから、イリアが出ようが出まいが見れないのよ。でも、その……おまじない特集だっけ、それがどうかしたの？」

　良介に「何やってんだ？」的な視線を投げつつリサラが答える。

「えっと、その、見てないなら別に……い、いいかなぁ」

　なぜか美菜が言い淀よどむ。

「うーん、逆に気になっちゃうんだけど、それ」

「で、でも」

「うっふっふ、恋こいのおまじないの特集だったのよぉ」

　ニヤニヤとしながらイリアが、リサラと美菜を見た。

「恋のおまじない？」

　リサラが眉まゆをひそめる。

「あら、リサラさんはそーいったものに興味がないのぉ？」

「あのねイリア。どうしてこの私が、そんないかがわしいものに興味がないといけないのよ」

「えーでもぉ、恋に悩なやむ乙女おとめなんじゃないかなぁって思ってたんだけどなぁ」

「やめてよね。私はそんな浮うわついたことよりも、特異者捜さがしで忙いそがしいんだから」

　特異者──通常の人間の数千、数万倍の霊力を持つ存在だ。死神は、人間が死ぬ際に放出する霊力の塊かたまり、ライフジュエルを得るために、人間と契けい約やくしてその人生をサポートしている。

　そんな死神にとって、一人で数千数万の霊力を持つ特異者は特別過ぎる存在だった。そしてそんな特異者と契約を結ぶことは、死神の名めい誉よでもあった。

　それ故ゆえに、死神界の名門レストール家の当主候補でもあるリサラは、特異者を捜しに人間界にこっそり潜入しているのだ。

　色々失敗して、凡ぼん人じん以下の霊力しか持たない良介とコンビを組む羽目になっているけれど……。

「ふうん、興味ないんだ。あ、でもそーだよねぇ」

　パンッとその大きな胸（偽かつこにせ）の前で、イリアが両手を合わせてニコニコと微笑ほほえむ。

「な、なによ」

「リサラさんは～、もう良介くんとラブラブだから恋のおまじないなんて、必要ないんだよねぇ」

「えっ」

　美菜が思わずリサラの顔を見た。

「な、なにバカなこと言ってるのよっ。そ、そ、そんなわけないでしょっ。なんでこの私が良介なんかとラブラブなのよっ」

　ブンブンと手を振ふってリサラが美菜に否定する。

　その様子にイリアがニヤリと笑った。

「じゃーあぁ、イリアが良介くんに恋のおまじないしちゃおっかなぁ」

「なっ……べ、別に好きにすればいいじゃない」

　リサラが一いつ瞬しゆん言葉に詰つまり、すぐにイリアを睨にらみ付ける。美菜は、

「えっと、その……」

　オロオロしちゃう。

「ふふ、ホント～にいいのぉ？」

「当たり前じゃないの」

　リサラがニヤニヤ笑うイリアを睨む。

「でもでもぉ、良介くんってばリサラさんにとって大事な大事な存在でしょぉ？」

「はぁっ!?」

「だってだって、レストール家の秘宝旧ふるき五つの一つ《折れた剣けんグラム》を、良介くんの魂たましいに刺さしたんでしょ、わ・ざ・わ・ざ♡」

「なにおかしな勘かん違ちがいしてるのよっ。あれは、この私が人間界に存在するだけの霊力がなくなって……声を掛かけて来た良介を選んだだけよっ。《グラム》を通さないと、魂の底にある生きる力から霊力を吸い取れないんだから仕方ないじゃないの」

「でっもなぁ、まさか生きる力が『エッチな心』なんて男の子を選ぶなんてねぇ。リサラさんって意外にエッチ？」

「後から知ってこっちが驚おどろいたわよっ。うう、良介のヤツ……どうしてあんなに変態っていうか、スケベなのよ」

「あ、あはははは、エロ介って知らない人、この学校にいないくらいだから……」

　美菜が乾かわいた笑いを上げる。

「うう、なんで私は良介を選んじゃったのかしら……」

　がっくりとリサラがうなだれる。その姿に、イリアは再度意味深な笑みを向ける。

「ふうん。でもホントに、イリアが恋のおまじないを良介くんとしちゃっていいのぉ？　あのおまじない、超ちよう効果あるって聞いてるんだよねぇ」

「バカバカしい。貴女あなたが私に嫌いやがらせしたいのは知ってるけど、良介にちょっかい出して私がヤキモチ妬やいたりするもんですか」

「そーかなぁ」

「そうに決まってるわよ。そもそも、そのおまじないって何する気なのよ。言っておくけど、公こう序じよ良りよう俗ぞくに反するエッチなのだったら、容よう赦しやなく学校に言いつけるからね」

「んっとねぇ。まず憧あこがれる恋れん愛あいが描かいてあるコミックを買うの。で、その表紙の裏に自分の──女の子の名前を書いて、学校の高い所、高ければ高いほど効果あるみたいだけど、そこで好きな男の子にも名前を書いてもらうの♡」

「……めんどくさそうね」

「えーでもでも、それで二人はそのコミックに描かれてるみたいな恋愛が出来るんだよぉ？　ステキじゃない？」

「そもそも、学校に漫画とか持ってこないでしょ、普通」

「え……」

　慌あわてて美菜が、手に持っていた少女漫画を後ろに隠す。

「美菜……ソレ、もしかして」

「ち、違うよ。うんっ、その……ほら、大人気の少女漫画の発売日が今日で、た、たまたま朝のコンビニで見かけて買っちゃった、だ、だけだよ、うん！」

　必死の言い訳だった。

「美菜……」

「あれ、イリアも今朝その漫画買ったんだけどなぁ」

　同じ少女漫画をイリアが持ち出してくる。

「っていうか、そもそもこの少女漫画とタイアップの企き画かくだったんだけどね。おかげでコンビニ売りはあちこちでもう売り切れみたい」

「なるほどね……」

「ま、でもでも、折角だし、イリアは良介くんに名前書いてもらおーっと♡」

　ニヤニヤと笑いながらイリアがリサラの前で表紙をめくり、自分の名前を見せつけるように書いていく。

「さってと～。じゃ、良介くんにお願いしてこよっと」

　イリアが立ち上がって、良介の席に向かう。

　その姿に美菜は「う～」と唸うなって俯うつむき、リサラはフンッと鼻を鳴らしてそっぽを向いたのだった。




　　　　※　　　※　　　※




　加賀良介は後こう悔かいし、そして緊きん張ちようしていた。

　その証しよう拠こに、手にはじっとりと脂あぶら汗あせがにじんでいる。

　そもそもの失敗は授業が始まる前だ。僅わずか数分間でもいいからちょっと読んでみたい、見てみたいと、今朝コンビニで買った──最後の一冊だった漫まん画がを出してしまった。

　おかげで、野や獣じゆう共からその漫画を狙ねらわれる羽目になってしまったのだ。

　慌ててブックカバーを掛けたが、時既に遅おそしだった。

　折角の自習タイムだ。今、読みたい。すぐ読みたい。

　だがしかし、今ここで漫画を出して読み始めれば、絶対に大おお平ひらを筆頭とする校内女子愛好家集団マンコカパックパーティーのメンバーがやってくる。もしかしたら名誉会長で三年の玉たま野の光ひかるが、わざわざ二年のこのクラスにやってくるかも知れない。

　間違いなく、壮そう絶ぜつな戦いになるだろう。

　あいつらのことだ。強ごう奪だつし、家に持ち帰り、諸もろ々もろ満足した後でようやく返してくる可能性だってある。

　俺のだ！　とか言ったところで「そんな証拠どこにあるんですかー！」とか子供じみたことまで言ってきそうだ。

　そう、女の子には優やさしい上にルールを守るが、究極的には己おのれの欲求に素す直なおでなければ、マンコカパックパーティーのメンバーではないのだ。

　だが、渡わたすわけにはいかない。

　このコミックを最初に読む──そう処女地を荒あらす最初の男は自分であるべきなのだ。

　連中の手て垢あかなんぞ、絶対に付けさせてなるものか！

　良介は、背後から迫せまる大平達の視線を感じつつ、強くそう念じた。

　その時だ──。

「ねぇ、良介くん」

「ヒィィィィィィィィィ」

　ムンクの叫さけびもかくやという顔で良介がガタンと椅い子すを引き、びびりながら顔を上げる。

「え……あ、あの」

「なんだイリアか」

　そこに居たのはイリア（偽かつこにせ乳ちち）だった。

「焦あせらせるなよな……俺は今、男の戦いを繰くり広げている最中なんだぞ」

「い、言っている意味がイリアには、よく分かんない……」

「ま、男には男の世界があるのさ」

「そーなんだ……」

「で、何の用だよ」

「良介くん『汁しるだくミチル』見てるんだよね？」

『汁だくミチル』、民放でやっているバラエティー番組だ。色々な噂うわさの検証や、知らない物事をおもしろおかしく紹しよう介かいしている。もっとも良介は、だらーと流しつつ漫画や写真集などを見ることが多いので、ちゃんと見ているとは限らない。

「うん、だったらお願い出来るよね。イリアね、このコミックに良介くんの名前を書いて欲しいの」

「名前を書くっ、それだ！」

　良介が椅子を蹴けって立ち上がる。

　良介の家に居い候そうろうしているリサラがいたのだ。リサラに名前を書いてもらえば、大平達も手出しは出来ないはずだ。そして、無事に良介の元に届けてくれるはずだ。

　幼おさな馴な染じみの美菜という手もあるが、あの押しの弱い美菜だとやはり不安だ。

　その点、リサラならば大平達に詰つめ寄られても平然と蹴散らすキツい性格だ。

　万が一、教師に没ぼつ収しゆうされてもリサラは同じ家に住んでいるのだから、自分の元に戻もどってくる。

　これ以上ない人選だ。

「あのその、えっと、オッケーってことかなぁ」

　キョトンとするイリアを無視して、良介はリサラを向いた。

「な、何よ」

　リサラが少し肩かたを引きながら、良介を見上げる。

「リサラ……」

　名前を呼びながら、良介はブックカバーをかけたコミックを、周囲に見られないように机の中から取り出す。

「誰だれにも渡したくないんだ」

「へっ、ちょ、ちょっと何を言ってるのよっ」

「でも俺の名前なんて書いたところで、意味はないはずだ」

「…………そ、それはまぁ」

　リサラが、赤くなった顔を隠かくすように俯く。

（お、女の子がまず書くってイリアは言ってたわよね……確か）

　そんなリサラの様子におかまいなく、良介は表紙をめくったコミックを差し出す。

「これに、お前の名前書いてくれ」

「──っ！」

　ビクンッとリサラが肩を跳はね上げ、固まる。

「ちょ、ちょっと、それお願いしたのはイリアなのにぃっ！」

　慌てたイリアが首を突つっ込んでくるが、その顔を良介がどかす。

「イリア、お前じゃ意味がない」

「ムッ、ムッキ──────！　知らないもんっ、もう！」

　目をつり上げて、イリアがドスドスと足音も荒あらく自分の席に戻る。

「あ、あの……私は？」

　美菜がおずおずと聞いてきた。

「悪いな、美菜。一いつ緒しよに住んでるリサラにお願いしたいんだ」
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「そ、そうなんだ……うう、同どう棲せいってやっぱり有利でずるい……」

　蚊かの鳴くような小さな声で美菜が呟つぶやいた。おかげで良介の耳には、何を言ってるんだかよく分からない。

「美菜？」

「……ううん、なんでもない」

　微笑ほほえんで、美菜もまた自分の席に座った。

「なんなんだ？」

「何って、そりゃ……その……」

　ゴニョゴニョとリサラまで、聞き取りにくく呟く。

「ま、いいか。リサラ、とにかくお前の名前を早くこの表紙裏に書いてくれ」

　良介はそう言いながら、ずいっと身を乗り出す。

「良介、ほ、本気なの？」

「ああ、本気だ」

　しっかりと頷うなずく。そして良介は声を潜ひそめた。

「きっと多くの困難があるはずだ」

「こ、困難って……そ、それは確かにそうだと思うけど、で、でもね、良介」

「いや、今は黙だまって聞いてくれ」

「え……はい」

　良介の真しん剣けんな眼まな差ざしに、リサラはついつい素直に頷き黙ってしまう。

「屋上に向かって欲しい」

（屋上って……え、普ふ通つうに考えたら校内で一番高い場所よね。嘘うそ……良介、本気なの？）

　まじまじと良介の顔を見てしまう。そのリサラの視線から逃にげることもなく、しっかりと受け止めながら良介が言葉を続ける。

　なんというか、その真剣さとらしくないシリアスさに、リサラの鼓こ動どうが何な故ぜかドキドキしてきてしまう。

「ただの屋上じゃダメだ」

「え？」

「屋上の端はしに給水塔とうがある。あそこ、あまり知られていないけど実は鍵かぎが壊こわれてて裏から中に入って、その上に登れるんだ」

「そ、そうなんだ」

「ああ。そして何より、校内で一番高い場所だ。どこからも見られることはない」

　ドッキーン！　リサラの心臓が、一いつ瞬しゆん破は裂れつしそうになってしまう。

（そ、そこまで高い所にこだわるって……その、そこまで良介は私と……）

　もうドキドキバクバクが止まらない。

　意識したことがないと言えば嘘になる。確かにエロ介だし、エッチだし、妄もう想そうスゴイし、変態だし、お世辞にも二枚目とはいえない外見だけど……。

　それでも自分が──リサラがピンチの時には、いつも身体からだを張って助けてくれる。

　それに女の子には凄すごく優しいところがある。

　もっとも、リサラに対してだけではなく、女の子全ぜん般ぱんに対してってところが、ちょっともやもやするけど……。

　それでもその優しい姿勢は、悪くない。

（って、な、ななななな、何を考えてるのよ、私は！）

　思念を吹ふき飛ばすように、リサラがブンブンと頭かぶりを振ふる。

「あ、あのね良介、まずは落ち着いて考え──っ!!」

　良介がリサラの手を握にぎり、じっと見つめる。

「頼たのむ、書いてくれ」

「ひゃ、ひゃい」

　変な返事と共に頷いちゃってました。

　顔がカァァァァァと耳まで赤くなる。

　なんかもうフワフワ浮ういてて思考がまとまらない。

　ただ良介の顔をまともに見ることが出来なくて、俯うつむく。そこには表紙の裏とボールペンがある。

　それを良介はリサラのＯＫサインだと思ったのか、

「ありがとう、リサラ」

　嬉うれしそうに言ってくる。

（ああもうっ、そんな嬉しそうに言われたら……こ、断れるわけないじゃないっ）

　心の中でそう叫さけび、リサラはボールペンを握った。

　そして──我ながら、何でこんなに手が震ふるえるんだろうと疑問に思いつつ、やっとのことで自分の名前を表紙の裏に書いたのだった。

「こ、これでいいんでしょ！」

　なんでか怒おこったような口調になりながら、リサラはコミックを良介に突き出した。

　だが、そんなリサラに良介はにっこりと微笑む。

「ああ、ありがとう」

「え、あの……私だって、か、書きたかったから」

　微笑む良介にそう答えてから、リサラは固まった。

（な、何言ってるのよっ、私はっ。これじゃまるで、私もおまじないで良介と漫まん画がみたいな恋れん愛あいしたかったって言ってるみたいじゃないのっ。え、あの、なにこれ……なんでこんな妙みようなスイッチ入っちゃってるわけっ、ねぇ、ちょっと!!）

　大混乱です。

　そんなリサラの耳元に顔を近づけて、良介が呟く。

「さてと、俺はまず邪じや魔まな大平達を引きつける。リサラはコミックを持って先に行っててくれ」

「ひゃい」

「頼むぞ」

　良介はリサラの頭を軽く叩たたくと、席から離はなれていった。

　ゴンッ。

　リサラが机の上に頭を落とす。

（髪かみの毛なでられちゃった……）

　周囲からはどう見ても叩かれたんだけど。

（良介の手、あんなに大きかったっけ……うう、意外に男らしい手じゃないの）

　机に突っ伏ぷしたまま、リサラは自分の頭に手を乗せた。

（心臓、こんなにドキドキしてるのに……なんで私、嬉しくなってんだろ……）




　　　　※　　　※　　　※




「加賀良介！」

　廊ろう下かに玉野の声が響ひびく。

「先せん輩ぱいか。大平達が追ってくると思ったんだけど……。って、あんた授業中じゃないのかよ」

　本の袋ふくろを持ったまま振り返り、良介は玉野を睨にらんだ。

「ふふふ、大平くんから携けい帯たいメールが届いたんでね。キミがアレを持っているとね！　そう聞いて、授業を抜ぬけ出さないわけがないじゃないか。この時間、そうまだ十時前だから本屋は開いていない。といってコンビニにそうそう置いてあるわけがない。そんな貴重な本をキミが持っている。そして日本全国の誰よりも早く、読もうとしている。その幸せ、その嬉しさ、ソレをキミはどうして僕達と分かち合おうとしないんだ！」

　まるで悲劇の主人公のように大おお仰ぎような演技をしつつ、玉野が言った。そんな玉野に良介は、フッとクールに笑う。

「分かっちゃない。分かっちゃないよ、先輩」

「なんだと？」

「みんなでワイワイ読むもんじゃない。一人で、一人静かに瞳ひとみに、心に刻みつけるように読むもんだ」

「……それは僕達と分かち合う気は全くない、そういう回答だと思っていいのかな？」

　玉野が鋭するどい視線を良介に向ける。

「そう取ってもらって構わないな」

「そうか、残念だ」

　静かに呟き、玉野が指を鳴らした。

　瞬間、良介の後方に玉野が部長を務めるボクシング部の部員達が四人現れる。

「キミのように心が狭せまい人間よりも、僕のような広い心を持った人間が持つべきだろう。なに、しっかり堪たん能のうして数日後には返してあげよう」

「…………」

「やれっ！」

　玉野の号令と共に、部員達が一いつ斉せいに良介に駆かけ寄る。

　が、良介は抵てい抗こうしない。

　袋を取り上げようとする部員達のなすがままになっている。

「ハハ、諦あきらめがいいじゃないか」

「ま、俺じゃ勝てっこないしね」

「ふむ、無む駄だな抵抗をしなかったことは、褒ほめてあげよう」

　ツカツカと玉野が近づき、部員達が取り上げた袋を受け取り開ける。

「なっ！」

　驚おどろきの声。袋から取り出した本──教科書を良介に突つきつける。

「どういうことだ、これは！」

「どうもこうも教科書だよ」

「馬ば鹿かなっ、キミが今朝買ったコミックはどうしたっ」

「ふっふっふっ」

　良介がそう不敵に笑った時だ、玉野の携帯が鳴り響く。

「大平くんからメールだな」

　携帯を開いてメールを読み、玉野がニヤリと笑った。

「なるほどね。リサラくんを巻き込んでいたか……」

「なっ……くそっ、大平め、俺の行動を読んでたのか」

「キミにしてはよく頭を使ったと褒めておこう。でも残念だったね、結局あのコミックは僕達の物になるのさ！」

　勝ち誇ほこった笑えみを浮かべる玉野を見つつ、良介は小さく笑ったのだった。




　　　　※　　　※　　　※




「……この本を渡わたせですって？」

　屋上へと続く階段でリサラが、危険な色を瞳に浮かばせながら、前を塞ふさぐ大平と数名の男子生徒をジロリと睨んだ。

「え、そ、その……そ、そうとも！」

　リサラに睨まれてびくつきながらも、大平がきっぱりと言う。

「どうしてかしら」

　ギュッとコミックをリサラが抱だきしめる。

「どうもこうも、そ、その本は俺達が持っているべきだから」

「いやよ」

　プイッと顎あごを斜ななめ上に向けて、リサラは拒きよ否ひをした。

「なっ……ど、どうして！」

「こ、こ……この本には、その……」

　顔を赤らめる。その様子を、大平達は思わず緊きん張ちようして見つめる。

「その、えっと……だから、あ、あのね」

　しどろもどろになってしまうリサラだ。

「……こ、これには」

「これには？」

「こ、これには……その、わ、私の……私の名前が、か、書いてあるからよ」

　顔を赤くしながらリサラは、ようやく言い切った。

「名前……？　え、リサラさんの名前がその本に書いてあるってことで？」

　大平が目を丸くする。

「そ、そうよ、悪いかしら？」

「しまった……くそっ」

　大平が悔くやしそうに拳こぶしを握にぎりしめる。

「俺達が女の子の持ち物を奪うばうなんて行こう為い出来ないと……そう見み越こして……あいつめっ」

「なんだかよく分からないけど、もう通っていいのかしら？」

「ええ……俺達にはもう、何も出来ない。負けです……」

　がっくりとうなだれて、大平と男子生徒達が階段を下りていく。

　その様子を見ながらリサラはもう一度、大事そうにコミックを抱きしめたのだった。




　　　　※　　　※　　　※




　屋上の端はしにある給水塔とうは、良介が言った通り鍵かぎが壊こわれていて、中に入って登ることが出来た。リサラは上に出ると、畳たたみ六畳じようほどのスペースにチョコンと座った。

　夏休み前のこの季節は陽ひ射ざしが強く暑い。

　それでも周囲に遮さえぎるものがないこの場所は、風が通って心ここ地ち良い。

　リサラは左手でコミックを持ったまま、右手で軽くその赤く長い髪をかき上げた。

「良介のヤツ、なにしてるのよ。自習の時間終わっちゃうじゃない」

　そう呟つぶやいて、リサラは「ん？」と首を傾かしげた。そして慌あわてて打ち消す。

「あれよ、別に私が待ち望んでるとか、そーいうことじゃないのよ。ただほら、約束破られるのが嫌いやっていうか、その、人が折角言われた通りに来てやったんだから早く来いってだけで……」

　そこまで言って、リサラは黙だまった。

　だって独り言でなにやってんだろうと思ってしまったのだ。

「はぁ、なに変なスイッチ入っちゃってるのよ、私」

　手に持ったコミックをじっと見つめる。

「ドキドキで死んじゃう前に、早く来なさいよね良介……」

「え、そんなに走ったのか？」

　横に良介の顔があった。

　一秒、

　二秒、

　三秒──。

「キャァァァァァァァァァッ！」

　いきなり良介の声が聞こえて、リサラは思わず悲鳴を上げてしまった。

「な、なんだよいきなりっ」

　良介が耳元で叫さけばれてキ───ンとなっている耳を押さえながら、抗議をする。

「そ、そそそそ、それはこっちの台詞せりふよっ。いきなり現れないでよね！」

「いきなりって、普ふ通つうに上がってきて、普通に隣となりに来ただけなんだけど……」

「う、うっさいっ。私が気が付かなかったんだから、いきなりなのよ！」

「ボケーとしてる方が悪いと思うぞ……」

「ふんっ」

　リサラは顔を背そむけた。そして、徐じよ々じよに顔が赤くなっていくのを感じてしまう。

「ま、いいや。走ってドキドキしてるんだろ？」

　良介がペットボトルをリサラの前に差し出す。そのペットボトルを受け取ってから、リサラは数度頬ほおを叩たたいて平静を装よそおうと良介を向いた。

「なによ、これ？」

「なにってスポーツ飲料。いやぁ、俺も玉野先輩から逃にげるんで走って喉のどが渇かわいてさ。まぁ、俺の飲みかけで悪いんだけど、残りやるよ」

「え……」

　折角平静を装ったのに、また顔が熱くなってくる。

　慌ててリサラは顔を背けた。

「なんだよ？」

　不思議そうに聞いてくる良介に、リサラは答えない。

　ただ内心で、

（なんだよっじゃないでしょうが。これって間接キスになっちゃうじゃないのっ。そりゃ一いつ緒しよにご飯食べてるから、今までだって似たようなことはあって……そ、そんなこと私は気にしてなかったけど、でもでも、今は恋れん愛あいのおまじないを完成させようって時じゃないのっ。そんな時に間接キスとか、い、意識し過ぎちゃうでしょうがっ、顔真っ赤っていうか、スイッチ入りすぎて心臓爆ばく発はつしそうじゃないのっ、どうしてくれんのよっ。ねぇ、ちょっと、どーしてそういう女の子の気持ちが分からないわけっ！）

　超ちよう高こう速そくでそう叫ぶだけだ。

「……ええと、お願いして怒おこってるのか？」

　黙っているリサラに、良介が心配そうに聞く。

「そんなわけないでしょ！」

　怒ど声せいだった。

「お、怒ってるようにしか」

「違ちがうって言ってるでしょうが！」

「ご、ごめんなさいっ」

「ああもうっ、謝ってる暇ひまあるなら、さっさと良介の名前も書きなさいよっ。それで完成でしょ！」

　グイッとコミックを突きつける。

「え……あ、ああ、確かに俺も書くべきか」

　良介が頷うなずく。

　そして、コミックの表紙をめくるとサラサラと自分の名前を書き殴なぐる。

「なっ……もっと丁てい寧ねいに書きなさいよ！」

「へ？」

「だから、こういう重要な時は、ちゃんと丁寧に、心を込こめて書くべきだって言ってるのよ」

「じゅ、重要ってなんで？」

「なんで？　ですってっ。当たり前じゃないの！　そ、そのあの、ほら……こ、これからがある意味決まるかもっていうか、その……ああもうっ、そのくらい分かりなさいよね！」

　良介の顔に「？」が大量に浮うく。こいつ、何を言ってるんだ？　的な顔だ。

「あ───っ、やっぱりここにいるぅ！」

　イリアの声が響ひびく。

「イリアっ、どうして!?」

　給水塔の上に、イリアと美菜が登ってくる。

「うーん、でもぉ、まさか本当に二人がこういう仲だったなんて……イリア、ちょっとびっくりよねぇ」

「あ……あ、あの、その……お、おめでとう……ござい……ます」

　美菜の声はどんどん小さくなって、聞こえなくなっちゃう。

「そのあの、だって……良介が」

　リサラの声も、凄すごく小さい。

「あのあの、俺には何がなんだかさっぱりなんだけど」

　キョトンと良介が言う。

「あれ、良介くんは夕べの『汁しるだくミチル』見なかったの？」

　イリアの疑問に良介は、首を振ふる。

「見たけど……まぁ、途と中ちゆうで漫まん画が読み出して、あんまり頭に入ってねぇな」

「…………」

「…………」

「…………」

　リサラとイリアと美菜が、呆ぼう然ぜんとした視線を良介に向けた。

「ん？」

　良介、またキョトン。

「はぁ……あのね、実は夕べの『汁だくミチル』はおまじない特集で、そこに恋愛のおまじないがあって──」

　イリアの言葉は途中で、

「違うっ、違うからぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　リサラの叫び声に打ち消されてしまった。

「リ、リサラ？」

「違うっ、違うのよっ、これはそーじゃなくて───っ。誤解よぉぉぉぉっ、誤解ったら誤解なんだからっ、私は、ス、スイッチなんてぜぇぇぇぇったいに入ってなかったんだからねぇぇっ！」

　もう絶ぜつ叫きように近い。

　立ち上がり、顔を手で覆おおって暴れる。

「お、おい、危ないって」

「あ───っ、何も聞こえないっ、聞こえないもの───っ！」

「だから危ないっての！」

　良介がリサラの腕うでを取る。

「──っ」

　恥はずかしさマックスで、リサラが派手に飛び退のく。

　そして──端で足を踏ふみ外はずしてしまう。

「……え？」

　視界が傾かたむくのをリサラが呆然と見る。

「リサラっ！」

　良介が飛びつくように、その腰こしに手を回す。

「え？」

　もう落ちかけてるリサラの体重に引っ張られて──良介の視界も傾く。

「ああぁっ、もっと鍛きたえておけば良かったぁぁ!!」

「わ、私は重くないからねっ！」

「そんなこと言ってる場合じゃねぇだろっ！」

　叫びながら、良介が必死にリサラを抱だき目を瞑つぶる。

「《茨ソーン》よ！」

　イリアが術式を発動させた。

　フワリ、身体からだが浮いた感覚だった。

　そのままストンと、さして衝しよう撃げきもなく二人が屋上に着地する。

「…………助かった、のか？」

　良介の呟つぶやきで、リサラは目を開けた。そして、カァァァァとまた顔が赤くなってしまう。

　だって近いのだ。

　ものすっごく良介の顔が近い。

　良介がギュッとリサラを抱きしめてるせいで、潰つぶれるくらい胸を良介に押し付けてしまっている。

　そして、初めて自分で気がつく。

　リサラ自身も良介に強く抱き付いちゃってる……。

　あまりに恥ずかしくてリサラは良介から離はなれようと身体を動かし、

「あんっ」

　思わず吐と息いきを漏もらしてしまった。

　股こ間かんが、なんかモゾモゾします。

「え……んぅっ!?」

　おそるおそる後ろを見ると、膝ひざを曲げた良介の足がリサラのスカートをめくり、さらにパンツに超密着中。

　リサラが動くたびにパンツ越ごしにその動きが伝わってきてしまう……。

「りょ、良介っ、足っ、足をっ！」

「え？」

「だから足を──ん？」

　抗こう議ぎのために良介の顔を見ようとして、リサラの視界がコミックを捉とらえた。

　騒そう動どうのもとになった、あのコミック。

　一緒に落ちて、左右に開いている。つまり、中身が見える。

「…………」

　そこにあったのは、お色気シーン。

　もうどのコマもお色気シーン。

「良介、一つ聞いていいかしら」

「なんだよ」

「このコミックはなにかしらね」

「今日発売の『だから僕は、Ｈができる。』に決まってるじゃないかっ。お色気ギリギリシーンの連続で男の子に大絶賛っ。ヒロインにエッチに誘ゆう惑わくされる主人公の、ウハウハハッピーライフ漫画だ！」

「そ、そう……私ったら、こんな漫画にサインしちゃったのね。しかも良介の名前まで書いて……おまじない完成してるし」

「ん……あ、そういえば、夕べの『汁だくミチル』でそんなまじないやってたな。あっ、そうか、じゃぁリサラは今日から俺に、エッチな誘惑をいっぱいして──あ、ちょ、ちょっと冗じよう談だんですっ、マジ冗談ですってばっ」

「ふ、ふふふふふふふふふふふ」

　低い声で笑い、リサラがそっと良介の胸に手を当てる。

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁっ、吸わないでぇぇぇぇぇぇ！」

「問答無用よっ。《折れた剣けんグラム》よ。契けい約やくの名の下もとに私に霊れい力りよくを渡わたしなさい！」

　良介のエッチな心が……リサラに吸われていったのだった。

「…………虚むなしい。うう、そもそもリサラが勝手に勘かん違ちがいしたのが悪いと思うんだが」

　ぐったりと寝ね転ころび、カピカピになった良介が呟いた。

　空が青い。

　ああ、どうして空はこんなに青いんだろうと、虚しさと共に思ってしまう。

「はぁ、モテない男の唯ゆい一いつの希望が吸われてしまった……はぁ、どうせ俺がモテることなんて一生ないんだ……」
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「あら、そうでもないと思うけど？」

「え？」

「いいえ、なんでもないわよ」

　そういうリサラの顔は、何な故ぜか少し赤かった。








　～独身死神のアンテナ能力～




「ほらねぇ。イリアってば、すんごく純真無む垢くな女の子でしょぉ？」

　イリアが言うと、マルベックが重いため息を吐ついた。

「どこがですか。室長ってば、おまじないを使ってリサラさんに嫌いやがらせしただけでしょうが」

　マルベックが畳たたみかけるように質問して来る。

「ゔっ」

「良りよう介すけくんにちょっかい掛かけたのだって、リサラさんが嫌がると思ってでしょう」

「ゔゔっ」

「そもそも名前書かれて恋れん愛あい成じよう就じゆするなんて思ってないから良介くんに書かせても平気なんでしょ」

「ゔ、ゔゔっ」

「ホントに書かれて、良介くんと恋愛成就しちゃってたらどうすんですか」

　その質問にイリアは、ちょっとだけ考え込んだ。

　すぐに、悔くやしそうなリサラの顔が思い浮うかぶ。

「うん、リサラが悔しがるならいいかも♡」

「もしかして、室長にとって恋愛よりもリサラさんの方が大事なんじゃ……」

「し、失礼なこと言わないでよねっ」

「いやだって」

「そもそも、良介くんをイリアが奪うばっちゃった場合、悔しがるのはリサラだけじゃないじゃない。だからリサラ特定はよくないって思う！」

「いや、自分で言った気が」

「なによっ！」

「いえ、なんでもありません！」

　ガバッとマルベックが頭を下げる。そして恐おそる恐る、頭を上げる。

「ちなみに、悔しがるのって他ほかに誰だれですか？」

　年とし増まとはいえ、マルベックもやはり色いろ恋こい沙ざ汰たの話には興味あるようだ。

「誰って、もしかしてマルベック気が付いてないの？」

「う～ん」

　腕うでを組んでマルベックが唸うなる。

「筋金入りね。三人、すぐにイリアは思いつくのになぁ」

「三人もっ!?」

「まったく、ホントに無能なんだから……」

　イリアは冷たい視線をマルベックに向けながら、幾いくつか記き憶おくを掘ほり起こした。

「そうね……うん、あの時の話がいいわ」

「あの時？」

「そうよ。てか、アンタだっていたはずなのに」

　やれやれと頭かぶりを振ふってから、イリアは話し始めた。
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　温かい。

　なんというか、背中がとっても温かい。

「ん……んぅっ」

　吐と息いきが、首筋に掛かかった。

　くすぐったいけど、温かい。

「んっ、ん─────」

　身じろぎして、より強く、抱だき枕まくらの要領で抱き付いてくる。

　加か賀が良りよう介すけはそっと顔を上げた。

　月夜に桜の花が舞まっている。

　こんな綺き麗れいな夜桜の下で良介は、一級死しに神がみであるリサラ・レストールと厚手の毛布にくるまっていた。

　振り返るとすぐリサラの寝ね顔がおがあるくらい、近きん距きよ離りだ。下には、明日あしたの花見に向けて用意したビニールシートが敷しいてある。

　この公園は、朝あさヶが谷や町でも有数の花見スポットなのだ。

「んふふふ♡」

　なんでか嬉うれしそうにリサラがより強く、背中に抱き付いてくる。

　ない、貧しい、残念と、散々言われているリサラのおっぱいが、柔やわらかさと幸せをしっかりと背中に伝えてくる。

　当然と言えば当然だった。

　だって、良介の視線の先には、リサラのブラジャーが転がっているのだから。

　幾らリサラのおっぱいが残念といったって、ノーブラなのだ。

　良介の背中にダイレクトにおっぱいが吸い付いてくる……。

「う、うゔ……」

　良介は泣いた。

　この状じよう況きようで何も出来ない。体がまともに動かないのだ。

　珍めずらしく生きる力は元気で、あっちはしっかり反応している。なのに、出来ない。手出しが一いつ切さい出来ない。

　良介には、ただ泣くことしか出来なかった。

　そうこれは、今日の昼から起きた悲劇だった。




　　　　※　　　※　　　※




「明日は日曜日だしさ、花見でもしないか？」

　それは、良介の何気ない提案から始まった。

　四月の足音がすぐそこに聞こえそうな春の土曜日のことだ。正午の教室は、春の陽ひ射ざしを浴びて温室のようにポカポカしている。

　窓から校庭を見れば、あと一～二週間も経たたずに新入生を迎むかえ入れる桜の木もかなり花を咲さかせてしまっていた。

「また唐とう突とつね」

　律りち儀ぎに教科書やノートを机から出して鞄かばんに入れていたリサラが、ちょっと驚おどろきの表情を浮かべて振り返った。

　赤く長い髪かみが、サラサラと輝かがやきながらたなびく。

　スラリとした長い手足、キュッと締しまったウエスト、少しキツめに整った顔立ち、可愛かわいいというよりも綺麗という言葉がぴったりな美少女、それがリサラという死神だ。

　ただし、胸は哀かなしいまでに真っ平ら……。

　そのリサラが、整った顔に不ふ審しんさをのせて良介を見た。

「いきなりどうしたのよ」

「なんだよ、俺が花見を言い出しちゃおかしいか？」

　少し拗すねた口調で返した良介に、リサラが素す直なおに頷うなずく。

「ええ。良介はどちらかと言えば、花より団子だと思ってたもの」

「失敬な。俺が一番好きなのは、女の子っていう花さ」

　キラリと白い歯を見せて、良介はかっこつけた。

　が、無視だ。

「美み菜なもどう？」

「え、もう行くことに決まったの？」

　リサラに声を掛けられた美菜が、眼鏡の下の目をパチクリとさせる。こちらは、リサラと違ちがって地味な印象が強い。

　ただよく見れば、眼鏡の下に隠かくされた顔は、おっとり系の美少女と断言出来る。そして何よりも、良介達が通う桃もも園ぞの学園でもトップスリーに入る巨きよ乳にゆうの持ち主なのだ。

　まさに逸いつ材ざいだが、幼おさな馴な染じみの良介としてはあまりに距離が近すぎて、あまりヨコシマな気持ちになれない困った相手でもある。

「ええ。良介にしてはまともでステキな意見だし、何より私は人間界で花見なんてしたことがないもの。折角だから楽しみたいって思うのが普ふ通つうでしょ？」

「そっか。うん、それもそうだね」

「お弁当は私と美菜が、それぞれ作りましょうか」

「腕うでを競きそうの？」

「まさか。二人が別々に作った方が、バリエーションがあって面おも白しろそうじゃない」

　リサラが、ちょっと行ぎよう儀ぎ悪いものの机の上に座って足を組む。

「問題は、どこで花見をするかよね。美菜はいい場所を知ってる？」

　発案者の良介を完全に放置して、リサラと美菜の間で花見の計画がみるみる出来上がっていく。

「良介くんの家の近所にある公園は、かなり綺麗かな。ただ……」

　言葉を切ってやや難しい顔をした美菜に、軽けい薄はくな声が掛けられる。

「あの公園、混こんじゃうんだよねぇ。いい場所を取りたいって思うと、ちょぉっと大変なんだよなぁ」

　盗ぬすみ聞きしていた福ふく宗むねイリアが、首を突つっ込んできた。

「でもでも、花見をしたいってのは、イリアもだいだい、だーい賛成♡」

　大おお仰ぎように両手を広げて、イリアがパチンとウインクをする。その動きで、現げん役えきグラビアモデルとしてのテクニックなのか、彼女自じ慢まんの巨乳が不必要なまでに大きく揺ゆれた。もっとも、その胸はリサラに勝つために仕込んだ偽にせ乳ちちなのだが……。

「イリア、言い当ててあげましょうか？」

　リサラが冷たい視線をイリアに投げかけた。

「え……な、なぁに、リサラちゃん」

「私と美菜が作るお弁当が目当てなんでしょ」

「ゔ……」

　イリアがものの見事に言葉に詰つまる。弱小死神組織メルロー人生保障の幹部であるイリアだが、薄はつ給きゆう過ぎて……とても困こん窮きゆうしている。グラビアモデルで稼かせいでいる賃金も、メルローの活動資金になっているとか、いないとか。

「あ、あのね、美菜さん。イリアってばここ数日、パンの耳カレーライスしか食べてないのぉ。お願いだから、誘さそってよぉ」

　リサラ相手では分が悪いと判断したイリアが、美菜にすがった。

「……あの、パンの耳カレーライスってなに？」

「コンビニで賞味期限ギリギリのレトルトカレーを買ってきて、三週間前に無くなったお米の代わりに近所の多た摩ま屋で貰もらったパンの耳を小さく千切って使ったものです」

「え、ええと、要するにパンの耳をご飯の代わりにしてるってこと？」

「うん。あらでも、意外に美お味いしいんだからねぇ」

「ま、まぁ、シチューだってフランスパンに合うし、美味しいとは思うけど……あ、あはははは、リサラ。連れて行ってあげようよ」

　あっさりとイリアの懇こん願がんに折れた美菜が、リサラの顔を見上げた。

「ったく、美菜がそういうならいいけどね」

「やったぁ！」

　パァァァァっとイリアの顔に、歓かん喜きが広がる。そんなやりとりを、取り残されちゃってぼんやり眺ながめていた良介は、ふと思った。

「あのさ、ちょっといいか？」

　声を上げた良介に、リサラ達の視線が集中する。

「公園が混雑するって件はどうなったんだよ」

　言いながら、良介は例年の混雑ぶりを思い出していた。確かに混雑するのだ。上うえ野の公園や井い之の頭かしら公園といった花見のメッカほどではないが、桜の木の下なんて場所は、基本的に前日からでないと取れない程度には混雑する。

「…………」

　混雑問題を提起し、提起しながら思い起こしつつ、良介は観念していた。

「分かったよ。リサラと美菜の腕によりを掛けた弁当が食べられるんだ。夜通しの場所取りは俺がやる」

「いいの、良介くん？」

　すまなそうな顔を美菜がするので、良介は思わず微笑ほほえんだ。

「俺がこういう性しよう分ぶんだってのは、小さい頃ころから知ってるだろ」

「うん、そうなんだけど……ごめんね」

「謝るなって」

「うん」

　殊しゆ勝しように美菜が頷く。そんな美菜と違ってリサラは、さも当然といった顔だ。

「何よ？」

　ジロリとリサラが良介を見返した。

「いや、別に」

「……ま、春近しといってもまだまだ寒いから、風か邪ぜを引かないように厚着していきなさいよ？」

　そう言うとリサラは机から降りて、鞄を取った。そして振ふり返ることなく、

「これ以上ないくらい、その舌とお腹なかを満足させてあげるから」

　ぶっきらぼうにリサラは宣言したのだった。




　　　　※　　　※　　　※




　春が近いとはいえ、夜はまだまだ肌はだ寒ざむい。

　ぶっちゃけ、太陽が出ていなければ三月はまだまだ冬と同じだ。というわけで、夜の公園は冬だった。

「寒い……」

　運良く占せん有ゆう出来た桜の木の下にブルーシートを敷しいて、良介は座っていた。

　場所を探していた時やブルーシートを敷いていた時は、まだ良かった。人間、体を動かしているだけで少しは温まる。

　それらの作業が全すべて終わって、ここに一人座っていると、みるみる体温を奪うばわれてしまうのだ。

「寒い……」

　もう何度目になるか分からない単語を良介が吐はいた時だ。

「おーっす！」

　いきなり声を掛かけられた。ギョッとして、縮こまっていた体から引きはがすように顔を上げると、そこにいるのはメルロー人生保障の四級死しに神がみにしてイリアの部下であるパオイ・マルベックだった。

　普段は扇せん情じよう的なボンテージ姿だが、マルベックもやっぱり寒いらしく、カーゴパンツにダウンジャケットを着ている。

　ただ……。

「うぃぃぃ、ひっく。ウチのイリア室長がさぁ、良介くん一人じゃ酷ひどいから行けって、ぷはぁぁ、気分良く呑のんでたのに命令しやがったわけよぉ」

　出来上がっていた。

　どうやら居酒屋からの直行らしい。しかも右手にはコップ酒、左手にはお酒やつまみが入っていると思われるコンビニのビニール袋ぶくろだ。

「あ、これぇ？」

　良介の視線に気が付いたマルベックが、よろけながら袋を上げた。

「ほらぁ、桃園学園の臨時講師もやってるじゃない？」

　ただの酔よっぱらいではなく、死神契けい約やくの解説など授業を受け持っている先生だったりする。

「お給料のほとんどはさぁ、メルローとイリア室長に取られちゃうんだけどねぇ。少しはへそくりしてるってわけぇ、えへへへぇ」

　ケタケタ笑いながら良介の隣となりに、倒たおれ込むようにして座ると、ぐでぇと寄っかかってくる。

「もーさー、呑むだけが生き甲が斐いってヤツなわけぇ。男もいないしさぁ」

　外見年ねん齢れいからすると三み十そ路じ間近なマルベックだ。

「お、そうだ。良介くんも呑む呑む？　呑んで、野や獣じゆうと化してお姉さんを襲おそったりしないのぉ？」

　さらに、でろーんと寄りかかってくる。

　ダウンジャケット越ごしでも、マルベックのおっぱいがふくよかなのが分かる。それは、リサラ──はなかった、美菜のおっぱいと違って、良く言えば熟うれてどこまでも柔やわらかい、悪く言えば張りが無く垂れている、そんな感かん触しよくだ。

「いやあの、そんなに酔うと……今夜ここで凍とう死しするような」

　良介の忠告なんて、アルコール漬づけになったマルベックの脳みそには、まったく欠片かけらも届かない。その証しよう拠こに、返ってきたリアクションは、一人で勝手にぐずぐずと泣き出すというめんどくさいものだ……。

「うわぁぁぁぁんっ、エロ介すけにまで無視されたぁ……うう、ちくしょう、呑むっ、もっと呑んでやる！　おらぁ、呑むぞーっ、呑むったら呑むぞっ、イリアの腹に入る金なら、こっちで全部呑んでやるろぉぉぉ！」

　へそくりを飲み代しろではなく、食費に回した方が……そう切実に思う良介だった。




　　　　※　　　※　　　※




「な、何なのよ、あれ……」

　茂しげみの中で、リサラは呟つぶやいた。

　別に好き好んで茂みに入っているわけではない。寒くて退たい屈くつしているだろうからと、差し入れの夜食とカイロを持ってきたところ、良介が何やら女性に抱だき付かれているのを見てしまい、つい、何な故ぜか自分でも分からないけれど、茂みに隠かくれてしまったのだ。

　ついでに、何故か自分でも分からないけれど、そのまま茂みで良介と女性を監かん視しし続けている。

「……ええ、自分でもホント何故か分からないんだけどね」

　誰だれに言うでもなく、自分で自分に状じよう況きようを言い聞かせるリサラだ。

「って、なんだ……マルベック先生じゃないの」

　ようやく、良介に絡からんでいるのがマルベックだと分かり、リサラはホッと胸をなで下ろし、かけて顔をブルンブルンと振った。

「別に、相手がどうとか、誰とか、どうでもいいことだし。でもまぁ、結局良介はまだ寒い夜空の下に一人だけってことよね。マルベック先生は、なんだか一人で酒盛りしてるし」

　良介が一いつ緒しよに呑んでくれないと判断したマルベックは、確かに一人で飲んで騒さわいで……典型的な酔っぱらい行動をしている。

　良介は、そんなマルベックに再び巻き込まれないように、少し離はなれて、暇ひまそうに星を眺めていた。

「まーしょうがないわよね。うん、この優やさしい私がやっぱり差し入れを──」

　ブツブツ独り言を言いながらリサラは立ち上がり、再びしゃがんだ。

　だって、誰かが良介に近寄っているのだ。

「いや別に、私がわざわざ夜食を作って差し入れするのがばれたって、そりゃ問題ないんだけど、でもほら………………」

　リサラが考え込む。

「あ、そうそう。でもほら、まるで私が良介に使われているみたいで、ちょっとしゃくに障さわるじゃない。それに良介だって、私みたいな女の子を使う横おう柄へいな男だなんて思われたくないだろうし」

　うんうんと、納なつ得とくいったのか何度も頷うなずくリサラだ。

　ただリサラがそんなことしている間に、新たな人ひと影かげはもう良介と接せつ触しよくしていた……。




　　　　※　　　※　　　※




「良介くん」

　いきなり名前を呼ばれて、良介は思わず跳はね上がってしまった。慌あわてて振り向くと、そこにはよく見知った幼おさな馴な染じみの姿が、星空をバックに立っていた。

「……美菜か」

「うん、私です」

　ニコニコと笑いながら美菜が、良介の横に座る。両足を横にずらして、ブルーシートにぺったんと女の子座りだ。

「何しに来たんだよ？」

「来たらダメかな？」

「そりゃそうだろ。夜中に女の子が一人で歩くなんて、不用心にもほどがあるぞ」

　携けい帯たい電話のデジタル表示は、もう二十三時を刻んでいる。立派な夜中だ。

「心配してくれるんだ」

「当然だろ。ってか、昔っから美菜は、鈍どんくさいっていうか、危なっかしいからな。いつだって心配してきたぞ」

「ブランコから落ちたり、滑すべり台の階段を踏ふみ外はずして落ちたり？」

　美菜が良介の顔をじっと見て、微笑む。特に意識している相手でなくても星空の下、並んで座っている女の子にじっと顔を見られたら……ドキドキしてしまう。

「…………」

「……ん？」

　美菜が微び笑しようしながら、黙だまった良介の顔を「どうしたの？」って顔で見る。恥はずかしい。もの凄すごく照れくさい。

「あ……いや……」

　良介は、気恥ずかしさから全力で逃にげるためにも慌てて記き憶おくの底を掘ほり返した。

「そ、そうそう。あと犬に吠ほえられて、おしっこ漏もらした時とかさ。確か、あの時に飛び込んだトイレって、ここの公園の公衆トイレだよな」

「…………はぁ」

　いきなり美菜がため息を吐つく。

「な、なんだよ」

「こんな時に、よりにもよってそんな思い出を言わないでいいと思う……」

　非難がましい目をされてしまった。

「わ、悪い……」

　頭を掻かいて謝った良介に美菜が、微苦笑しながら袋を差し出す。

「はい、これ。差し入れ」

「え？」

「コンビニで買ったおにぎり。もう、お腹なか減ってるかなって思って」

　場所取りのために良介は、夕方四時に食事をした。あれからもう七時間は経たっている。

　──グゥゥゥゥ。

　指し摘てきされると、素す直なおに反応する健康的な胃袋だ。

「ありがとな」

「いいえ、どう致いたしまして」

　おにぎりを食べ出した良介に、美菜が嬉うれしそうに笑ったが、同時に背後から声が飛んでくる。

「はいはい、アピールタイムは終わりですわよ」

　キュール・ゼリアだ。

　フワリと栗くり色いろでウエーブが掛かった髪かみが浮うく。

　リサラの従妹いとこの死神で、お人形のような可愛かわいらしさを持った少女だ。ただし、いささか腹黒い。

　それを証明するかのように、いつの間にかひっくり返っているマルベックを、ペイッと横に押しやってしまう（半分ブルーシートから落ちた）。そして空いたスペースに、美菜とは逆側の良介の隣に座る。

「いい星空ですわね。明日あしたはきっと晴れですわ」

　かなり寄り添そうような距きよ離りで……。




　　　　※　　　※　　　※




（ああっ、キュールまで……な、何をしてるのよっ！）

　リサラは叫さけんだ。心の中かつ茂みの中でだ。

　当然、良介達にはそんな叫びは届かない。

（ゔゔ……私も中に混ざろうかしら。で、でも、美菜がもう夜食の差し入れしちゃったみたいだし、今から出すのってなんか間ま抜ぬけよね……）

　自分の荷物を握にぎりしめ、リサラは深く悩なやむのだった。

　良介の姿をじっと見ながら……。




　　　　※　　　※　　　※




「キュール、お前まで来たのかよ」

「ニュアンスが微び妙みように違ちがいますわね」

　キュールが喋しやべっている間に、一緒に来ていたカエサルが、柔らかくて座りやすかったのかマルベックの腹の上にお尻しりだけ乗っけて脚あしを前に放ほうり投げる。ぐぐぐっとマルベックが唸うなるが、誰も気にしない。

「キュールとカエサルと美菜さん、三人一緒に来たんですわ」

「え、そうなのか？」

　美菜を見ると、うんと頷く。

「カエサルがいれば、安全でしょ？」

　良介の家の番犬にして、朝ヶ谷町内犬社会の頂点に立つジャーマン・シェパード、それがカエサルだ。

「ま、アイツがいればな」

「キュールもいるんですけれど」

　面おも白しろくなさそうにキュールが、頬ほおを膨ふくらませる。まだ見習い死しに神がみのキュールだが、その実力は、転がっているマルベックを優に上回るものだ。

「キュールの強さは言うまでもないからな。でも、美菜を送ってきてくれてありがとな」

　良介がそうフォローすると、キュールがさらにむすっとしてしまう。

「キュール？」

　良介がキュールの顔を覗のぞき込んだ時だ。ペタッと頬に何か押し付けられる。

「あっつっ！」

　熱い。すっごく熱くて、良介は慌てて顔を引っ込めた。

「あはははははははは」

　何かを押し付けたキュールが、嬉しそうに笑い声を上げる。

「なにすんだよっ！」

「はい、差し入れですわ」

　手て袋ぶくろをした手が伸のびて来た。両手でしっかりと缶かんコーヒー（ＨＯＴ）を握っている。

「え、これ、俺に？」

「だって寒いでしょう？」

「あ、ああ」

　コクンと頷いて良介は缶コーヒー（ＨＯＴ）を受け取り、すぐに熱くてお手玉してしまった……。

「あっつ、あちぃっ」

「学習能力を身につけた方がいいですわよ、まったく」

「ほらでも、裏表無いっていうか、素直に行動するタイプだから良介くん」

　呆あきれた顔をしたキュールに、美菜がフォローを入れる。

「欲よつ求きゆうにストレート、つまりケダモノってことですわよ、それ」

「悪かったな……」

　手袋を持ってない良介は、缶コーヒーを持つために袖そでを手の平まで伸ばした。

「いやでも、温かいものはマジでありがたいな」

「あら、でしたらお礼は行動で表して欲しいものですわね」

「行動って言われてもな……ええと、肩かたでも揉もめばいいのか？」

「もっと簡単なことですわ。そうですわね、この寒空の中を歩いて来た女の子はどうなると思います？」

「どうなるんだ？」

　分からずに美菜に聞いてみた。

「え……ええと、くしゃみが出る？　はっくち」

　ホントにくしゃみが出てしまった美菜だ。

「いや、それはキュールが言いたいことと違うんじゃないかな……」

「あら、惜おしいですわよ」

　キュールが答える。

「…………益ます々ます分からないぞ」

「まったく。いいですか、女の子ってのは寒さに弱いんですのよ？」

「はぁ」

「つまり、寒空の中を歩いた女の子の体は冷え切っているってことですわ」

「なるほど」

　そこまでは理解出来ても、ならそのために何をすればお礼になるかが良介にはさっぱり分からない。
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　とりあえず、キュールが持ってきてくれた缶コーヒー（ＨＯＴ）を口にする。体の中から温まってきて、すごく幸せだ。キュールの問い掛かけなんて、どうでもよくなってくる。

　そんな良介をキュールが睨にらむ。

「ちゃんと考えてますの？」

「あー、うん」

「まったくもう。いいですか、簡単なことなんですわよ？」

「ほう」

　適当に相づちを打ちながら、良介はちびちび缶コーヒー（ＨＯＴ）を飲む。

「抱だいて」

「ブッホォォォォォォッ……げふっ、げほっ、げほっげほっ」

　キュールの回答に、良介は思いっきりむせた。ＨＯＴなコーヒーが気管支に入ってしまい、かなり辛つらい。

「りょ、良介くん平気？」

「げほっ、げほっ……い、生きてはいるぞ」

　美菜に頷うなずきつつ、良介はキュールを睨む。

「なんですの、その視線は？」

　キュールは澄すました顔だ。

「あのなっ、自分が何を言ったか分かってるのかよ」

「あら、キュールは『抱いて』って言っただけですわよ。体温が下がってる時に抱きしめられたら温かいでしょう？　それとも、なんですの？　もしかして『エッチ』してってキュールに言われたって思ったんですの？」

　キュールが視線だけを良介に送ってくる。

「え……あ……いや」

「少なくとも、こんな場所で、しかも美菜さんもいるのに初体験をお願いしたりはしませんわよ」

　フンッとキュールが顎あごを斜ななめ上の夜空に向ける。

「まぁそりゃそうだよなぁ……」

　うんうんと良介は頷いた。そんな良介に、何な故ぜか美菜がため息だ。

「ホント鈍にぶいっていうか……」

「口が滑すべったってのに、ホントですわね。はぁ」

　キュールまでため息だ。

「ええと、なんだよ？」

「なんでもありませんわよ」

　硬かたい口調でキュールは言うと、立ち上がった。

「さてと、美菜さん。そろそろ帰りましょうか」

「え、もう帰るの？」

　美菜がキョトンとキュールを見上げた。

「ええ。そうしないと、このまま風か邪ぜを引きそうなお馬ば鹿かな人がいますので」

「？」

　さらに美菜がキョトンとした。

「それに明日の準備もありますわ。リサラお姉様は、超ちよう特急でもう終わらせていましたけど、美菜さんはまだでしょう？」

「うん、そうね。でも、リサラはもう準備しちゃったんだ。だったら、キュールちゃんが誘さそってあげれば良かったのに」

　美菜の言葉を受けたキュールが、茂しげみを見た。そして、ニマァァァァと笑う。

「キュールとしては、誘って欲しかった……そう言っておきますわ」

「え、ええと？」

「ま、こっちの話ですわ。では良介さん、明日まで頑がん張ばってくださいね」

　ぺこりと頭を下げ、キュールは美菜とカエサルを引き連れて去っていったのだった。
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「ようやく帰るのね……。ううん、でも今さら夜食を持って行っても間抜けなだけだし、やっぱり私も、もう帰ろうかしら」

　茂みの中で、リサラは呟つぶやいた。

　美菜が持ってきたおにぎりを食べ、キュールの缶コーヒーを飲んだ良介、今さら自分の夜食が必要とは思えない。

　というか、すっごく間抜けだ。

　最初に来て、最初に食べてもらえたはずなのに、こんな所に身を潜ひそめて……そのタイミングを逸いつしたなんて、絶対に良介にも美菜にもキュールにも、ばれるわけにはいかない。間抜け過ぎる。

「よし、帰ろう」

　リサラがそう呟いた時だ。

「もうばれてますわよ、キュールとカエサルには」

　横の通りから、呟きが響ひびいた。

　慌あわてて顔を上げると、キュールがニヤニヤとした顔をしながら歩いていた。

「………………」

　完全に固まってしまったリサラだった。




　　　　※　　　※　　　※




「キュールちゃん、どうしたの？　何か呟いてたみたいだけど」

　何か聞こえた気がして、美菜は隣となりを歩いていたキュールに声を掛けた。

「なんでもありませんわ。あんまりにも間ま抜ぬけなんで、ちょっと塩を送っただけですわ。ね、カエサル」

　呆れた口調でキュールが言うと、カエサルもまたやれやれと頭を振ふったのだった。




　　　　※　　　※　　　※




「はっ……」

　キュールに声を掛けられてから一分ほどだろうか。リサラは、ようやく硬こう直ちよくから解放された。

「ま、まさかばれてたなんて」

　茂みの中で頭を抱かかえる。このまま中身が入った夜食を持って帰ったら、絶対に、確実に、百パーセント、キュールにバカにされる。

　もの凄すごく呆れかえった顔をされるに決まっている。

「ああもうっ」

　リサラは立ち上がった。

　お手製のＢＬＴサンドイッチが入ったバスケットを片手に、茂みから大おお股またで歩み出る。

「食べる食べないは良介の勝手だし、押し付けて、それで家に帰ればいいのよっ」

　自分に言い聞かせながらノシノシと進む。

「…………すぅぅぅ、はぁぁぁぁ」

　良介の背中が間近に迫せまってきて、リサラは大きく深呼吸をした。そして、名前を叫さけぶ。

「りょ──」

「あ、リサラも来てくれたのか？」

「──げほっ、げほんげほん」

　途と中ちゆうで振り返られてしまったリサラだ。そのまま名前を呼ぶわけにもいかず、思いっきりむせてしまう。

「どうしたんだよ？」

「な、なんでもないわよ！」

　照れ隠かくしに叫び、リサラは隣に座った。そして固まる。

（え、ちょ、なんで私ってば座ってるのよっ。押し付けて帰る予定がぁぁぁ）

　今から立ち上がって夜食を押し付ける。

　不自然だ。一度座った意味が完全にない。

（……そうだ。夜食を押し付けてから、風邪引かないようにとか忠告して、それから立ち上がれば……うん、すごくスムーズな気がするわね）

　即そく座ざに次の策が出てきた。ちょっと自分の知ち恵えに感心するリサラだったが、

「あれ、その持ってるのって……もしかして俺への差し入れか？」

　良介に先を越こされてしまい、策は完全に崩ほう壊かいしてしまった。

「あの、ええと、その……」

「違ちがうのか？」

「違わないわよっ！」

　良介にバスケットを押し付ける。

「ま、魔ま法ほう瓶びんの中に温かい紅茶もあるから」

　そう言いつつ、何故か良介の顔をリサラはまともに見ることが出来ない。

「お、気が利きくな」

「当然でしょ。でもほら、おにぎりとか食べてお腹なかがいっぱいなら無理して食べないでもいいわよっ」

「ん？　おにぎり貰もらったこと、よく知ってるな」

　バスケットを開けながら良介が訊たずねてくる。

「え……」

　リサラは自分の顔が真っ青になっていくのを感じた。

　これでは、茂みの中からこっそり監かん視ししていたことが、良介にまでバレてしまう。

「ああ、そこにゴミ置いたままだもんな」

　良介の視線の先には、コンビニおにぎり特有の包装ビニールがある。

「そ、そうそう、それよ、それを見て思ったのよ」

　声が上うわ擦ずってしまうが、本質的に鈍い良介は気が付かない。リサラはほっと、我ながらない胸をなで下ろした。

「おっ！」

　いきなり良介が叫ぶ。

「今度はなによ！」

「……いや、その、リサラ怒おこってるのか？」

「怒ってなんかないわよっ。で、何なのよ、今度は」

「あ、いや、サンドイッチを手作りしてくれたんだなぁって思ってさ」

「え……あ、ほら、その別にそんなに時間掛かけたわけじゃなくて、明日あしたの準備の合間に、ちょっと、そのほんのちょっとやっただけだから」

　なぜか身振り手振りでリサラは、いかに自分が苦労しなかったかを力説した。自分でも、なんでそんなことを説明しないといけないか、さっぱり分からないのだが。

「短時間でも、これだけのものが作れるんだなぁ」

　良介が、サラダとローストビーフを挟はさんだパンを手に取る。

「ロ、ローストビーフもお手製だから」

　自然と主張してしまうリサラだ。

「……すごい手て間ま暇ひま掛かってるじゃないかよ」

「え、いや、その明日持って行く中から使ったから、別にその、良介のために作ったわけじゃないわよ……ごめん」

「……いや、謝られても」

「え……つ、ついよ、つい。でもでも、そのドレッシングは、このサンドイッチ向けに作ったヤツだから」

　喜色満面でリサラが、ドレッシングを指差し、固まり、星空に視線を泳がして、俯うつむいた。

「って、ああっと、その、うん。なんでもない」

「へ、変なヤツだな」

「悪かったわね。そもそも、お腹いっぱいじゃないの？」

「いや、まだまだ入るし、それにリサラが持ってきてくれた差し入れを、俺が食べないわけないじゃないか」

「──っ」

　俯いたまま、リサラは拳こぶしを握にぎりしめた。

　隣では良介がもぐもぐとサンドイッチを食べ始める。

　嬉うれしい。嬉しく思ってしまうリサラだ。

（ええ、嬉しいわよっ、嬉しいですともっ、くぅぅぅぅぅ）

　顔が赤いのが分かって、食べている姿を見ることが出来ないのが、なんでこんなに悔くやしいのか。

「ああもうっ！」

　爆ばく発はつだった。

　なんだか調子が狂くるいっぱなしの自分に我が慢まんが出来ない。

「リ、リサラ？」

「喉のどが渇かわいたのよ！」

　手近にあった缶かんを掴つかむ。

「あ、おい、待てっ、それって！」

「うるさい！」

　怒ど鳴なり、缶の中身を一気に飲み干す。

　飲んだことのない味だ。

　ちょっと喉が熱く、いや、体全体が熱くなってくる。

「…………あ、あのリサラ、それは」

「にゃによ」

「マルベックさんが持ち込んだお酒というか、なんというか……死しに神がみでも、やっぱり高校生は、よろしくない気がですね」

「うるひゃい！」

　美お味いしかったので、手近な缶の中身をまた飲む。

「ぷはぁぁっ、おいひぃ！」

「うわぁ、もう顔が真っ赤だよ」

「……悪いか──っ、顔が赤くなって、ひっく、どっこがわりゅいのよぉぉ！」

　叫び、リサラはいきなり服を脱ぬぎ始める。

「ちょ、ちょっと待て───！」

「にゃによっ、着き替がえるんだから、止めないでよねぇ！」

「いやその、着替えるって、何に？」

「ぱじゃま」

「いやいやいや、ここにそんな着替えないから！」

　良介の言葉に、リサラは周囲を見回した。確かにパジャマはなさそうだ。

「よろしい」

　頷うなずき、手を服の中に入れる。そして、ブラジャーのホックを外した。そして投げ捨てる。

「な、何をしてるんだ？」

「何って、寝ねる時に……ヒック、ブラジャー付けない派なのよ、私は」

「まぁ、形を保つ必要性はない大きさだしなぁ……って、寝るのかよ！」

　良介の突つっ込みを無視して、リサラは厚手の毛布を手に取った。

「良介！」

「は、はいっ」

「私が、ひっくっ、風か邪ぜ引いたら、どーしゅんのよ！」

「え、ええと、え？」

「寒いでひょ！」

「ええと、まぁ、うん、まだ夜は寒いよな」

　リサラがいきなり良介の腕うでを掴み、引き寄せる。

「お、おい？」

　戸と惑まどう良介を、そのままブルーシートの上に転がす。そして、その背中にまるで抱だき枕まくらのように抱き付く。

「ふわぁぁぁ、あったかいわねぇ……」

「え、あ、おい、ちょっと」

　抱き枕が抵てい抗こうする。

「うっさい……《捕スらヴえイしテ鎖イ》！」
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　金かな縛しばりの術式で、しっかりと固定する。

　そしてリサラは毛布を被かぶり、気持ちの良い睡すい眠みんへと落ちていった。

「ん……なんだろ、すごく落ち着くのよね………………」

　ブラジャーを外したおっぱいを、思いっきり良介に押し付けながら。




　　　　※　　　※　　　※




「…………ん？」

　視線でリサラは目が覚めた。なんだろう、起き抜ぬけだというのに、やけに視線を感じる。

「何よ、人の寝しん室しつに入ってきて……あれ？」

　青空が天てん井じように広がっている。

　下は布団ふとんではなく、ブルーシート。

　どう考えても、自分の部屋ではない。

　そして目の前には、良介の後頭部。

　自分の腕はそんな良介を抱きしめている。いや、腕だけじゃない。脚あしまで、しっかりと蟹かに挟ばさみで良介を抱きしめていた。

「な、な、な、なぁぁぁぁぁぁぁ！」

　跳はね起きる。

　そして左右を見て、気が付いた。そうだ、ここは花見会場だ。

「おはようございます、リサラお姉様」

「リサラ、おはよう」

　キュールと美菜が、もの凄すごく冷たい視線を投げかけている。

「うーん、これはスクープとして明日学校で言いふらさないとなぁ。加賀リサラ、エロ介と公園で初体験！　って感じかなっ♡」

　ニヤニヤとイリアが、まだ寝ているマルベックに座って笑う。

「…………え、ちょっと待って、初体験って」

　否定しようとするリサラをキュールがジロリと睨にらんだ。

「じゃ、夕べ何をしていたのか、説明出来ますわよね」

　その手にはリサラのブラジャーがある。

「え……ええぇぇっ！」

　自分の胸を揉もむ。

「あ、ノーブラ……」

「帰ってこないから、こんな早朝から捜さがしに来たんですけれど、まさか抱き合ってる姿を見せつけられるとは思いもしませんでしたわ！」

「ブラジャーを外して、良介くんと抱き合って寝てたのよね。何をしたのか、説明してよね、リサラ」

　美菜の笑え顔がおが怖こわい。こんな怖い美菜って初めてかも知れない。

「ちょ、ちょっと待って……え、その、ええと」

　思い出す。記き憶おくをほじくり返す。

　そして出た結果は、残ざん酷こくなものだった。

「お、覚えてないって……嘘うそ、私、う、嘘……」

　チラリと良介を見つめる。顔が自然と赤くなってしまう。

「ああぁぁ、ポッと顔を赤らめてますわ！」

「やっぱりリサラ！」

「ち、違ちがうのよっ、そうじゃなくて覚えてないだけでっ」

　そんな時だ。

「どうでもいいけど、金縛りを解いてくれ……」

　ボソリと良介が言った。

「あら、寝てたわけじゃないの？」

　リサラが、思わず聞き返した。そんなリサラに、顔だけ振ふり向いて良介は泣いた。

「金縛りくらって、一晩中おっぱい押し付けられてたんだぞっ。寝られる、寝られるわけね──だろ────っ！」

　それは魂たましいの絶ぜつ叫きようだ。

　リサラは、心底胸をなで下ろし、思った。

（……まぁでも、まだ早いわよね）

　その呟つぶやきは花見を始めることなのか、違うことなのか、今は自分でも分からないままにしておこう。

　苦く笑しようしながら、リサラはそう決めていた。








　～報告書の存在を忘れる死神達……～




「そんなことありましたっけ？」

　イリアの話を聞き終わったマルベックが、思いっきり考え込んだ。

「私は全然記憶がないんですけど」

「そ、そう？」

「ええ。室長、夢でも見たんじゃないですか？」

「なんだか、そうはっきり言われると……じ、自信無くなってくるんだけどぉ」

「だって、私にはホントに全然記憶にないし」

　自信たっぷりにマルベックが言い切る。そんな態度をされると、イリアもどんどん記憶が怪あやしくなってしまう。

「でもでも、とにかくっ、キュールちゃんとライファンが、良りよう介すけくんを狙ねらっているのは事実よ。ええ、これだけは絶対の自信を持って言える事実なんだから！」

　イリアが力説すると、マルベックが少し考え込んだ。

「ライファンって、《雷神の雹テイールハガル》幹部のライファン・ピグノートですよね」

「そうよ。人間と死しに神がみの関係を改革して、人間が死神に隷れい属ぞくする世界を構築しようとしてるテロリスト集団よ」

「そこの幹部が、良介くんに惚ほれちゃったりとか、ちょっと信じられないんですけど」

「恋こいは盲もう目もくって言うじゃない。それに《雷神の雹テイールハガル》の幹部って言っても、トップのガルダーブロウグに斬きり捨てられた節もあるからぁ……まぁ、良介くんになびいても仕方ないんじゃないかしら」

「でもでも、二人は知ってるんですか？」

「何を？」

「リサラさんも、良介くんのことが……たぶん好きってことを」

「ふ～ん、その程度は気が付いてたのねぇ」

「まぁ、漫まん画が本に名前を書く書かないの騒そう動どうのええと、レポート名『死神と初コミック』の話で、なんとなく」

　マルベックが、報告書をぱらぱらとめくった。

「まぁ、キュールちゃんもライファンも気が付いてるとは思うわよ」

「じゃぁ、リサラさんと良介くん争そう奪だつ戦せんを繰くり広げる気なんで？」

「さあ、それはどうかしらね」

　イリアは二人の顔ではなく、良介を想おもっているであろう三人目の顔を思い浮うかべた。

「ええと、私にはさっぱりなんですけど……」

「そうね。これは……カエサルに聞いたエピソードなんだけど」

　イリアの言葉をメモしつつ、マルベックが顔を上げた。

「カエサルって、良介くんの家で飼っている……あのシェパード犬の？」

「そうよ。犬の中の特異者ってほど霊れい力りよくを持ってる犬だけど、彼が教えてくれたことがあるのよ。良介くんと、彼をずっと想い続けている大おお倉くら美み菜なさんの話をね」

　イリアは目を閉じた。

　美菜の顔が浮かぶ。

　良介を巡めぐって、ただ一人リサラと正面からぶつかるだけの想いを持っているであろう、美菜の、いつもは優やさしそうな顔が、なぜか辛つらそうな顔で浮かんでくるのだった……。
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「いや、俺は梅つ雨ゆも好きだぞ？」

　傘かさを差したまま良りよう介すけは、前を歩くリサラの不満に答えた。

「本気なの？　毎日雨が降ってジトジトしてる季節が好きだなんて、どうかしてるんじゃないの？」

　うんざりとした顔で、リサラが足あし下もとの水たまりを避さける。

　季節はまさに梅雨真っ盛さかり。今日でもう一週間連続で雨が降っているのだ。おかげで普ふ段だんはサラサラと舞まうリサラの長い赤あか髪がみも、心なしか重苦しい。

「死神学校で梅雨って季節を習ってはいたけど、まさかここまで鬱うつ陶とうしい季節だったとはね。洗せん濯たく物ものは外に干せないし、海の苔りはしけるし……」

　ぶつぶつとリサラが、死神界の名門中の名門レストール家のご令れい嬢じようのくせして、妙みように所帯じみた愚ぐ痴ちを垂れた。

　その隣となりの美み菜なが、傘越ごしに雨空を見上げる。

「ジメジメしてるから、部屋干しでもなかなか乾かわかないもんね」

「でしょでしょ。そもそも部屋干しって、なんだか臭においが付くし。ほんと梅雨って最悪よね」

　我が意を得たりと、リサラが憎にく々にくしげに言い放つ。

「そーかなぁ。俺は梅雨は梅雨でありだと思うんだけど」

　前をしっかりと見ながら良介は答えた。その言葉にリサラが少しいらいらとしながら聞き返してくる。

「なら聞くけど、梅雨のメリットって何よ」

「そうだな……」

　良介は目をこらした。

「まずは、湿しつ気けだな」

「湿気って、それが最悪なんじゃないの」

「いいや、湿気だっていいことがあるんだぞ。服が肌はだにへばりつくところとか」

「それのどこがいいのよ……」

「普段よりもブラジャーのラインが見えるところ」

　言った瞬しゆん間かん、リサラが傘を持っていない左ひだり腕うでを背中に回した。

「……なんでずっと後ろにいるんだろうって思ってたけど、そういう目で私の背中を見ていたのね」

「失礼な。この俺がブラジャーのラインだけを見ていたと思うのか。ちょっと濡ぬれた髪の毛がうなじに絡からむのもイイッ」

　良介は立ち止まり、強く言い切る。

「湿気と暑さで、無意識のまま制服の裾すそを上げてお腹なかに空気を入れる。その時の肌色が最高だ。水たまり踏ふんじゃって蒸むれてそうな足の裏も想像するだけでワクワクする」

　目を閉じればありありとリサラの足の裏が目に浮かぶ。薄うす手でのストッキングが濡れて、ちょっと肌色が滲にじんでいる足の裏。ああ、素す晴ばらしいじゃないか。

「もういっそ、傘なんてやめて女の子は全員雨の中で濡れたりしたら、そこは夢の国じゃないだろうか。そうとも、傘なんて発明捨てちまえ！」

　握にぎりしめた拳こぶしを上げて良介は高らかに宣言したが、

「……あれ？」

　リサラと美菜は、とっくに先に歩いて行ってしまっていた。

「くそっ。あいつら！」

　慌あわてて後を追いかける。

「おいてくなんてひどいじゃないか！」

「良介が聞くに堪たえないひどいことを言い出すからよ」

　良介の抗こう議ぎに返って来たのは、リサラのつれない一言だ。

「良介くんらしいけどね」

　美菜が苦く笑しようする。

「ま、それはそうだけど……。それより良介、先に行きなさいよ」

　リサラと美菜が立ち止まってしまう。仕方ないので、良介も一いつ緒しよになってその場に止まった。

「先に行けって、なんで？」

「あのね。人の背中をエッチな視線で見ているって宣言したのは、どこの誰だれよ」

「俺だな」

「ど、堂々と言い切るわね」

「だって事実だし。今だってそんな視線だぞ」

「だからっ、先に行けって言ってるんでしょう！」

　リサラはそう怒ど鳴なるとくるりと振ふり返り、ずんずんと良介の後ろに回った。美菜もちょっと悩なやんだ後に、リサラに続く。

「梅雨の楽しみが……」

「どうでもいいから、さっさと歩く」

　うなだれた良介に、リサラが容よう赦しやなく告げる。

「はぁ～、分かったよ」

　仕方なく良介はトボトボと歩き出した。

　目の前に女の子の湿しめった背中がない。それだけで、梅雨は一気に最悪なものに思えてくる。だってジメジメしているし、濡れるのだ。

「そもそも、この傘って奴やつはなんでこう面めん倒どうなんだ。握るせいで片手がつぶれるじゃないか」

「ならレインコートでも着ればいいじゃない」

　リサラが即そく座ざに突つっ込んでくる。

「あれは、なんというか、なんか子供っぽい気がする」

「そういうものかしら」

「長なが靴ぐつもちょっと子供っぽい気がするかな。本当は便利なはずなんだけど」

　美菜が苦笑気味に言う。

「でも、それを言うなら美菜の傘も、ちょっと子供っぽくない？　そもそも、少し小さい気がするし」

　確かにリサラの言う通りだ。

　美菜の傘は青地に子犬のプリントが幾いくつかしてある。傘の骨の先せん端たんも大きめの球で包まれているし、そもそも普通の傘より一回り以上小さい。おかげで美菜は、リサラや良介よりも雨に濡れてしまっている。

「うん。だって小学校の頃ころから使っている傘だもん」

　美菜の返事は、とてもにこやかだ。

「小学校の頃って……どうして、小さい頃から使い続けてるの？」

「良介くん、憶おぼえてる？」

　リサラが疑問を口にしたのに、美菜はなぜか良介に声をかけた。

「憶えてるって、その傘のことか？」

「うん」

「…………」

　良介は記き憶おくの底を必死に漁あさってみた。

　幼おさな馴な染じみである美菜との記憶は多い。小学校に上がる前、美菜はよくお漏もらしをした。泣きわめく美菜をなだめてパンツを替かえてやる。良介の家でお漏らしした時なんて、自分のパンツを貸してやったこともある。

　というか、泣いている美菜からパンツを脱ぬがしたのも自分だ。

　今思うと、もの凄すごいことをしていたものだ。

　だって女の子のおしっこパンツを脱がして、アレを目まの当たりにして、あげくに自分のパンツを穿はかせたのだ。

　あまりにマニアックなプレイである。

（って、そうじゃないだろ）

　美菜＋おしっこラベルが付いた記憶の引き出しを、良介は慌てて閉じた。

　だって油断すると、今の美菜の姿でそんなプレイを妄もう想そうしそうになる。九十センチを超こえるバストに、やや地味だが学内でも評価の高い眼鏡をかけた可愛かわいらしい顔。そんな美菜に、このプレイは危険過ぎる。

　そもそも記憶を漁る目的はそこじゃない。

　傘だ、傘。

　……。

　……。

　……。

　何も思い出せない。

　美菜が初めてブラジャーをした時とか、そんな記憶ばっかりだ。

「良介くん、憶えてないんでしょ」

　美菜がクスクスと笑う。








[image: ]








「悪い。憶えてないみたいだ」

「ううん。そうだろうなーって思ってたから」

「ねぇ、美菜。その傘かさには何かあるわけ？」

　興味をそそられたらしいリサラが聞くが、美菜は「内ない緒しよ」と即そく答とうだ。

「良介、貴方あなたに関係してるんだからさっさと思い出しなさいよね」

「いや、そー言われてもさ」

「ふふふ」

　良介とリサラの会話を聞きながら美菜が上じよう機き嫌げんに笑い、いきなり「あっ」と小さな声を上げた。

「どうしたのよ？」

「リサラ、あの電柱の陰かげで震ふるえてる猫ねこ」

「え……ええと、どこの」

　リサラがキョロキョロとした時には、美菜はもう走り出している。

　向かった先の電柱の下には、確かにずぶ濡れの三毛猫がいた。首輪を付けているところを見ると、飼い猫らしい。

「ずいぶんと甘やかされて育った猫みたいね」

　リサラが呟つぶやく。

「なんで分かるんだよ」

「だって、この雨の中でどこかに隠かくれようとしてないし……でも、その割には随ずい分ぶんと痩やせてるわね」

　リサラの言葉で、良介は近所の電柱に『猫を探してます』という張り紙がしてあったのを思い出した。

「そうか、あいつ近所の広ひろ瀬せさんの家の猫だ。一週間くらい前に迷子になったって書いてあったな」

「……そういえば、そんな張り紙あったわね」

　話しながら歩いていると、美菜が猫の懐かい柔じゆうに成功したらしい。青い傘を脇わきに置いて、両手でずぶ濡れの猫を抱だき上げた、その時だ。

　突とつ発ぱつ的に吹ふいた風にあおられた美菜の傘が、コロコロと転がった。

　そして運の悪いことに、普ふ段だんはあまり通らない車が走ってくる。

「あっ！」

　慌てて手を伸のばそうとした美菜が、胸むな元もとの猫を落としそうになって、抱きしめ直す。

　そして青い傘は車に轢ひかれ、ぐしゃりと潰つぶれてしまった……。

「…………」

　呆ぼう然ぜんと美菜が、潰れた傘を見ている。

　それはもう傘とは呼べないほどにグシャグシャで、どう見ても直すことなど出来ない状態だ。

「私の傘……」

　雨に濡ぬれることも構わずに美菜が立ち尽つくしている。

　そんな美菜に傘をかざすべく良介は駆かけ寄りかけて、はたと思い出した。

　そう、傘だ。

　あの時も美菜は雨に濡れていた。

　小学校高学年だったはずだ。

　二人で帰っている時に、美菜が傘を飛ばしてしまった。そんな美菜を傘に入れてあげた。

　そして帰路が分かれる時に、良介はその傘を、買ってもらったばかりのお気に入りの傘を美菜に押しつけたのだ。

　確か美菜は、

『でも良介くんが濡れちゃうよ』

　とか言って最初は拒きよ否ひしたはずだ。そんな美菜に良介は、

『女の子は宝物だって父さんが言ってたんだよ。それに俺は弱っちい美菜と違ちがって強いからな。濡れたって風か邪ぜなんか引かないぜ』

　とか強がって無理矢理傘を持たせると、そのまま濡れて帰ったはずだ。

　でもって、情けないことに風邪を引いた。

　今になって思えば家まで一いつ緒しよに帰って、そこで傘を貸せばいいだけだが、いかんせん子供でそこまで頭が回らなかった。

（そうか、あの青い傘。俺が押しつけた傘だ。美菜の奴、ずっと大事に使ってたのか）

　一回美菜は傘を返しに来たが、『一度女の子にあげたものを受け取れるかよ！』とか、格好付けて受け取り拒否したのも思い出した。

（あの後、結局風邪を引いた俺を見み舞まいに美菜が来て……そうだ、また持ってきてたはずだ）

　思い出なんてものは、とっかかりを掴つかめば一気によみがえるものらしい。

　当時のことがありありと脳のう裏りに浮うかんでくる。

「良介、何をボサっとしてるのよ。美菜がこんなに濡れちゃったじゃないの」

　リサラの声で、良介の思い出は断たち切られた。

「え……あ、ああ」

　現実に戻もどると、もうリサラが美菜を自分の傘の中に入れている。ただ美菜は、もうずぶ濡れだ。

　髪かみの毛は濡れて顔に纏まとわり付き、その大きな胸を包んでいるブラジャーがばっちり透すけてしまっている。

「もしかして、こんな時まで濡れた美菜をエッチな目で……って、良介に限ってそれはないわね。馬ば鹿かが付くほど、女の子には優やさしいんだし。どうかしたの？」

　途と中ちゆうからいぶかしむというより、心配そうな顔になってリサラが聞いてくる。

「いや、ちょっと……まぁ、色々とさ」

　答えを濁にごしながら良介は近づくと、美菜に微笑ほほえんだ。

「美菜。傘なら俺がやるからさ」

　美菜が首を横に、強く振ふる。

「違うよ。違うよ、良介くん。それじゃ意味がないの……あの傘じゃないと、何にも繋つながってないから。私と良介くんの繋がりが、一つ壊こわれちゃったよ……」

　泣き出しそうな顔で──いや、雨に濡れているから分かりにくいだけで、泣いているのかも知れない──美菜が良介を見上げる。

　そんな美菜に、良介は今一度微笑んだ。

「分かってないのはお前の方だぞ、美菜」

「……え？」

「とにかく一度、家うちに来いよ。その三毛猫を近所の広瀬さんに返さないといけないし、お前にはどうしても受け取ってもらわないといけないものもあるしな」

　良介はそう一方的に伝えると、キョトンとした美菜を半ば無理矢理、自分の家へと連行したのだった。




　　　　※　　　※　　　※




「美菜さん、ずぶ濡れでどうしたんですの？」

　良介達が玄げん関かんに入ると、既すでに制服から私服に着き替がえていたキュールがカエサルと共にいた。

「ちょっとしたトラブルだよ。それより、キュールこそ何してるんだよ」

　美菜の代わりに答えた良介にキュールが一いつ瞬しゆん訝いぶかしむが、立ち入らない方がいいと判断したらしい。すぐに首をすくめる。

「久しぶりに雨が止やんだでしょう？」

　キュールの言う通り、確かに帰り道──広瀬さんに猫を返した頃ころから、雨が上がっていた。

「いやでも、ほんの一瞬だろ。雨雲がまだ凄すごいぞ」

「分かってますわよ。でも、たまにはカエサルに散歩させてあげないと」

「なるほどな」

「ってわけで、ちょっとだけ行ってきますわ」

　そう言うとキュールとカエサルが玄関から出て行く。

「さてと、俺たちは……まずは美菜、シャワー浴びて来いよ」

　良介の提案に美菜がコクンと素す直なおに頷うなずいてくれた。

「着替えはリサラのを使えばいいしな。いいだろ？」

「ええ、もちろん構わないわ」

　リサラはにっこりと笑うと、美菜を連れてバスルームへと向かい、顔だけで振り向く。

「良介、一つ言っておくけど……のぞいちゃダメよ」

「当たり前だろっ！」

「何が当たり前よ。前科者のくせに」

「いやその、俺だって時と場合をだな」

「ならいいけど。じゃぁ美菜、一緒に入りましょうよ」

「え？」

　驚おどろいた美菜に、リサラがクスリと笑った。

「あら、たまには裸はだかの付き合いもいいじゃない」

　そしてまた良介に振り向く。

「いい。のぞいたりしたら……絶対に許さないわよ」

「そ、そんな、くっ……いやだって、女の子二人が一緒にお風ふ呂ろとか、だ、だって、くっ、くそぉぉっ」

　頭を抱かかえ、良介は身もだえ──唐とう突とつに手を挙げた。

「はい、一つ提案があります！」

「一緒に入るってのは却きやつ下か」

「そんなの認められると思ってねぇよっ。そうじゃなくて、のぞきません」

「当然ね」

「その代わり」

「代わり？」

「脱だつ衣い場で、キャッキャウフフしてる百ゆ合りっぽい音を聞いててもいいですか」

「良介」

　リサラの顔に、優しい笑みが広がっていく。

　それはもしかしてＯＫサイン！　そう良介が確信したと同時に、

「私達がシャワー浴びている間、良介が居間から出ることを禁じるわね」

「なっ……ト、トイレとかどうすんだよ！」

「我が慢まんしなさい」

「宅配便が来たら！」

「宅配便のお兄さんにはかわいそうだけど、居留守」

「いやでも、そうしたら二人の裸を経由した湿しつ気けを何い時つ、何ど処こで、どうやってスーハースーハーすればいいんだよ！」

「だからそれをやめなさいって言ってるんでしょうが！」

　思いっきり怒ど鳴なられてしまった。もっとも、その様子に美菜がクスリとようやく笑ってくれる。

　それを見て良介とリサラは、ほぼ同時に小さくほっと笑い合った。




　　　　※　　　※　　　※




　良介は、リサラと美菜がバスルームに行った後、よんどころない用事でその言いつけを破って自分の部屋へと向かった。

　ガサゴソと古い荷物を引っ張り出して大きく一度頷き、そのまま居間へとリサラにばれないようにソロリソロリと歩いて行く。

「我ながらよくもまぁ取っておいたよな」

　居間に滑すべり込み、良介は持ってきた物を壁かべに立てかけた。

「後は美菜がシャワーを浴びて出てくるのを待つだけだな……ん？」

　自分で呟つぶやいて、自分で気が付いてしまった。

　なんか今の言葉って、まさしくこれからエッチしちゃうカップルみたいだ。

「いや待て、いやいや、俺は別にそんなやましい気持ちで言ったわけじゃなくてだな。そもそも相手は美菜だぞ。妹みたいな幼おさな馴な染じみじゃないか」

　居間には良介しかいないのに、一人で否定して一人で恥はずかしくなってしまう。

「落ち着けよ。うん……というか、あれだ、あれ。そもそも美菜一人じゃなくてリサラだって一緒にシャワー浴びてるわけで……………………くぅぅぅぅ」

　脳内にシャワーシーンが一気に広がっていく。

　きっとリサラは、美菜の裸ら体たいを見て言うはずだ。





『ねぇ美菜。どうやったらそこまでおっぱいが大きくなるわけ？』

　長い赤髪を結ゆい上げたリサラが、いきなり美菜の胸を下から支えるように触さわった。

『ひゃんっ。リ、リサラ、ちょっと』

　美菜が慌あわててリサラの手を振りほどこうとするが、ぴったりと吸い付いたように離はなれない。

　いやむしろ、ゆっくりとリサラの細い指が柔やわらかい美菜の胸に沈しずんでいく。

『あんっ……リサラ、だめだってば』

『美菜のおっぱい、凄く柔らかいし……重いわ。同じおっぱいなのに、どうしてこうまで違うのかしら』

　美菜の抗こう議ぎなんて耳も貸さず、リサラはぶつぶつ言いながら胸を揉もみ始める。

『やんっ、だ、だめよ、リサラ、んぅっ』

『ゔ～、やっぱり美菜のおっぱいはずるいわ』

『ず、ずるいって、リサラのウエストだって……じゅ、十分ずるいもの』

　反はん撃げきとばかりに美菜が、リサラのウエストに手をやった。その瞬間リサラが、

『ひゃぁんっ！』

　澄すんだ悲鳴を上げてしまう。

『ちょ、ちょっと美菜、なんてところ触ってるのよ！』

『リサラのお肌はだすべすべだし、ウエストに余計なお肉は全然ないし……ずるい』

『ず、ずるいって美菜のウエストだって！』

『贅ぜい肉にく……ちょっと掴つかめちゃうし』

『そ、その代わり、このおっぱいがあるんだからいいじゃない。えい！』

『ふああぁんっ。リ、リサラっ……私だって、えい！』






「そこで『ひゃぁぁぁん』ってリサラが変な、なんかこう、エッチな声を上げるわけだ。うゔ、たまらない。これはやはり、ノゾキに行くべきではなかろうか。いや行くべきだ。それが、女の子同士でエッチな声を上げ合っている二人への礼れい儀ぎと言うものじゃないかっ──いってぇぇぇっ！」

　良介の耳にいきなり激痛が走る。

「つ、つねるの禁止っ。耳つねるの、い、痛いから！」

「勝手に私達を変な妄もう想そうに登場させないでよね！」

　良介の耳から手を離したリサラが、鋭するどく睨にらんでくる。

「え……あれ、なんで、なんでもうシャワーシーン終わってるわけ？」

「知らないわよ、そんなの。ねぇ、美菜」

「うーん、良介くんの妄想がきっと凄く長かったんじゃないかなぁ」

　お風呂上がり特有のシャンプーのいい匂においを漂ただよわせた美菜が苦く笑しようした。

　リサラの白いワンピースを着ているが、梅つ雨ゆのこの蒸むす時期、しかもお風呂上がりなのになぜか薄うす手でのショールを羽織っている。

「暑くないのか？」

　良介が素そ朴ぼくな疑問をぶつけると、美菜が目をキョトキョトとさせて困こん惑わくの表情を浮うかべた。

「そ、それはそのぉ……ええと……」

「いいわよ、美菜。私が答えるから」

　リサラがジロリと良介を睨む。

「服と下着を貸したのはいいんだけど……つ、つけられなかったのよ」

　怒いかりながらリサラが言う。

「つけられないって何がだよ？」

「だからっ！」

　声を張り上げた後、リサラが俯うつむいてぼそぼそと口を開いた。

「ブラジャー……」

「…………あ、ああ」

　ポンッと良介は手を打った。

　言われてみれば当然だ。貧しいというよりも哀あわれを誘さそうリサラの胸を包んでいるブラジャーが、ふくよかで凶きよう器きと言ってもいい美菜の胸に対応出来るわけがなかった。

「ん？」

　良介は小首を傾かしげた。

　ブラジャーがつけられなかったということはだ。

　今の美菜はブラジャーをつけていない。つまり、

「美菜、もしかしてノーブラなのか？」

　ってことだ。

　良介の問いに、美菜が顔を赤らめて小さく頷く。

「ちょっと待て。待ってくれ。ノーブラだからショールってことはだ……」

　額に人差し指を当て、良介は熟考体勢に入った。

　考えること数秒。

　顔を上げ、ビシッと美菜の胸を指差す。

「そうか。浮き出ちゃってる突とつ起き物を隠かくすために、ショールを羽織ってるんだな！」

　見事な、見事なまでの推理だった。そう良介は自画自賛だが、

「わざわざ口にしないでもいいでしょうが！」

　リサラに怒おこられた。

「見てみなさい。美菜ったら、真っ赤になってどうしたらいいか分からないって顔してるじゃないの」

　リサラの指し摘てきの通り、美菜が真っ赤になったまま固まっている。

「いや、そう言われても。俺は厳正なる事実をだな」

「あーはいはい。とにかく、あのショールを取ろうとしたり、美菜の胸をジロジロ見たりしないこと。いいわね？」

「分かってるよ。リサラじゃないんだし」

「……そこでどうして私なのよ」

「だってシャワー浴びながら、ジロジロと美菜のおっぱい見たり、揉んだりしたんだろ？」

「し、してないわよっ。妄想と現実の区別くらい付けてよね！」

「本当か？」

　ジーッとリサラを見つめる。

「……当然じゃないの」

　妙みようにリサラの答えは歯切れが悪い。

「よし……分かった」

「分かればいいのよ、うん」

　そう満足げに頷うなずくリサラを横目に、良介は美菜に声をかけた。

「美菜、リサラに揉まれたんだろう？」

「あ、うん……」

　素す直なおに頷いちゃう美菜だ。

「っ……ち、違ちがうの良介くん、揉まれたっていうか、その触られたというか、弄いじられたっていうか……」

「もっとエロいじゃないか！」

「え、そうなのかな」

　美菜がリサラを見た。

「私はただ、その重さとか、弾だん力りよくとかを……ちょっとその興味あっただけで」

　胸むな先さきで両手の指を突つき合わせて、ばつの悪そうにリサラが言い訳をする。

「くそっ。なぜ、なぜ俺は理性的な男なんだっ」

「はぁっ？」

　リサラの目が、いや美菜の目まで点だ。

「俺がもう少し本能に正直だったなら、絶対にノゾキに行ったはずなのに。嗚あ呼あ、自分の理性が憎にくい。あまりに紳しん士し的な俺が憎いぜ」

「妄想してて機会を逃のがしただけのくせに」

　リサラの声が冷たい。

「……妄想で自分の衝しよう動どうを抑おさえ込んでいたのさ」

「妄想の衝動を抑えられなかっただけって気が、私はちょっとするかな」

　美菜の声は冷たくはないが、多分に苦笑いに属するものだ。

「……コホン」

　軽く咳せき払ばらいをして、良介は強ごう引いんに空気を変えようと試みた。

「何にせよ、シャワーを浴びてよかっただろ？」

　待っていた雰ふん囲い気きは、とても白々しいものだった……。

「はぁ～。ま、いいわ」

　リサラがやれやれと顔を振ふる。

「それで良介。美菜をウチに連れてきたのには、他ほかにも訳があるんでしょ？」

「え、そうなの？」

　美菜が口に手を当てて驚おどろいた。

「そうよ。美菜は……傘かさが壊こわれたせいで動転してて憶おぼえてないと思うけど、良介は貴女あなたに『受け取ってもらうものがある』って言ったのよ。そうよね、良介」

「ああ、確かに言った。てか、よく憶えてるな」

「珍めずらしく良介が真ま面じ目めな顔をしてたから、まぁなんとなくかしらね」

　リサラが軽くおどけてみせ、演技ぶった仕草で美菜へと良介を誘いざなう。

「ほら。私のことなんていいから、美菜と話しなさいよ」

「そうだな」

　良介はリサラに笑えみを返してから、美菜の前へと立った。

「良介くん？」

「あの青い傘さ。俺がお前に──美菜にあげた傘だったんだよな」

「……思い出してくれたんだ」

　美菜が、瞳ひとみに傘を失った悲しみをたたえたまま、寂さびしく微笑ほほえんだ。

「ああ。あの時も梅雨だったよな」

「うん。でも、もう無くなっちゃった……。良介くんとの繋つながりが一つ、切れちゃった」

　美菜が喋しやべりながら俯いてしまう。

「だから、それは違うぞ美菜」

「もちろん憶えてるし、忘れないよ。でも、やっぱり私にとってはあの傘は繋がりの象しよう徴ちようだったの」

「……俺だって分かるさ。思い出の品があると、やっぱり強さが違うよな」

「うん」

「だからこそ、違うって言ってるんだよ、美菜」

　良介はポンポンと美菜の頭を、優やさしく叩たたいた。

「……どういうこと？」

　顔を上げた美菜に、良介は軽く微笑み告げる。

「ちょっと待っててくれよな」

「う、うん」

　訝いぶかしげな表情を浮かべるが、美菜が頷く。

　そんな美菜を置いて良介は、壁かべ際ぎわに立てかけておいた物に向かった。

「美菜もさ、俺のことをあまり責められないと思うぞ」

　良介はその物を手に取りながら、ちょっと意地悪い声を上げた。

「責めるって？」

「昔のことを忘れてるってことさ」

　良介は美菜に振り返ると、その物をかざした。

「あっ！」

　美菜が驚く。

　それは青い傘だ。

　青地に子犬がプリントされた子供向けの傘。

　美菜が小学校の時に良介から貰もらい、さっき無残に壊れてしまうまで使っていた傘と同じものだ。

「どういうことなの？」

　黙だまって良介と美菜のやりとりを見ていたリサラも、さすがに驚きを隠せずに聞いてくる。

「元々、あの青い傘は俺のだったんだよ。それを、傘を無くした美菜にあげたんだ」

「それは、まぁなんとなく分かっていたけど。でも、どうしてあげたはずの傘を良介が持っているのよ？」

「簡単さ。美菜が律りち儀ぎな奴やつなんだよ」

「律儀？」

「ああ。美菜は傘を返しに来たんだけどさ、俺が一度女の子にあげたものを貰うわけにはいかないって、まぁ格好付けて突っぱねたわけだ」

「……らしいというか、良介は昔から変わらないのね」

　リサラが苦く笑しようする。その苦笑は馬ば鹿かにするというよりも、なんだか好意的なものに見えた。

「とにかくだ。でもってその後だよ」

「……うん。私、同じ傘を一いつ生しよう懸けん命めい探して買ったんだ」

　美菜が思い出す。

「そして、貰った物じゃなくて私からのプレゼントだからって言って、良介くんに受け取ってもらったんだよね」

　思い出を懐なつかしんでか、美菜の瞳が心なしか潤うるんでいる。

「おう、その通りだ」

「呆あきれた。どっちも強情ってことじゃない」

　リサラが目を丸くして、そして髪かみに手て櫛ぐしを通す。

「ま、でも、これが幼おさな馴な染じみってものなのかしらね」

「そういうことだ」

「しかしまぁ、美菜もだけど良介も傘をよくちゃんと持ってたものよね」

「いやだって、女の子からプレゼントなんてされたことなくてさ。使いもせずに大事に取っておいたんだよ」

「あ……だから良介くん、傘を使ってくれなかったんだ」

　美菜がはっとした声を出した。

「え？　ああ、まぁそうだな」

「私、使ってくれないからちょっとショックだったのに……」

「そ、そうなの？　だってほら、嬉うれしかったから大事に保管しようと思ってさ」

「ふうん。そこまで嬉しかったんだ」

　リサラがニヤリと笑う。

「だから言ってるだろ。初めて女の子から貰ったプレゼントなんだぞ」

「女の子ねぇ。いつも美菜は妹みたいなもんだって言ってるのに？」

　ニヤニヤとリサラが良介の顔をのぞき込んでくる。

「当たり前だ。いいか、バレンタインデーとかでも美菜が唯ゆい一いつの生命線だったんだぞ。嬉しいものは嬉しいに決まってるじゃないか。そうとも、それはそれ、これはこれだ」

「なんだかよく分からない理り屈くつね」

「俺が納なつ得とくしてればいいんだよ」

　そう言い切って良介は、美菜に傘を差し出した。

「完全に同じ物ってわけじゃないのは分かってるけどさ。あの時の傘には違いないだろ？」

「……うん」

　美菜がじっと傘を見つめている。

「だから、この傘だってあの時の繋がりの一つだと思うんだ」

「……そうだよね」

「そうだとも。だから繋がりは切れても、薄うすれてもないだろ。ってわけで、受け取ってくれよ」

「え……私が？」

　びっくりした様子で、美菜が良介の顔を見た。

「そうとも。いいか、別に俺がいらないって言ってるわけじゃないぞ。ただ、女の子が必要としている物があれば、男は笑って贈おくるべきってだけだ」

　断言しながら、良介はさらにグイッと傘を美菜に差し出す。その傘を手に取って、美菜が嬉しそうに笑った。

「うん。また、良介くんから貰っちゃったね」

「言っておくけど、今度は同じ物を買ってこないでいいからな？」

「良介くん、さすがにもう売ってないと思うな」

「……そ、それもそうか」

　美菜の指し摘てきに、良介は頭を掻かいた。当たり前すぎる指摘で、ちょっと恥はずかしい。

「でも良介は、雨とは縁えんがあるようね」

　会話に一区切り付いたと判断したリサラが、声をかけてくる。

「どういう意味だよ？」

「だって私と出会ったのだって、雨の中じゃない」

「……なるほど。言われてみればそうだったな。ずぶ濡ぬれのリサラを拾ったんだものな」

「拾ったって言い方は、なんか、ううん……」

「いやでも、事実じゃないか」

「ちゃんと、掃そう除じに洗せん濯たくに食事に……学校のお弁当まで作って、一宿一飯の恩義は返しているでしょ？　だから拾ったじゃなくて、やっぱり出会ったが適当よね、うん」

　リサラがうんうんとこれで決定と頷うなずく。

　良介としては特に異論はないし、実際に食事等々生活面では世話になりっぱなしではあった。

「あ、そうだ。だったら傘を買ってお返しする代わりに、今度リサラの分も含ふくめて私がお弁当作ってきてあげるね」

　満面の笑えみで美菜が提案してくる。なんというか、断るなんて誰だれにだって出来ないと思えるほどに、満面の晴れやかな笑みだ。

　もっとも良介には断る理由もないのだが。

「……申し訳ないんですけれど、キュールの分も作ってもらえると幸いですわね」

　いきなり、キュールの声が響ひびいた。

　廊ろう下かから、バケツを持って居間をのぞき込んでいる。しかもずぶ濡れ姿でだ。

「うん、キュールちゃんのも作るけど……どうしたの、その姿は」

　美菜が尋たずねると、キュールが自じ嘲ちよう気味に笑った。

「油断して、ちょっと遠くまで散歩しただけですわ。案の定、一気に降られてこの有様ですわ……」

　足早に廊下を通り過ぎていく。

「なんでバケツを持ってるんだよ」

　キュールが良介の問いに、立ち止まることなく答えた。

「とりあえずカエサルが泥どろだらけですので、水で流すんですのよ」

「なら俺も手伝うよ」

　良介はそう言うと、慌あわててキュールの後を追う。いくら何でもずぶ濡れのキュール一人に任せてしまうわけにはいかない。そもそもカエサルは良介の家の犬なのだし。

「てかさ、キュールはシャワー浴びてろよ。俺がカエサルの面めん倒どうは見ておくからさ」

「いいんですの？」

「いいも悪いもないって」

「でも……あっ……んっ」

　いきなりキュールが立ち止まってもぞもぞしだす。

「へっ……へっ……へっくち！」

　くしゃみだった。

「ほれ見ろ。風か邪ぜ引く前に暖まってこい」

「うう、分かりまし……へっくち……分かりましたわ」

　渋しぶ々しぶ頷うなずくと、キュールが自分の着き替がえを取りに部屋に入った。その間に良介はバスルームに行き、バケツにお湯を溜ためる。

「バケツ二杯はいってキュールの力じゃどのみち、無理だっただろ」

　お湯でいっぱいになった重いバケツを二杯手に提さげて、良介は玄げん関かんに向かった。

「来たわね。流すの、私達も手伝うわよ」

「うん。カエサルにはいっつもお世話になってるし」

　玄関では、腕うでまくりをしたリサラと美菜が待っていてくれた。

「まぁ、そんなに人数いないでもいいと思うけど……しかし、ホントに汚よごれてるな、お前」

　車に泥をはねられたのか、泥だらけのカエサルを呆れ顔で良介が見た時、だった。

　キュールが残した水すい滴てきに、良介は足を滑すべらしてしまった。

　そう、転んだ。

　バケツ二杯を持ったまま。

　宙を舞まうバケツ。

　そして──、

　ビッシャァ─────ン！

　激しい水音と共に、バケツは着地した。
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　物の見事にリサラと美菜の頭の上に。

　ずぶ濡れなんてものじゃない。

　完全にお湯を被かぶってしまっていた。

　まさに水もしたたるいい女状態……。

「な、何なのよ、いきなり……」

「あうぅ……」

　リサラと美菜がバケツを脱ぬいで、頭を振ふった。

　そのせいで、美菜のショールが落ちる。

　白いワンピースにピンクの突とつ起き物が二つ、浮ういていた……。そう大きな大きな二つの丘おかの頂上にだ。

　さらにワンピースのスカート部分が太ももに密着して、股こ間かん部分と太ももの間に▼──三角の空間を演出しているのだ！

　そしてリサラに顔を向ければ、まさしく透すけブラ状態。さらに、丘がぺったんな分、服がしっかりと体に密着していて、おへそのラインがくっきりと浮き出ていた。

　しかもストッキングも全部濡れてしまい、そこかしこに肌はだ色いろが浮き出る堪たまらなさ！

「これだっ、これだよっ。これこそが、濡れた季節の最高の、そう旬しゆんのフェティシズムって奴やつなんだっ」

　転んだ状態のまま良介は拳こぶしを握にぎりしめ、叫さけんだ。

「濡れるの最高！」

「……わざとじゃない。そう信じてはあげるわ」

　リサラの声だ。心なしか、ちょっと震ふるえてる。それも怒いかりで、

「素す直なおな良介くんのこと好きだけど、まずは反省って必要だと思うな」

　美菜の視線が、なんか凄すごく痛い。

「あ、あのいや、その……」

「このまま頭を踏ふみしめてあげたいけど、良介にはなんだかご褒ほう美びになりそうよね」

「うん。でもねリサラ、私にいいアイデアがあるの──カエサル！」

「オンッ！」

　カエサルが吠ほえる。

「な、なにを──げふっ!?」

　思いっきりカエサルの『お手』が良介の後頭部に炸さく裂れつし、顔面が床ゆかに激げき突とつだ。

「そのまましばらく反省してなさい！」

「うん。私達がもう一回シャワーを浴びてくるまでくらいかな」

　結局、その宣言通りカエサルは二人＋キュールがシャワーから戻もどってくるまで、長々と良介の後頭部を押さえ続けたのだった。

　泥だらけの足で……。

「後生だから、ノゾキに行かせてくれカエサル……」

「バウッ（少しは懲こりろよな……はぁぁぁ）」








　～腹黒室長、貧乳死神のことを考える～




「なるほど、美み菜なさんって良りよう介すけくんと昔から強い絆きずながあったんですね。だから室長は、美菜さんだけがリサラさんと戦えるって思うと」

　報告書に美菜のことを書き留めながら、マルベックが言う。

「そうね。年月っていう絆は、やっぱり強固だと思うのよねぇ」

　そう呟つぶやきながら、イリアはふとリサラのことを思い出してしまった。

　思えばレストール家の死しに神がみ養成学校入学以来の付き合いだ。しかも卒業後は別々の道を選んだはずなのに、気が付けばまた机を並べている。

　もう腐くされ縁えんとしかいいようがない。

「室長、何を考えてるんですか？」

「リサラのこと……」

　思わず答えてしまい、イリアは言葉を飲み込んだ。

　案の定、マルベックがニヤニヤとイリアを見ている。

「な、なんでもないしっ」

　慌ててイリアは否定したが、お構いなしに好こう奇き心しんで瞳ひとみを輝かがやかせながらマルベックが身を乗り出してくる。

「前々から思ってたんですけど、室長とリサラさんってやっぱり仲が良いですよね」

「はぁぁぁっ!?　イリアとリサラが仲が良い？　馬ば鹿かなこと言わないで欲しいわけ！」

「ですが、古い付き合いなんですよね」

「レストール家の死神養成学校以来よ。しかも、ホント最低な話だけど、全ぜん寮りよう制せいだからあそこ、ルームメイトだったのよ」

　苦々しくイリアは吐はき捨てた。

「ええぇ、でもそれって普ふ通つうは仲良くなるんじゃ」

「ま、まぁ仲良かった時期もあるにはあったけれどぉ……」

「どうして犬けん猿えんの仲になったんですか？」

「どうしてって……あれよ、全部リサラが悪いのよ。ええ、そうよ、イリアの純真を見事にリサラが裏切ったんだから！」

　マルベックから顔を背そむけつつ、イリアは言い切った。

「何があったんですか？」

「何って……」

「もしかして彼氏を取り合ったとか！」

「あのね。男の子なんてイリアもリサラも、卒業するまで寄せ付けなかったわよ」

「ええぇ、モテそうなのに」

「ま、イリアは見ての通り超ちよう美少女じゃないぃ。リサラもまぁ、見れなくはない方だし、男子達がみんな近寄れなかったのよねぇ」

　うんうんとイリアは頷うなずいてから、いきなり眉まゆをひそめた。

「そうよ、それに……遊んでる暇ひまなんて欠片かけらもなかったんだからっ！」

「し、室長？」

「そうよっ。あのリサラにだけは絶対に負けられなかったのよっ。だから寝ねる間も惜おしんで勉強したわっ。絶対に、絶対にリサラを蹴け落おとすって決めたんだから！」

　イリアの形相にマルベックがゴクリと息を呑のむ。

　ゆっくりと、ゆっくりとイリアは、封ふう印いんしてきた記き憶おくの蓋ふたを開け始めた。
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「初めまして。貴女あなたがイリアさんね」

　入学式会場の椅い子すに座った途と端たん、イリアは左ひだり隣どなりからいきなり声を掛かけられた。

　ちょっと驚おどろいてしまい慌あわてて振ふり返ると、そこには燃えるような赤い髪かみを持った女生徒が座っていた。

　イリアも自分の容姿には自信がある方だったが、思いっきり悔くやしいがこの少女には劣おとっている。素直にそう認められるほどに、隣に座った少女は可愛かわいかった。

　赤く長い髪は腰こしまで伸のびて、赤い瞳はくりくりと丸く輝き、眉の形も細くて絶ぜつ妙みようで、ニコニコと微笑ほほえんでいる表情は、本当にお人形さんのようだ。

「驚かせちゃったかしら？」

　少女が小首を傾かしげる。

「え、いえ……」

「私はリサラよ。リサラ・レストール」

　屈くつ託たくなく少女が手を差し伸べてきて、イリアは慌ててその手を握った。握ってからイリアは気が付いた。

「レストール？」

「ええ、そうよ」








[image: ]








「なぁぁぁっ!?」

　リサラの言葉に、イリアは思わず椅子から立ち上がるほどに驚いてしまった。

「レ、レストール家って……死神界の名門中の名門で、この死神養成学校を運営してる、あのレストールっ!?」

　イリアの言葉に、リサラが少し困ったような顔をする。

「そうなんだけどね。でも、だからってあまり特別扱あつかいして欲しくはないかな……」

「いやいやいやいや、だって特別よっ。死神界で一番権力がある家じゃないの！」

「それは事実なんだけど、私はまだ死神の資格すら持てない、貴女と同じただの学生よ」

「ただのって……」

　隣の可愛らしい少女を見ながらイリアは、自分の家を思い起こした。

　死神界でも田舎いなかの中の田舎。今まで故郷のことを言っても、十中八九どころか九割九分九厘りんの相手が、そこって人が住んでるっけ？　と聞き返して来る、そんなド田舎に実家はある。

　お隣さんまで一キロ近くあり、そもそも村の人口は三十人に満たない。おかげで名字なんてものもない。

　そんな家のイリアとしては、死神界で最も強力な権力を持つレストール家のリサラは、とてもただの学生には思えないのだ。

（いやでも、これはもしかしてチャンスじゃないの）

　ド田舎出身でバックも何もないイリアと違ちがい、目の前の人の良さそうなリサラはレストール家という大きなバックがあるのだ。このリサラと友達となれば、ゆくゆくはレストール家の上層部に食い込み、素す敵てきな生活と権力を手に入れることが出来る。

（そうよっ。イリアはあんなド田舎で終わる器うつわじゃないのよっ。偉えらくなって、死神界を動かすような地位と権力を握にぎって、そうよっ、イリアのことを散々馬鹿にした村長の息子むすこを見返してやるんだから！）

　グッと拳こぶしを握りしめてから──イリアはニッコリと満面の笑みをリサラに向けた。

「そうね。今はまだイリアもリサラさんも、ただの学生だもんね～」

「ええ、その通りよ」

「ねえリサラさん。イリアってばぁ、田舎から出てきたばっかりで知り合いとか誰だれもいないの。だから、もしよければイリアと友達になってくれないかしら……心細くて」

　俯うつむき寂さびしくて泣き出しそうな女の子を演じながら、チラリとリサラを見上げる。

　するとリサラは、本当に、心の底から同情する気配を見せて、イリアの手を両手で取った。

「そうなんだ。平気よ、イリアさん。私なんかでよければ、喜んで友達になるわ。もちろん分からないことがあったら、幾いくらでも私を頼たよってよ」

　じっとイリアを見つめながらリサラが言う。

「本当に？」

「もちろんよっ。今日から私達は友達よ。そうね、私のことはリサラって呼び捨てでいいわ。私もイリアって呼ぶから」

「リサラさ……ううん、リサラっ、ありがとう！」

　リサラの手を握りかえしながらリサラは、心の中で笑いが止まらなかった。

（ふふ、さすがはいいとこのお嬢じよう様さまね。チョロすぎねぇ。これでイリアのグローリーロードが始まったのよ！）

　そんなイリアの腹黒さなど微み塵じんも気が付かずに、リサラがニコニコと笑う。

「でも良かったわ。お祖じ父いさまからルームメイトは、入学試験で次席を取った天才だって聞いてたから、もしかしたら物もの怖おじしないで友達になってくれるかなぁって思ってたんだけど、本当に友達になってくれるなんてね」

「ちょ、ちょっと待って」

　リサラの言葉がすんなりとは頭に入らず、イリアは慌ててストップを掛けた。

「ルームメイト？　次席？　どういうこと？」

「あら知らないの？」

「うん」

「そうね、まずは次席のことだけど……入学式の座順は成績順なのよ。だから、先頭列の左ひだり端はしである私が首席で、その隣の貴女が次席ってわけ」

「ホントけ!?」

　あまりの事実に、思わずなまりが出てしまう。

「え？」

「あ、いえ、それって本当なのぉ？」

　慌てて都会向けに、少女漫まん画がや雑誌で勉強してきた可愛い言葉遣づかいへとイリアは切り替かえた。

「ええ、本当よ。だから私とイリアは寮りようも同室ってわけ」

「首席と次席だから？」

「ええ。養成学校は全ぜん寮りよう制せいでしょ。だから私生活も教育の一いつ環かんなんだそうよ」

「成績が近い者同士のほうが、切せつ磋さ琢たく磨まするってことぉ？」

「そういう考えみたいね。だから、学校でも部屋でもよろしくね」

　リサラがもう一度手を差し出してきた。

　イリアはその手を握りながら、この人の良いお嬢様をしっかりと利用し尽つくそう。そう決意したのだった。




　　　　※　　　※　　　※




　入学式から三週間もすると、徐じよ々じよにクラスの人間関係も固まってくるし、各おの々おののこともよく分かってくる。

　そうなると起きるのが、摩ま擦さつだ。

　特に異分子は標的となりやすい……。

「イリアさん。貴女ってば、凄すごい田舎の出身なんですってね」

　廊ろう下かを歩いていたイリアは呼び止められると、いきなり数人に囲まれた。ここ最近、既すでに数回似たような事態があったせいか、イリアは特に慌てることもなくメンツを見回した。

（この間の実技で、イリアとリサラのペアに負けた連中かぁ）

　田舎出身で家も貧しいイリアに負けたことが、よほど腹に据すえかねるのだろう。もちろん、リサラにも負けたことになるが、レストール家のお嬢様である彼女には、この連中は怖こわくて矛ほこ先さきを向けられないのだろう。

（この前は、ええとテストの点数でイリアを引き合いに出されて怒おこられた連中だったかなぁ。その前は……ああもう、面めん倒どうなんだから）

　思わずハァとため息が出てしまう。そのため息が取り囲んでいる生徒達には、自分達を小こ馬ば鹿かにしたものに映ったようだ。一気に怒いかりのボルテージが上がっていく。

「なによ、そのため息は。なに、ちょっと成績がいいからって私達を馬鹿にしてるわけ？」

「それに、実技だってリサラさんがいなければ私達に手も足も出なかったくせに」

　生徒達が言い募つのってくる。

　イリアは再びため息を吐ついた。

　彼女達に、ではない。その先に見えた人ひと影かげにだ。どうせまた、お節せつ介かいを焼くに決まっているのだ。

　リサラという友達は。

「何をしているのかしら、私のルームメイトに」

　イリアを囲んだ生徒達の後ろから、リサラが声を掛けた。

　幾分トーンが低いのは、かなり怒おこっている証しよう拠こだ。

　イリアは、この三週間同じ部屋で寝ね起おきし、教室での机も隣同士という環かん境きようで、この仮かり初そめ友達が、かなり短気だということがよく分かっていた。

　しかも、イリアの計画通りとはいえ、本気で自分を友達と思っている。そのせいで、イリアに火の粉が降りかかると必ずやってきて守ろうとするのだ。

　正直、お節介が過ぎてイリアとしてはうんざりだ。

「イリア、平気だった？」

　気が付けば、イリアとリサラ以外もう誰もいない。どうやらリサラの一ひと睨にらみで連中は逃にげ去ったらしい。

「えっとぉ……ありがとね、リサラ」

　心の中で、この程度なら一人でどうにかなるのにと思いつつも、イリアは感謝を伝える笑え顔がおを作った。

「いいのよ、気にしないで。友達じゃない」

　リサラが、演技の欠片かけらもない微び笑しようを浮うかべる。

　はっきりいって眩まぶしい。イリアには眩しすぎる笑顔だ。

（何がやだって、この笑顔よねぇ……どうしてこう、単純にイリアを友達って思えるんだか……はぁぁぁ、油断すると、なんだかイリアまでホントにリサラが友達だって思っちゃう時があるし）

　リサラと並んで歩きつつ、イリアは頭の中でぼやいた。

　あくまでもリサラは、イリアの野心のための道具なのだ。流されるわけにはいかない。

（そうよ。そもそも、次席のイリアにとって首席のリサラ……蹴け落おとす対象でもあるんだからっ。情に流されちゃダメよ！）

　イリアは自分に言い聞かせるように、決意を新たにした。

　そんな日々が続き、半年も過ぎた頃ころだ。

「ねぇリサラ～、今度の休みを使って舞ぶ台たいでも観みに行こうよぉ～」

　寮のベッドに腰こし掛かけながら、イリアは舞台のパンフレットを広げて甘えた声を出した。そんなイリアに床ゆかのクッションに座っていたリサラが苦笑する。

「また行くの？　先週もその舞台観に行ったじゃない」

「この役者大好きなんだもん。い～じゃない、イリアとリサラは親友でしょぉ？」

　友達は、半年の時間を経て親友へとレベルアップしていた。

　そう。結局イリアは、リサラのお節介と裏表のない全力好意のおかげで、あっさりと陥かん落らくしていたのだ。

「はいはい、分かったわよ。まったくもう、最近のイリアってかなり我が儘ままなんだから」

　苦笑したリサラに、イリアはクスリと笑った。

「いーじゃない。イリアが我が儘言う相手ってリサラくらいなんだからぁ。嬉うれしいでしょ♡」

「そりゃ嬉しいけど……知ってるイリア？」

「何を？」

「噂うわさ、私達に関する噂よ。最近私も知ったんだけど」

「イリアは、全然知らないなぁ」

「私達が付き合ってるっていう噂が流れてるのよ」

「え……でもでも、イリアもリサラも女同士じゃないのぉ」

　キョトンとしてしまうイリアだ。

「だから、そういう……そのレズっていうか、百ゆ合りっていうか、なんだかそんな噂が流れてるのよ」

　発言内容が恥はずかしいのか、リサラが少し俯きながらボソボソと説明する。

「そ、そうなんだぁ……」

「まぁ、言われてみれば男の子だっているのに……私達、いっつも二人でつるんでるものね」

　まだ少し顔を赤らめながらリサラが、自じ嘲ちよう気味に笑う。その言葉を聞きながらイリアは少し考え込み、首を傾かたむけた。

「う～ん、だってイリア、気になる男の子とかいないしなぁ。それにそれに」

「なによ？」

「なんだかみんな、イリア達のことチラチラって見るけど、まともに話しかけてくれないでしょぉ？」

　イリアとリサラは基本的に死しに神がみ養成学校でも、一いつ緒しよにいた。そんな二人を男子達はチラチラと見て、なにやら話し合うが、それだけで一定以上近づいては来ない。

　では一人の時はどうかといえば、全く同じだ。

　もちろん挨あい拶さつなどはするし、ちょっとした雑談はするのだけど、それ以上踏ふみ込んできてはくれないのだ。

「そうよね。私達っていうより、なんだか向こうから距きよ離りを置かれてる感じあるわよね」

　うんうんとリサラが頷うなずいた。それを見つつ、イリアは内心で苦笑した。

　だってイリアには、男子達が自分とリサラに近寄ってこない理由が分かるのだ。

（イリアから見ても、リサラは美人だもの……。普ふ通つうの男の子達には近寄りがたくて当たり前よねぇ）

　入学式の時には、まだかなり幼さが残っていたリサラだったが、この半年で一気に可愛かわいいから綺き麗れいへと変わりつつあった。

　さらにいえば基本的に生き真ま面じ目めなリサラは、レストール家の跡あと取とり候補に相応ふさわしい死神になろうと毎日毎日必死に勉強していて、あまり笑ったりはしゃいだりしないのだ。せいぜい、寮に帰ってきてからイリアとはしゃぐくらいで、校内の姿だけしか見ていない男子達にとっては、その家いえ柄がらもあってあまりにも取っつきにくい存在だというのは、イリアには容易に想像出来る。

（ま、隣となりにいるイリアもぉ、いっつも成績はリサラに次いで二位だし、可愛さだって二位だもの。下手な男の子が話しかけてこなくて当然よねぇ。フフ、地位の高い格好良くて強い死神でもなければ、ちょっとイリア達には相応しくないわよねぇ）

　うんうんと何度も頷くイリアに、リサラが怪け訝げんそうな顔を浮かべた。

「なにニヤニヤ笑いながら頷いてるのよ」

「え……あははは、えっとほら、イリアとリサラに釣つり合うような男の子ってどんな感じかなぁとか、ちょっと考えちゃってぇ」

「私達に釣り合うって、あのねぇ。なんでそんなに偉えらそうなのよ」

　リサラがやれやれと頭かぶりを振ふる。

「だってぇ、イリアもリサラも可愛いもん」

「たまに思うけど、イリアってどうしてそう臆おく面めんもなく言えるのかしらね」

「事実は事実だもの。でもでも、だったらぁ」

　イリアの瞳ひとみに、好こう奇き心しんがバッと灯ともる。

「な、なによ」

「リサラは、どんな男の子だったらいいのかなぁ」

「へっ？　ど、どんなって……」

　リサラが口元を引きつらせる。

「ふふふ、男の子に興味ないなんて言わせないからね？　それとも、本当に女の子が好きで……そうっ、イリアに恋こいしちゃってるって言うなら別だけどぉ」

「そんなわけないでしょ！」

「ふふっ、だったらぁ、イリアに好み教えて欲しいなぁ」

　ニヤニヤと笑いながら、イリアはリサラの隣に腰掛けた。慌あわててリサラが逃げようとするが、イリアは吸い付くように隣に座り続ける。

「ゔ、ゔゔ……そういうイリアの男の子の好みはどうなのよ」

　逃とう亡ぼうを諦あきらめたリサラが、精せい一いつ杯ぱいの反はん撃げきを試みた。

「イリア？　そうねぇ。財産があってね、権力があって、野心に溢あふれてて、そうそう同どう僚りようとか上司とか蹴落とす向上心がある男の子かな」

「か、かなって……そもそも、それって向上心って言うのかしら」

「言うわよぉ。やっぱり目標があるんだったら手段とか選ばないで、がむしゃらに走る人がイリア、好みかな」

　明るくイリアが微笑ほほえむと、リサラが少し顔を引きつらせた。

「まぁ、うん、確かにそんな男の子は校内にいなさそうよね」

「で、で、で、イリアは答えたんだからリサラの好みも教えてよね♡」

「好みって言われても……そうね」

　観念したリサラが腕うでを組んで考え込む。

　どうやら今まで、そういったことを考えたこともなかったようだ。

「男の子……ううん、素す敵てきな男の子の条件よね」

「そんなに考え込むことかなぁ」

「だって、そういったことって私には関係ないことだったし……」

「そんなに難しく考えないでも、ほら、一緒にいたら楽しそうとか、隣にいてもいいかなぁって思える相手でいいじゃない」

「一緒に？」

「そうそう」

「そうね、そういう相手なら……」

　リサラが天てん井じように目を向けた。そしてボソリと呟つぶやく。

「素直な人かしら」

「素直って、それだけじゃわからないわよぉ」

「ええと思っていることを隠かくしたりしない、何を考えているかしっかり分かる相手？」

「思ってることって？」

「男の子って、何を考えているか全然分からないんだもの。だからちょっと怖こわいって思わない？」

　リサラの言葉に、イリアは「う～ん」と悩なやみつつ人差し指を顎あごに当てた。

「男の子って、そりゃイリアだってよく知らないけど、なんだか単純なんじゃないのかなぁ」

「さあ。私にはそれも分からないわよ。だって、チラチラ私達を見るけど、何を見てるのか全然分からないし、なんで見たいかも分からないんだもの」

　それはきっとリサラが綺麗だって見とれてるんだと思うイリアだ。

「だからかな。思ってることを、ちょっと恥ずかしいようなことだってはっきり口にしてくれる相手が、私はいいかな」

　自分で言いながら自分で納なつ得とくしたらしく、リサラがすっきりしたと笑う。

「ええぇっ、それだけなのぉ？　イケメンだったり、頭が良かったり、色々とあるじゃない」

「う～ん、実際にその時にならないと分からないけど……今はあまり気にならないわね」

「はぁぁぁぁ、リサラってばホントにそっち方面には無む頓とん着ちやくなのねぇ」

　やれやれとイリアは頭を振った。もっともそれはそれでリサラらしいかもとも思うのだが。

「ま、でもいいわ。リサラは当分そういった浮ういた話はなさそうってことだけは、分かったもん」

　頭を上げて、イリアが手を拍うった。

「なんだか失礼なこと言われてる気がするわね……」

「なのでイリアから提案で～す」

　リサラの言葉を無視して、イリアは思いっきり手を挙げる。

「提案って無茶なことは嫌いやよ。そもそも明日あしたは舞ぶ台たいを観みに行くんでしょ」

「まずは提案を聞いてよねっ」

「うん」

「明日、リサラはイリアと舞台を観に行きます」

　手を下ろさずにイリアが宣言を続ける。

「ええ、そうね」

「これを、デートの模も擬ぎ戦とします！」

「デートのって……はぁぁぁぁぁっ!?」

　思わず腰こしを浮かしてリサラが聞き返して来た。

「だって、デートとか経験しないまま青春時代を送っちゃいそうなリサラが、イリアすごくかわいそうなんだもん」

「かわいそうなんだもん、じゃないわよ。そんなことしたら、私達が付き合ってるって噂がさらに強固になっちゃうじゃないっ」

「う～ん、まぁそれもいいかな」

「イリア、もしかしてっ」

　リサラが座ったまま思いっきり、イリアから距離を取る。

「違ちがう違う。どう思われててもいいじゃないってだけだってばぁ。それにまぁ、イリアは多分好きな相手が出来たら自分から、力尽ずくでもものにすると思うし♡」

「手段を選ばずに、確かにしそうね……」

　呆あきれた様子でリサラが答える。

「そういうわけで、デート気分で楽しみましょってことよぉ」

「はぁぁ、いいけど……デートの模擬戦って何をするのよ」

「う～ん、まずは服装？」

　イリアが言うと、リサラが即そく座ざに理解する。

「ああ、ちゃんとした相手に見せる服装をしてこいってことね」

「うんうん」

「でもイリア。私は、寮りように気合い入った服なんて持ってきてないわよ。イリアだってそうじゃない」

　リサラの指し摘てき通り寮生活に必要な私服くらいで、デートなんかで着るような衣服は持ってきていない。

　一番手の込こんだ衣服といえば、入学式の時に着た正装になるが、公おおやけの場で着る服装でデートで着るものでは絶対にない。

「そうだ。なら、一番お気に入りの下着を着て行くってのは、どーかしら」

　イリアのアイデアに、リサラが「はぁ？」と目を丸くする。

「あら勝負下着って、今日の授業でも言ってたでしょぉ。人間界では、ここ一番相手を籠ろう絡らくしようって時は、一番気に入っている下着を身につけて勝負に挑いどむって」

「それは言ってたけど……」

「でしょでしょ。というわけで、明日の舞台は勝負下着を着用で決定！」

「まぁ……うん、その程度ならいいかな」

「デート前に勝負下着姿を見せっこしようね♡」

　ニコニコと笑うイリアとは対照的に、リサラは額に手をあてたのだった。

「…………他ほかの生徒に見られたら、噂うわさが確実に真実にされそうね」




　　　　※　　　※　　　※




「ふわぁぁぁぁぁぁぁ」

　翌日の朝、イリアは自分のベッドの上で思いっきり体を伸のばした。

「時間は……うん、まだまだ余よ裕ゆうね」

　反対側に置かれたリサラのベッドに目をやると、もう起き出しているらしく姿はない。ただベッドの上に下着が綺麗に畳たたまれて置いてあるだけだ。

「リサラも先生が言ったことを守ったのかぁ。よしよし」

　勝負下着は出かける直前に着けて、なるべく清潔な状態で行く。それが授業内容だった。

「まぁ、まれに汚よごれている方が好きな人間もいるらしいけど、そういうのは変態って人種だって先生言ってたし、イリアは変態じゃないもんね」

　立ち上がり、イリアは勉強机二つ分あるベッドとベッドの間をそっと歩いた。

「着る前に、ちょっと気になるし……」

　レストール家のお嬢じよう様さまが、一番気に入っている下着がどんな物なのか、やっぱり気になるのだ。以前のようにひがみとかはないけど、少しの気き後おくれはどうしてもある。

　だから先に確かく認にんして、驚おどろきを抑おさえておきたい。

　とか思いつつ、本当はやっぱり好奇心のような気がしないでもないが……。

「あれ、意外に平へい凡ぼんかなぁ」

　手に取ったリサラのブラジャーは、ホックが背中にあり、クリーム色の生き地じに花はな柄がらのレースが入ったものだ。寄せてあげるようなものでもなんでもなく、落ち着いたデザインのブラジャーだ。

「ううん、でもレストール家が買ったものなんだし……」

　ひっくり返して胸を包む部分を確認するが、人間界でいうところのコットン生地で、単に優やさしい肌はだ触ざわりってだけだ。

「あえて言うと、ストラップの付け根のこのリボンが可愛かわいいって感じ？」

　肩かた紐ひもへと伸びるストラップにあしらわれた、ワンポイントのリボンが可愛らしい。派手すぎず、でもしっかりと目立つほどよい大きさのリボンだ。

「うーん、見てるウチにどんどんこのリボン気に入ってきちゃったかも」

　イリアはくりくりとリボンを指で弄いじった。

　するとだ。

　ぽろん。リボンが落ちてしまった。

「うえぇぇぇぇぇぇぇっ?!」

　思わず跳とび退のいてから、イリアはゆっくりと落っこちたリボンを手に取った。

　間違いなく外れてる。

　ただ引きちぎったというわけではなく、ストラップから取れてしまっただけらしい。

「あ、焦あせらせないでよ、もう……。とにかくリサラが戻もどってくるまでに、元通りにしないと」

　ガチャガチャとストラップにリボンを付け直そうとする。

「あれ、この、くぬっ……ああもうっ、なんでちゃんと付いてくれないのよぉっ！」

　ビリッ。

「あ……」

　ストラップごと、繊せん細さいに編み込まれたレース部分が今度こそ、正しよう真しん正しよう銘めい千切れてしまう。つまり、壊こわしてしまった。

「え、ちょ、ちょっと待って、ええとっ、嘘うそっ……」

　イリアは自分でも顔が真っ青になってしまうのが分かる。

　こっそり抜ぬけ駆がけで確認したあげくに、壊したなんて、絶対に怒おこられる。烈れつ火かの如ごとくリサラに怒られる。

　この半年間のルームメイト生活で喧けん嘩かは何回かしているものの、たぶん今回は過去最悪だろう。

「ええと、その……そ、そうだっ。イリアのブラジャーとパンツと交こう換かんで、ゆ、許してもらえないかなぁ」

　そう思い立って、自分の枕まくら元もとに向かう。そこには夕べ畳んで用意しておいた下着があるはず、だった。

「あれ、ブラジャーがない？」

　枕をひっくり返してもない。寝ね相ぞうが悪く蹴け飛とばしたのかと、布団ふとんを剥はいでみても見つからない。

「あれ、どうして……夕べ、確かにイリア用意したと思ったのに」

　もう泣きそうだ。

「……そうだ。それならせめてソーイングセットで、直しちゃえばいいんだ」

　死しに神がみとして将来は人間の人生をサポートするのだ。裁さい縫ほうの練習くらいはしている。

　そう思い立ってリサラのブラジャーと取れたリボンを手に取り、ソーイングセットを取り出そうとした時、扉とびらが開いてリサラが入って来てしまい、イリアは悲鳴と共に飛び上がってしまった。

「ひゃぁぁっ!?」

「ど、どうしたのよ」

「あ、いえ、そのなんでもないかなぁ」

　笑え顔がおを作りながら、イリアは自分の後ろにブラジャーをそそくさと隠かくした。そんなイリアの様子を、リサラが怪け訝げんそうに見る。

「……イリア、どうしたの？」

「だ、だから、どうもしてないってばぁ」

　ニコニコと笑顔を作りながら『何事もない』と嘘を吐ついてしまう。もう泥どろ沼ぬまだ。

（あーもうっ、どうしよう……素す直なおに最初から謝れば良かったかも。で、でもでも、まだばれない一いち縷るの望みもあるんだもん）

　そう思いつつ、イリアはくしゃくしゃと背後でブラジャーをまとめて──不ふ吉きつな手触りに襲おそわれた。

　爪つめの先に破けた部分が引っかかって……ブラジャーの傷口が広がった気がするのだ！

（ああもうっ、なんでよぉぉっ。イリアが何か悪いことをしたって言うの────っ！　あ、まぁうん、したんだけど……）

　泣き出したいイリアだ。

「イリア、やっぱり……いつもと違ちがうわよね」

　リサラがイリアの様子をうかがう。

「そ、そ、そぉぉぉかしらぁ」

　思いっきり冷ひや汗あせが出てしまう。

「うん……ねぇ、イリア」

「な、なにかしらぁ」

「本当はもう、気が付いて──」

「ひぃぃぃっ、悪気はなかったのぉ！」

　咄とつ嗟さにイリアは叫さけんだ。そんなイリアに、リサラが目を何度も瞬またたかせてる。

「悪気って……ええと、イリアが私に？」

「え……違うの？」

「あの、ええと、イリア、何かしたわけ？」

「あ、その、そうだけど、もしかしてリサラもイリアに何かしたの？」

　イリアが言うと、リサラが視線を泳がせた。

　間違いなく、何かリサラも隠している。

「ねぇイリア。お互たがい何か隠してるみたいだし、同時に白状しない？」

「うん、それがよさそうかなぁ……。じゃぁ、いっせいの──」

　イリアとリサラが同時に「せっ！」と言って、ブラジャーを前に出した。

　イリアはリサラの壊しちゃったブラジャーを。

　リサラはイリアの濡ぬれたブラジャーを、だ。

「リサラ、これはどういうこと？」

　自分のブラジャーがなんだか凄すごく臭くさい。イリアは、眉み間けんにしわを寄せてリサラを睨にらんだ。

「あのええと……牛乳飲んでたら、イリアのブラジャーを見つけちゃったのよ。で、気になって手に取ったら、凄いパッドが入ってて……思わず笑い出しちゃってね、牛乳を思いっきり噴ふいたの。ほら、そしたら思いっきり牛乳がブラジャーにかかって、その詰つめ物とかにしっかり吸収されてしまいました」

　たじたじとリサラが説明する。

「やっちゃったって思ったから、お風ふ呂ろ場ばに行って洗ってドライヤーで乾かわかしたんだけど……そしたら、とっても臭くなっちゃって」

「な、なんてことするのよぉぉっ。これイリアが持ってる唯ゆい一いつのバストアップなブラジャーなのにぃっ。宝物なんだから！」

「う、うん、悪いって思ってる」

「それで済むわけないでしょ！」

　臭くなったブラジャーを掴つかんで、イリアはリサラに詰め寄った。

　と、モワァッと臭さがにおい立ち、お互いに顔を背そむけてしまう。

「ゔゔ、イリアのブラジャーがぁ……雑ぞう巾きんになっちゃったじゃないっ。いくらリサラでも、これはさすがに許せないわよ！」

「え、ええと、その……詰め物取れば、まだそんなに臭におわないかも」

「それじゃ意味ないでしょっ。詰め物入れないと、おっぱいがあるんだかないんだか分からないから、だから入れてるんでしょぉ！」

「うん、まぁ……イリアのバストサイズ、私より小さいもんね」

　申し訳なさそうにリサラが言うが、その一言がイリアの怒いかりをさらに噴ふん火かさせる。

「なによっ、その言い方っ。リサラだって、男の子と大して変わらない平べったいおっぱいじゃないの！　みんな言ってるわよ。美人だし成績はいいけど、おっぱいだけは将来性の欠片かけらもないって！」

「なんですって!?」

　イリアの中で燃えさかる怒りの火が、思いっきりリサラにも燃え移ってしまう。

「そもそもさっきから私が一方的に悪いみたいに言ってるけど、イリアだって私のブラジャーをどうしたのよっ」

「え……あ、その、肩紐のリボン壊しちゃったっていうか、そのごめんなさい」

　イリアが差し出したブラジャーをリサラがひったくる。

「ああっ、ホントにっ。リボンが取れちゃってるっ。このリボンが可愛いから、これ私のお気に入りだったのに！」

「いやでも、ほら、ブラジャーとしての機能は残ってるし……」

「機能って、ふんっ、私はイリアみたいにブラジャーで誰だれかを騙だまそうとか思ってないもの。可愛らしさが一番重要に決まってるじゃない」

「だ、騙そう？　イリアは別に騙そうとかしてないもんっ。ただちょっとおっぱいを大きく見せようって思っただけだしっ。それが自分を可愛く見せようってことでしょぉ！」

　イリアが再度臭くなったブラジャーをリサラに突つき出す。その手をどけてリサラがイリアを睨む。

「それを騙すって言うんじゃないのっ！」

「違うもんっ。将来を先取りしてるだけよ！」

「将来？　この間の身体測定で入学時から全然変わってなかったのは誰でしたっけ！」

　リサラが勝ち誇ほこったように、上から目線でイリアを見下ろした。

「そ、それは……あれから大きくなったのよ！」

「身体測定って三日前なんですけどぉ。あーあー、イリアらしくもないわね。苦しい嘘にも程ほどがあるんじゃないかしらっ」

「自分だって五ミリしか育ってないくせに！　てか、体重だってリサラ増えたんだし、太っただけでしょぉ」

　イリアの言葉に、リサラが眉まゆをぴくんと跳はねさせた。

　そして二人がその場で睨み合い、バチバチと火花を散らせる。

　一秒、二秒、三秒、四秒、五秒。

　完全に同時に二人が動いた。

「リサラっ、そこまで言うならイリアが、今ここで貧乳っぷりを測ってあげる！」

「それはこっちの台詞せりふよっ。お子様胸を私が測ってあげる！」

　互いにノーガードでシャツを脱ぬがしあう。ほとんど取っ組み合い状態で床ゆかに転がり、二人共そのまま互いのスポーツブラを脱がしあう。

「あれリサラってば、今日はブラジャーしてるんだっ」

　リサラの上に今にも鼻と鼻が接せつ触しよくしそうな距きよ離りで覆おおい被かぶさったイリアが、嘲ちよう笑しようした。

「何よ、イリアだってそうだったじゃないのっ」

「ゔっ……あ、暑かったからいいのよっ」

「汗あせ掻かいて乳ち首くび見えてたわよっ。ホントもう信じられないっ」

　リサラがイリアのスポーツブラを一気にたくし上げる。同時にイリアもまたリサラのをたくし上げた。

「そういうリサラだって見えてたでしょうがっ」

　互いに薄うすいおっぱいがモロだし状態になり──またもや同時に動いた。

「どうせリサラは毛だって生えてないんでしょ！」

「産うぶ毛げは生えてきてるわよ！」

　今度は互いにパンツを下ろし始める。

「うるさいっていう苦情で来てみれば……。一つ質問してもいいかしらね」

　いきなり、大人の声が部屋に響ひびいた。

「りょ、寮りよう長ちようさん……」

　イリアがギギッと振ふり返り、いつの間にか部屋にいた独身のまま初老を迎むかえてしまった女性寮長を見た。

「それにみんな……」

　女子寮の生徒達も寮長の後ろで両手で顔を覆いながら、好こう奇き心しんの視線を投げかけてきている。

「不純異性交遊は当然禁止していますけれど、不純同性交遊も許可した覚えはないのですけれど、これはつまりそういう行こう為いの真っ最中だと認にん識しきしてもよろしいのかしら」

「違います！」

「違います！」

　イリアとリサラが仲良く叫ぶ。

「あのあの、二人ってやっぱり付き合ってるの？」

　女生徒の一人がおずおずと手を挙げた。








[image: ]








「なんで私がイリアなんかと付き合わなきゃいけないのよ！」

　リサラが叫さけぶ。一歩遅おくれてイリアもまた叫んだ。

「それはイリアの台詞だもんっ。この貧乳無毛女！」

「なんですってぇっ！」

　再びパンツの下ろしあいを始めようとして寮長の雷かみなりが落ちた。

「いい加減にしなさい！　だいたい喧けん嘩かの理由はなんなのですか」

「リサラがイリアのブラジャーを雑巾にしたんです！」

　すかさずイリアが訴うつたえる。その言葉に、女子生徒達が「えー、ひどいかも」とひそひそと言い合う。

「本当なのですか、リサラさん」

「はい……でも、イリアも私のブラジャーを壊こわしています」

「イリアさん？」

　寮長に見られて、イリアは小さく頷うなずいた。

「まったく、互いに何をやっているんだか……。いいですか、やってしまったことは仕方ありません。しっかり互いに謝って水に流しなさい」

　そういうと寮長は生徒達を引き連れて部屋を出て行った。

「リサラ、イリアはさっき『ごめんなさい』って言ってるからね。だから謝るのはリサラだけよ」

　そっぽを向きながらイリアは宣言した。

「なっ、なんですってっ。いいじゃないの、一いつ緒しよに謝ればっ」

「そしたらイリアが二回謝ることになるもん。不公平じゃない」

「ふ、ふうん、そう、イリアってばそこまで性格悪かったとは思わなかったわ」

「性格悪いっ、イリアがっ!?」

「ええ、そうよ」

「……ああもうっ、怒おこったわ。絶交よ、絶交！」

　イリアが叫ぶと、リサラもまた怒ど鳴なった。

「望むところよっ」

　互いに背を見せて座り、二人は思いっきり──、

「後こう悔かいしたって知らないもん」

「後悔したって知らないわよ！」

　似たようなことを叫んでいたのだった。








　～死神と逆恨み～




「ええと、そんな理由なんですか？」

　マルベックが思いっきり呆あきれた視線を送ってきた。

　イリアはそんなマルベックを睨にらみ付けると、まるで悲劇のヒロインのように悲ひ愴そうな顔を浮うかべて訴える。

「そんなって何よっ。イリアの心を傷つけるには十分過ぎるほどの事件じゃない。そもそも、ちゃんと謝らないリサラが悪いんだしっ」

「うーん……そういえば、室長の今の話だとリサラさんは結局謝ってないですもんね」

　渋しぶ々しぶとマルベックが同調するが、イリアは首を左右にした。

「机の引き出しに、謝罪文が入ってたけど」

「へ？」

「まぁ、イリアってばけっこう色々な物を突っ込む癖くせがあったからぁ、寮を出る時まで気が付かなかったんだけどね」

　うんうん仕方ないとイリアは頷いた。

「ちょ、ちょっと……え、それって室長が悪いんじゃ」

「イリアは悪くないもん。ちゃんと口で言わなかったリサラが悪いだけだもん」

「そうかなぁ。ちなみに、なんて書いてあったんですか？」

「えっとねぇ。確か……ちゃんと謝りたいから、下着ショップに一緒に行こうって待ち合わせ場所と時間が書いてあったわね」

　イリアの返答にマルベックが固まる。

「え、ええと、リサラさんはその時……」

「あ～、そういえば指定日には確かに部屋にいなかったかな♡」

「ひっどいっ、それは誰がどう見ても室長が悪あく魔ま──ゲフッ」

　上司を敬わない部下の脳天を、イリアはとりあえずぶん殴なぐった。

「ちゃんと口で伝えないのが悪いのよっ。その後も色々あって……絶対にリサラにだけは負けないって、必死に勉強したんだから。ま、結局イリアがおっぱいの大きさで勝って首席になった上に、秘宝《フロッティ》を持ってレストールじゃなくてメルロー人生保障に入ったからね。リサラの怒りようったらなかったわよぉ」

「ど、どう考えても悪魔……」

「なに？」

「い、いえなんでもありません！」

　マルベックがなぜか敬礼した。

「ま、いいわ。とにかくマルベック。最近、良りよう介すけくんとリサラ、それに美み菜なさんに何か変化があるのは確かよ」

「えー、まとめた報告書がいまいちそうは見えないんですけど」

「うんにゃ。これは長年リサラと付き合ってきたイリアの勘かんよ。最近のリサラは、絶対におかしいもん。ってことはつまり」

「つまり？」

「《イレギュラー》に関して、何かしら動きがあったと考えてもおかしくないわ」

「そんな強ごう引いんな」

「そうなのっ。分からない？」

「全然」

　頼たよりにならない無能部下があっさりと首を左右に振る。

「ライファンだのアルカレアだの、《雷神の雹テイールハガル》が最近積極的にリサラ達と接触してるでしょうが」

「はぁまぁ」

「にも拘かかわらず、ここでリサラ、良介くん、美菜さんの誰だれかが下手な動きをすると思う？　ずっとあやふやなまま来てたのに」

「うーん、誰かの後押しでもあったんですかね」

「そうよ。イリアのね、女の野心──じゃない、女の勘がなんだか疼うずくのよ。きな臭くさいってね」

「まぁうん、室長の野心はホント見事なもんですからね」

「褒ほめてるの、それ？」

「一応」

「まぁいいわ。とにかく、全力で連中を監かん視しするわよっ。そしてレストール家と《雷神の雹テイールハガル》が揉もめてる間に、このイリアが《イレギュラー》を手に入れて死しに神がみ界かいを支配してみせるってわけぇ！」

　イリアは拳こぶしを強く握にぎった。が、部下であるマルベックからはあまり気乗りしない返事しか来ない。

「はぁ」

「マルベックっ。イリアが死神界を支配した暁あかつきには、イケメンとの合コンと、毎晩のお肉を約束するわよ」

「室長、頑がん張ばりましょうっ。全すべてメルロー人生保障と、そして偉い大だいなるイリア室長のために！」

「ええっ。ここまで来てリサラに負けてたまるもんですか！」

　老ろう朽きゆう化したワンルームマンションの一室で、イリアは自分の輝かがやかしい未来のために闘とう争そう心を新たにしたのだった。








　あとがき




　お買い上げありがとうございます、橘たちばなぱんです。

　というわけで、九巻になります。いやぁ、よくここまで続けさせてもらったなと。二巻で終わる予定だったのが、嘘うそみたいです。

　これも偏ひとえにお買い上げくださる読者の皆みな様さまのおかげです。本当にありがとうございます。




　この下書きを書いている段階で、アニメはまだ四話なのですが、素す晴ばらしい出来で本当にありがたいなぁと。

　ちなみにブルーレイ、ＤＶＤ一巻は、九月二十六日発売だそうですよ！

　色々と特典書き下ろしたりしてますので、よろしくお願いします。

　さらに、未放映オリジナルストーリーアニメが付いた完全受注生産のコミック版四巻も絶賛予約受付中ですので、こちらもぜひぜひ！




　さて、先日ゲーマーズ秋葉原店にてサイン会なるものを体験してきました。まさか自分がサインする側になろうとは、思いもよらない事態でして、ひっじょ────に緊きん張ちようしました。いらしてくれた方々には、本当にもうお見苦しい限りでした。

　ちゃんとサインは出来たと思うのですが……。

　その後に、お店に置いてもらう色紙に気合い入った絵を描き出す桂かつら井い先生、まじ凄すごかった。

　その後、神かん田だに移動して打ち上げってことで富士見書房の皆様と、ご飯＋お酒を飲み食いしたのですが……まぁ、そこで俺は驚おどろきましたね。

　まさかこんな近くに、正しよう真しん正しよう銘めいの変態がいるとは思いませんでした。

　ショックです。

　その場で通報しようかと思いましたが、時効なんで涙なみだを呑のみましたよ！

　いえね、ＴＲＰＧ話で盛り上がって、過去に一度は自分のキャラクターをシートに書いたりするよねぇ。今思い返すと、ホントに恥はずかしいけどって話題になったのです。

　それは、いい。

　確かに凄く恥ずかしいけど、まぁ誰しもがかかる麻ま疹しんみたいなもんです。

　ですが、担当の萩はぎ原わらさんは自分のキャラシート作った上に、クラスの女の子全員のキャラシートを作って、相関図を作ったんだそうですよ。

　ええ、当然全員が自分のことが好きっていう設定で。

　さすがにその天をも恐おそれぬ行こう為いには、そのちょっとドン引きというか、実際参加者全員引いてましたね！

　まぁでも、萩原さんはその後男子校に進学したわけですが……。

　もしかして、本当は、男子校でもキャラシート作って、クラス全員俺が好き！　をやってたんでしょうかね。

　ゲイですね。




　でもＴＲＰＧ話で盛り上がれるのは、本当に楽しいものです。

　前巻でも書きましたけど、ＴＲＰＧ熱が完全復活しているもので。

　ついでにいえば、エルスウェアさんって会社がメールゲーム（http://else-mailgame.com/gddd/）の運営を再開してくれまして、絶賛参加中だったりします。

　初回アクションは、翌日締しめ切りという中で、こっそり夜中にマニュアル読んでアクション作るという、怒おこられる行為で無事に提出しています！

　メールゲームってなに？　って人は、ぜひぜひサイトを。

　楽しいですよ！




　……まだ後書きが終わらない。

　って、そうでした。この九巻と同日発売のドラゴンマガジン十一月号を買ってもらえると分かるのですが、実は新作を発表しています。

　僕Ｈとは、ちょっと方向性が違ちがうシリアステイスト多めなバトルストーリーです。

　ええ、もちろん作者の根がエッチなもので……色々とサービスシーンもあったりしますけどっ。

　しかもイラストは呉くれマサヒロ先生でして、もー最高です。

　僕Ｈ共々、新作もどうかよろしくお願いいたします。




　それでは、次巻でまた会いましょう！


二〇一二年八月某日　夕べ呑みすぎた　橘ぱん






本書は、ドラゴンマガジンに掲載された作品に加筆修正し、書き下ろしとして７章を加えたものです。










だから僕ぼくは、Ｈができない。９
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